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籏造物の壇震鳶答｝て関守％碁礎的碩舜

　　　　　　　　　　　　　　　、
Pア1論　寵　嚇　，品　「

ぞ1章　序　欝、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

燃劒編綿軸耳吉ぐがラAsla，化爾承大匠’ノ》』四Z爾伽す俗ど夫4剤てのぞむ遊域

に汚いて，ぽK，鶴髪ぞ粛近票講国1？あいマ符1て汚龍であウて（1．0誓、1．02，LO3，1．04，，1．

05）も看窟の廃更工の記謙を尾駕旭飛難勉域の老醒横潅物に箔るレし、鞍翫与乞幾働人

命属奪うで未衣．近罫‘2おいて毛飼』r◎αCo尼南承ごh‘lcのブ（勉震（1・06）などの菟生鮮あう

　　　　　　　　嶺ﾄ，堰靴の膿翻魍郷らぴ1ζ懸ξでおいて砿しでぞ傭雛励賜の鮪奄い2

とを明らかに示1斐している（LO7）。　　　　　　　　ド

囎離の贈磯撫翻しマ臨往の厄震勧調登かり紬の鰍縄盤鰯没なピ緬

ると縦《繊マいる・衡わろ納編P9・鱗のβan扁醜c。畑灘5醐幽aβ

の断刃が原因寄あリ，琶次．，792∂耳の蔚東ス震曇灯積茨蒲より約！00髭”南瑳∫の祖襖湾の渇

溢の煮激q斐動（羅没、逢起）己7こるものであつ’にと芝れぞいる（LO8つ。レかレ．壇震の原

丙の孫靴し、～綱題嘩わめ窃ずカ、レく薄τく’その姻を人醐K編す貌とロ不磯

ぞあ・る。雌盤丙榔の儲瞬応πを観1副しつY咋てその安蛎と壇霞ごネルギーの審覆との蘭滋を求

の・6・《膿そ知を脚舵誇鯉・ζも窟鬼されて1ない翻d・09川o＞’レカ’レ・22z’

摘醜帯姻髭奄海麺で珍鮫ラに縫翫的σ剛随贈零とでるもの冬ある刀・ら，・しτ笹・ぞ

今ヨぞも尚れれわれ閑何騰1寄処マ，どの淫長の豫ざ、と燈膜名毛可く萢震1噸5崔寸る1へを頭確

．1鋭晒る二臆籟な螺態ε鋤るとい・嬢い・鱗栃膿と・し’娠糎和鰍濡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ

婆，淡水，督受などの催の自蒸曳昏と口異なり；それが生でる源囚も珍糠奄ら1ざ，奪丞ぐの冤

象毫三の争知1τよ，て蕊造物にi灯して緊起耐震簗とφいうぺき手段を悔キるこヒも訟承ないζ

う（rものなのである．Z4）蓼喫が題i邸ζ冷いマ激震ゴとに人侃を奪い鳶遣梅の覆突を菊うレく

働、りしめκr・因で診あるうかさ諏ば、か、る縦況4）ると冬”れわれ1醐瞬造翅を殼誹可冶に轡

っズ被露を最勘ならレめるτくめIZ・，その鳶造梅ゲ何碕，加何窩6協勧て犀震㎡発主しようとも

、諏．篭で灯して騰遊獅幣屋であるζ、うとぞし怠肇丁れ醜り奄いzとt2奄ゐ二’

葦）挿弧丙の敬1豹τ后僑の憲尾｝である弓闇文藤を毎羅．

一1－・



レ廓レf∫蟹『7，地粟1て耐瓦るさわに禰造物「を傷～計すること筒桜鷺な阿顯であフマ、之のアくの

璽？亀刷さ処弦ラ舌勲の寵象を裡蒋する2と，鯉解曉、マおr↑る繕淺籾の挙較おδひ“櫓遊物12爾いら脅ぜる

考繊料のπ）引郁生勧2隠「「わ短嵐さら勘ざ廟勧旬醒地蜘マよ・？タト勧、り伝滋さγ1る6η召rgソ

を吸」燦する理象とそしマその講淺物鮮貯乞樗る最ズeheドgyの正しい認轍電ビを鰺雰とτるの、

繍建初百それが硬用される餌聞Ψ，すに2りち鶴席昇同「中にしばし1』ざ縫験する穿1匿農臥下の強さ　　　　　　　　　　　　　　　喝

の廻粟1て河して窟構造吻の餌何r冨る都磨乞屋ぐ被唇状硲《で潜むきう，そしできK敷i旨算冠霞

窺とするつく、：哩震ぼ蓬逼しτく場套でもぞ6り塗・鮫的庵飼壊だ7・↑は莞が』れ傷るさうに設計ざれね1こな

う鷲い．

厘史よ膿わ才Uぐ織の撒力・う」調一繊におレ、マ瞭噸惚nsi雫γの小さ㌧礎魚冠いゴ

しば莞まするがし、虞造切吃擶虞ぜしめ人命を奪うような剋蒙潟五†坪有いし教召年1で♂薩とい

う割・目｝で超る：ヒが認のり貿，2のコと慮殆ん・｝三地’震工考rに｝ケrTる定翫とな，てい㊨。

従，永行奄われマ衆1く」りに興1震の僅薫を勲て経験訂に得りれτて鐸灯ら均に等桶義∫刀1：蟹董擾

、ζて萌震按討を行確》フ：とはτくとえ辱星ぞある震し！ぞ：ちそれ慮駝ずしも嘗に新足てべき’そレ

マ巌も綬雪吟な方法で笏ると癒隈ラ奄い．遺宏の震薯から判麟しで鋳力琴町奄考家の緩撮なし

に，あるラくきざの響ぬ水潔灯1て繭え得る禰淺拘鷹ま汽ある濯浸の搬さ4｝塊液1ても訂え得るだう

ウと云う1考之方慮，ある場脅に1可危罷か絡累を招τξコとるあるで」5ううし，ξ衣夫穐の場槽に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

矯遊鴇に運犬の琳性を辱求する7とにi冨リ，ひいで1て『相省奄縫漸町榎巣をもτくらず藷殊とく∫る

のである。　耐震工営灯遍云数・セ均ト嵐ξτ層るしい進r歩を査越二γデ武とし、オつれで、窟し、ゐ1勾配㌧　　しか・し騎二♂塗

1：満足し得る解え夢を求ン7るには汚∫フ…陽さ．うγζ敬喫7＜の厩ψ乙の莞」鹿曜望3れているのであ・る0　2の

2些1癬の腺工鞭塀しζ瓢でると2うであうて’このfζめ聖τ蘇量冨樋舷血1て継

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｨの嗣票向題驚糾鬼されマい質ものザ，場修これりの屑鬼4　醸畢翠短嵐の菱復，賓料の梶依磨

どに便宜冠図る2とを口尉として耐霞工猷着のぜ邸殉砥集きりが歪骸ざね，すでロ穿1皿亡塀，

頻r残工厚農蟻羽【rl956」匹6月に示回Caf善チ6rn迄ヲP18arkeleソさ，竃「くその冴’2口百がf960

斗7月1τ口本で朗か・れ，それりの曇蟻においてタヲくの夢噺訂な繭う〔び鷺浪、的蟻さ穀↑ζ：と鷹

鵬琢醗勘K耀卿脈翻しレ、初とい加す編筋蜘べく覧二栃の蠣．
て尾雇されτく1肝臓、は百程、衡冨，彦語准どの罰飼かり倉刷F擁0梗概をつまびりかにずるコとが

でき’ず．そして研城47内右も蒔慶に細笏類されているごての，：れりの厨究減凍を総糧して新り
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しし、耐震設錦法に賀ぜんとするに唐各国の聾殊考権ζ∫どを考之イ弄ゼマ，砂后ざりに嶺豊な潅紫

ヤ綬討ボ妬え乃貿るべぎである・

本研髄湾筆着が｝9ヲ3簿臥跨承都犬㌢で行く∫うfぐ樋造吻の地獲広…犠の誘概題に灘しゴく1凛の

研死をきとのκ毛のきil幾桁のわがi郵41耐震禰造鍛参τ現準斌動力参町な観更から1憲決して活）そ

す鷲もので儲いという灘に立うで・さり一層躯触醐臓計劒確立i獲す罐働，
　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

ﾈ秀崇が執サられマいる．すなわ巧ヤ工諭で憶堰震鯛rと窟匿掬なリムrに惚釜のもつ’・披的ζ∫特

性κついrζ蓮べ，獲餓胃な取り扱いを塵切る工1別じ辱窟抽咳髭の桐題についマ竣訂駅加之ラ奴

，そし禰震躍聴疑紡躯繍灘遺殼謝聯いて駕恥痴帆助櫛べき翻趣
1そついマ考景ヵて行われて・いる。

’つぎにぞπ編で‘な禰匿柵の紐震爵η拶鱗を理講内口とり乞る最初4甥～階として2臼由斐2聴

α秒自由慶振軌系の非定常振1前駅線型振動理欝に志って取η扱1ηれな。ぞれぼ騰造物の篠勃濠

幅（菱位）の小ざい向府ぞの振動埼紐ね繰型穆鰍謙い，訂く綴望裡編ロよ・で藷耕され界紺

渠の勿くは構造掬とηラζ振幅晦の振勧（蜥緑型縁歎Dの取り扱い上Lて材1客なK髪あるい1てρ謙㍗

マ〃aナer とレて用いられぞいる甑りぞある。

御撫職壌腕膿鰻ける備蜘を対泉とし’そ磁脈耀蟹講儲・て鱗し

τて緒振を示て。2の場台の構澄殉の挺震鳶岩聖て∫i敦琴内，鞍1理内な素味に訴・いても織型運諭にζ゜

る毛のと1可餐く異ζ∫る。でなわ乃梼造載料のもつ弾塑性の刀ぢり守将性園「尺振幅時に塾奄雌震薫石

を乖～のる線型理論の遺冨の專者性冠謁るレぐ繊寄るκη，冠震蕎堪h2spon6eの定義も娼千

変之られ甘けれ1ず慧うないコ・とに繕る。しかレ彰線型振蜘理旛12さうて樹淺物の廻震噺の葎鱗

が・きり露裳に擢種ぜられ，纏壁繧科の跨状，残響要勧というfぐ参緬’斌設明ざれ得・るかり近1亀ζ

み1ノ「る耐震工導の研究の塵蓼将摯げで21の振動理論の鞭讃と鳶矯のオ向に向がうように奄，て

寒汽のである。

即π繍博主としマ種淺掬が振蜘爵にその複遊体聴1で吸牧さ隔れる¢ηξγrqy，す砿わち繕造諏業の

鱒を家・扱・緬のである・振嚇奮マ薮衆鵬鯖る2と麿τぞ郷麟鳳2剰ご匿矯触

在生ゼしのないτぐのに望濠しいもの冬あリ，セし7繕淺物㎡雌震爵ぼ外窃さリ伝え軌れκ¢｝惚凋γ

を吸牧するのrτ主に穆造栽糾の揮塑性内性礁1マδる多のぞあ1う・2離琶㌘可講ぞ舜電つK非型

脈軸「と対応さぜて髭性なりぴLて定量殉簡考景帆甦められていろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
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ごて．飽震時の構透瓢の壷を匿雌震競の稚偏で藏と猿1簑梅の剛怯硲庸め燦煩ぼざってκ＼盗

進内な斐位のおを生マると云う場唇だr了さほ確い。τぐとえ1ざ・一つの謹．籍察薇娑ついて冤ぞも宕

糟面の箕量槻醐2’軸吋縣埼恥あ拠綬礎悔鰭離働齪薦力、耀纂襯峰と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　．ｵて旅勲る．こう底蓮敏！を鐸奪う。コの場層4り禰置物の議簾～ぽ撫れオバζεじ奄い場拶，∫り乞蒼尋に》’

竹なわれるコとηサ汚えら雑、尋丁て震喫F認鎌12も：47遠うな例1コ敬勿く鞍首ざれマ㌧、慾。津▽講「

！霊この構遭物「の疲れ激勲の制懸をi理翰四1で取毅うrぐ・ものである．

ぞ「弱繕で1窓確購工弊1コ舌誓る電子計算鞭の薦用、乏ついで館れτぐ・簿潅捌の壇叢艶塔を理露劉

　　　　　　　　　　　　　；・　　　　　5
e？莱めな場稜毫ミ∬複維がつ姪穴ば歎’値蟹卜耳をするコと事暫く、しがぞ刀劉寝飾壕5ρεcすr）旧を

得るKの葦2憾その計算の・貯癒さらに菊るしいものとなる。どぐ・に彰線豪獄鯉歌の矯答竃麺劔に

　　　　　　　　　　　　　　　吃ﾙ象化を雑しマも爵蒋的竃弓『羅威の蘇級い蔚きわめて困轍守あつ窒．従象鳳図解犠硲とが比靴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔}便椰回6云として働【だ剃粛されて乗fて塁τ遭ぎ1騎、つτくもの零ある，しかる1～鋭透の蓬鐸曾　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　，

算1勘の登遵r毒せ勲を醜震工学｝2壷露する・二とξ可鍵なろレ初，すζぼその舟爵淀δうて優れτく
」　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・щ?ﾐ燕が麹fウれで塗う・ある斑駅1である．

。　　　‘　　　　　、

う凹鞭3磯勲碗灘層1綬ぼす曜盤㈱導1鱒い鴛の7卜留頗曾月偲練．12和字

る傾向を論じfこ．御造鞭勿薇勲整厭博地盤の7ξ掌鳴催璽1定蔵う忽犬ぎく左后される。ぼ有わち

壇聾そのものザ〆つの揮奮住廉鱗糸で訪弓、躍驚，1即筍雌盤を鉱幻つて霧造纏∫に焦環て為るので・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹窒驛nらrξ訪る．ず藪湊で樗軟弱駈な廻聲丙の副燃のγ04k2順森動1ぞ注冒し，こ穀志リ餐りれτξ

緬r論事ウー畿町貫∫風滝掬の耀震飛客｛の題題が繰鱗さ毅ているρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾅ白貿㌘皿請で峰身造に得ラれ癖縄掬の壇蔑応嵐で灘する脚成系を貨造掬の濤艇殼遠駕磁

鴨　　　　　　　　　　　　ヤ　　吃一　　　　ρ

繍で浸曙さゼ為ぺでがとし・う河絃奪2ついで叢キの換訂を｛訂えでてものである。わが琶齢識腕タト

琶rZ｝厨する冤行の耐震殻鍵差準を箇単ロ紐澱し，ざらπ斑権提蕪ゼらレれている二，多の改証規・

準宗1ぞついマも希豪を彰乞マ診κ．
．　ρ鬼‘　零　　゜

しかし費覆に痙べεてδう1τ耐震工馨！ぞおいマ熟アぐ尋汚研兜される（cき竃凝憲彰帯に脅ぐ，し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢　’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ｩる耀麹ζ轄凝し汽瓠母もあれ薯ざ：1苺τ漸と厨聡の冒塗郵つレ、Kπ雌毎なし啄解笈の鮮騰もあ

るので、砂旨早懲L～鯨震鰻鋼乏準晒鋤・胸1凌葵する：と矯却寳糠ε箆て惑者奄oヒであ黍と

1笥肇着｝？癒落われ怠い。さ，で筆着の試泉糠虻簿亀τr憲堤承しないコと1～する・KV薦永、毯か

ら寄して戦が厨〃｝磁露設浩†規準が改正される場創～尽本珊莞の成果右’都考恵されるニヒが望

きしいものとヌ≠之うれるo
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茅2掌　雌震叡r4）勝特性

i・2・1　地震計記鎌

一地嬢にさる構壁塀の被壱の覆謙ぼっし、で｝コ広ぐ知られ，寅よの文献にも畷ゼウれて・いるるの

調し多’い刎，　：窄～二7の被壱｛の原医rとζ∫そ）塔∫震動12つし、マ鷹糸り分っマいな「訊うττ．τ（とえ1ぜ　謬9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向

06算のSanア年δ肥1800のツく壇震で生じκ被瞥47導定のπyフ‘2婆后のような禽単鷲物体の

倒壌レκ例を翻！レて、これに毛とづいで犬ご・ばな堰震縦腹の盛鞭僻袴猟にiZ過ぎな

ガ、うκ、　ぐ1・02＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
@1923算の痴蒙ズ彊災に捌↑る東畝，本郷の雌震計喜Z緑1誘、

f

雪1瓢二31：：∴細幡）1　ζ1・2・D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Eぞあ・政とされマい々がぐμo），ご欄魏膿縦鰍され紡ので1ぞ4）耀雛皮は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

zれり蝉魏と．碑醐を毛と｝2し《単弦繍と仮定して算蹴貿婁賦
’　　　ζ馳　．

　　　　　　　　　　　こ

ﾁ遼農錦．95・8触8ここ÷°・1×98°‘％蹴㌔σヱ9d’2、・2）

とレて与乞うれる・　：、で得りれ♂ご雌釘細遼蔑の樋，　0・18，がぜの后のわが国に診1寸る槙遊

堀の嗣1震鰻誹宏の展蔵をなす雇農の便を決定可る参考とく∫うfぐものである。レか，し2のような

単弦勲磁定による地鱒蔽の卿方12よ矛τ魔納に鮒較れ纒ロ嬰畷碑魏離　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

｛齢り1も・小ごぐ苓る．それ1騨震勲の齢瓢和波威身を黒糧しているかりである・

理伽ぞ纏囎虜を纏設討よ唯切冒標とレでい側2も拘り鰯聚雌瀞速髪｝？つい

て1コわが圏④笥で931耳に宗宗云鞭儂厩卿吻故后本ε口雄博士が竃腿慶地嵐定よる璽張超　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

象を珊ろ7かにざれるき冬（て・！∫，1・12，1・13）何う解ると2うがな惚、つπのである．

一灯，米国で1ぽf432年1謙台衆園1暑廟齢灘壷郁（丁飴U紺edS励eC6aβ＋乱G6。一

6θ甑3UP嘘ソ，陥帥n4ゐn，　D．αG圷α．＄．ご．　G£と賭欝る2と爵る〉）

び地痕蔽啓乞受げττ地域におげる壇勤の護禄を番織町碇艶橡ずる巨的からCai　iチ0閉｝a刈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

、　　　側一5－一



で強震欝の齢蟻死婚の了く。嫌蟹で強濃詫籔をとううと蓬る㌶函ぱ！924算奈鼠で寂考、1’撒冨虜

工累伝議がその響機と1ごツでい6のぞ、鋏議申にポ長4）参簿看駅票猷裟営痩震斑麗鰭ぞ4）戴の鍔

勲羅棚レそして鞭卿殼帥鍵霞飾策綱鮪ことを鹸しτ初ガ最縦伽

τぐと云わ貿ている（か14）・煮蟹で擢襲討記腺右†蟻（9チrうn9剛1。陣ゆg櫛）が行な

われで獅最訪…2193ぼ・算3剤o宮だム。n・ヲ8爾こお，Ca”f。r・一晒ぞ膿綾権像．

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20’

ｴれ怠び（ヱ・τ5），’・その髭磁il誕しがし泄動な1鼠農堺憩震叡の詫糠し簿る媛を、と麗昏宜で：め率

魍頓の緬・k．ぞ：循醜ざ芝フt謙饗に鰍し灘てi％o知5協18臥灘。

k臼c動チ・℃、ごaノノヂゥm；膚の葱震髭骸か爆り｝1τぐのマある。コの艶鋲薄、ら癒その遍璽鯉の

遜薫が計算されでジるパ（望・16），二学マ！怨その落陽ヨ慧で北承栄蓮ぞ喜ε曝され㌶鰭彊〆｝中で

最磁し施∫諾か♂つとして灘擁の膿鱒獄踊鰯猷便履れで勧緬αぐヒえ‘こ
@　　　　　　　　　　　　　　ご1
I・湾）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

昂百¢5・¢・G・s（糊鞭玄窃燃劫鞭稲）のsナrα・9伽・＾pr。守脚に姻さ

れマいる残雇㌶にCoa≦sf　＆　く遍odeぐぬSur・僧ゾ5か禰4一摺く・÷ofn＄憾臨層oヲ閑Ph　Tアρ8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　・9Gおよびてype玉で，丁γpeΣに磁｝の醐が’ひ035なし㌧o・ユ5εc，舞∫20倦

’廻蜘加還凌0・短　ぼ鍔して最つく26励搬の感慶を肩するWlε潮ap式斑逡凄鍛と，振翻う

憲鄭が2・5．ないレ　63㏄，鼻町修率が約4借のごaめde箆型斐綾討斌藩えウれ，母で（丁γ犀

π1㍗3飛手の譲籏0・悠畿己’簿的借華が鈎7倍・0L13当り薄6噸の葱震をもっW8e6型

加躍凝赫と振釜闘鵜紛鍵‘艦，癖的借奪が約三借の夢寝討が取り何汀りれマ・：、箒（1彗丞）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P齦禔Dわ〆琶に鈴いマ蓼いる強茨髭磁iを求」つ志うとする治髄ぽ3、欝リ愚貿　　乏ウ6葉葺に渤く

5鍬fA（コS季rrong　Mloナion　Accε’¢ヒφgraph遠螺京，穴飯．危毒屋に鍾記で撫震認臓，のへ・εナー

　　　　　　．●
翌藷�@が形威ざれア（（1・18）．そ蝦灯欝時涛嘲蟹る魏で糞生する讐、纏、うない催震糞を

確喫☆綻謙マる1て涛1ねヨ轡く4｝堰嬢欝を看垣12毅匿レておく電解があり、しかもその耀霞韓懸

構造掬に藪皆を芋える穆髪の激震乞認蘇し霧るよ・うな強・震討でrな；つ賛冨奄うないか今であって

、コ貿1び守するナ々な誹働バなかなか婁施ざ才：ζ∫訊つ六のである．旨本墨藤の堰爆観測叡氏も

・てv・る膿駐爾舞畷煮纒し・膿減で訪・τぐrてぬ滋卿烈正廠に戯得る醜之どむ

激震爵聖：ほ地震篇選慶が地嬢射の髭嫁レ得る麗遂慶確をよ彊り，健ッて、毎ヨ障で滋本零乾王

しκ幾震の潔足鷹躍漢討乾駒な皆爆の瓶態にあゐ．岬引昇｝ス需＄Mムσ蓼贋後（sナあめ9

い一 @6－一　、



Mo台o均Aocε壕r・∂十めnごoγn㈲廿e¢）ぽさって彬り解τ（SMみC　Sナrcへ9　Moナ5δβAcc蝕ro一

grapちの鹸勧rk臨その繍τぞ宮爪礪震醗空してい蜘ので禦欄採り惚、踏い・

＄MAC強震討蔚よ下，永穿，童な3滅玲の糖暴髪裁振手と，舵脈簾琶．脅顧詑鎌田晦概お

よぴ弦気或s伯r他rがり奄リ，雛選蔑猟貌ざ重量ゆ3》の鮭を毛つに振子と空気4醐岬肋、わ

鼠未ている．

その魂還慶討振子の特性1τ次1フ磁医，である。

固 膚　麟　期　　　　　　ひfsec　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ

感 農　　　　　記懸上1川m誓り驚ダa磁

滅 衰　　　　臨罫沸匿

罰
定　　　　　　威　　　　　　　　　　　　fO　　　なし1しノ・　℃00（）ga’£

詑 嫌　　紙　　　　　特殊蝋紙　　z4・xfO酬

記 鎌　i監　愛　　　　　ヱ・％eζ

惹ずて確疑式々台鰍野ロ固～負瞬朔σ3seご・の参農重議房振害かウなり．10¢∂19の廻轄

葡選凄lzよつて強震駐に駆蜘を嗣始ずる。’

@　　　　　　　　　　　　　　　，

1・2・2 地震勲の祷腔

この㌫う奄壇獲翻Zよつて髭蘇ぜわれτ（躍嬢の託腺を編べるヒ，冠震動蹴（とえ1オ麟威瘡

の紀録のみ難採リ」とげても単純な蜘きぞ博ないコとがわかる。壇震歎rlてi奄脚燦徽i臨と潔ゼら哲

る塀藏がその初類にあリ，ぞ碧払ら主穿勃と祢ぜりれる窃房が緩くの訳響澱ぞある．2穀躍璽

震勤の震源と， 　　　、sご震蛎が詑臓ぜり貿る堪点との嵩を地震浪が私播ぞる隙、ぞの縦遼と凝疲∂o伝

播還麓の嵐隠差異のある所かう霊1トるものと，考えりれでいる．一鰻に耀震霊幽立置が震；獅、弓｝

遠けれ盈7凄い壇，初噸徽靹の朔両13喚い、rお馨蜘冨あκガ＼む蝉控辮な彰裏と，ぞれぼ続ζ自由

振勤姦侍えられマ、せれ12ぞの穆の強剰的な外灯のイ箕屠がオσわごノ，それうがでべで糧霞帥｛ご望

ね唇幻ざれrよ♪7にも夏産胃ラ名～る（1・19），従つでその閣搬《・冠嬢載の葦畷煽劒中斐謎し’

ているのが響遠ぞある。以よの串棘暉将承起る解あノラ♪フ躍残についてもいえ㌫ウ．

ある勲纏撒燃・て震漁ラ磯菌濃源縣いで駐レ縄震劇吻γ砿きご，
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観測点1フ近傍の堰登》糧盗物の唇鷹ぼぎ？マも影響さ翼る．ゆえ1て澗し催殖でも競量ご｝鷺場

　　　　　“鰍ｪ翼な倉でiて相唐裏つτて濠型の壇’嬢託蘇が得られ，憲代矯レ騰逓’で！冨選～耀雌敷ヒ泣饗多轡難に等

屋く違つ択傾向ザ能鎌ざれ乃．之の場壱確蘇鱗を髭鎌ずる点の遼脅に云き欝櫓差切があをdざ、

堰震重z遺って惹冠されτて瞬造梅自窮の振初も勉濃蜘を多ビ蕨寛る点tマ伝れるカ、3う，この・きぬ脇馨

財鷲曜擦鋳ぞのものと縫淺掬の撫蔚の二つの奪素をノ舗1で艶鎌しでしきウコヒ1忽∫る。嵐P二

W隔ナε散授博Zの厨燈について講じりれでいるが（1・20）、このことほもレ強嬢誹が玄奪な

繕遭翔「4）内禰「｝で殼践ざれでいるとき12ぱ，24）強震計i暮葱嚢勤そ4・ブものどoの看淺掬勇娠動と

を望曾いくものを紀鎌ずる2Pと！て∫ざる六η，蜘マ運心く戯｝卸）もつと躍臨梅㊨影磐を多，〈艶

‘ゴ入れてしまう、構澄物の勤刃厚鰐特粧がすでにす5｝判曜しでおり，しかもその復元力讐考盗が

線墾12近いものである蟹らrぎ，地嬢計の示で記賑タ、わ解撫で電うて者譲纏注物の影・馨1を取｝∫隙

くこヒも不可婁で鷹塔いが，レかりざる喝釧笥さその強叢貧な蠕己篠しKもの癒’体何を冬可も

のである払1守歴く疑画となる．　　　　　　　　　’

カ、、る観点孝、ら応今冒5！噸CSかo〔9～犠，すめぬ、4ζ4εlero曾瑠戸おが東東、夫販，乃董屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ﾌ老｝都蕾のいずれも着フ6慧露頚梅の瞬都ある田奄一鋤で鹸竃されでいるごとロ（TA融三1・i

参§翼）（1・18）非常12妻ブくな向謹で癒なし、τぐううか？

i・2・3　　壇’震勤1と緩透掬の規瀬i

わか蟹の建票毎準ラ云および繍蓬行酬2おいては壇解額て塾つく繕遺窃の紛蒙蓼瀬に辮レぞ翫

計曙永潔刃4腫が綴計ず配き窪察物の箆鍛瓢域亭拠盤承件なり調で建鴇の建奏，形轍菟どにも

つて群細1て規定されていな。（露築妥簗活羅行母グ33象，氷孕黎麗ま轍秒宣藩拳とレて露殻

，省皆示1074考び詞る）．けれどむぞの中1乞ζ黎繧掬の天きざ，煙康というβca短4｝梅盆

1コ伺う纏り込慧穿？て蔚いない．規定の癬に〆貸しで採嬢1マいる．考之ぢ鷹立楚柔件の簿等い，・

建桑物Qその大きざの如偏1で笏らず圃・じ勃診の永律力を身rγるとし・、ろ：ヒ守あつ孜．醗懲～〉震

災の畿糊力吻勲雁築卿灘磯苓蔽嫌し覗るピ綾物縦・ていτて轍撫

差紙外1て建蒙物の穴きざの達い｝2よ丙でその被砦み裡塵驚藩るレぐ算1笥るとりう審翼が観取

されマいる2ヒ、，Rηzでレマも堰潔矯2レてもその遼慶（凝の速震淫、催癌1激のゾ¢・。φぜγ

圏βP。屑e3僻cか蝋val戚sγ（！・17）冨ど）ぞ麺速厳（懸劇蝕駕sんeαrα・一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舜窓汲ヴyeγ骨）という〔穫芝；鱒藏ユダ｝元（（ゴ加釧＄‘o捺）竃燭錘にしで鰻暫勲謙鎌験奪建量釣震

覆定してし、箏餐、鷺銚奪添（わが懸の～1・冤リマ舗外儀めぞ漆笑も）華斡為蔽蕪謡噸の》徴魯鴛ぬξ《薫

さ，す「δれちΣ妥さ｝の元を蹄1難窟、ち始義ノ彦漁タトレているがとし、う疑礒寿、二・、理管歓薙鎌鍵規

寡の労え露魚ぎ篶｝手冬瀬足の藤が1鱒癖．

2・で欝無饗のづ（きざの醒簸辱幣強？淘育ろ麹果についでゲし考窯を蜘蕪わ、難渉零既窪．

の厨菟照ラいで（1・21）．麟じ強さの羅震勲を屡1誓て建蒙簿の勲痢叢数委遡量を轟緒アざ永身1二・’

πで押し底壕鍛ρ妻砺量IZ量瀞元筆てヒき颪梅鞭軌瀬瑚か長い譲纂獅謬♪1、さな恋律て訳綴くコど

に殉沌ずるニヒ撚ウ，烈1震腰欝誇縁に与九るべき震接幻値とレて穏琶隔撫麟麟難め著い建婁勲奪

繕婆、さい信を探るベヨ2と琶猪櫓しできでく．瞬じざらなプk峯職轄を肩ずる蓮乗梅冬躍畜麺が藩

ぐなれ1ぎなな憲鍛鷺振難凱麟1ξ長く硲な．わが懸の現質規鼠翠震薩・をひ2ごレで舘算・脅1億魁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｢蔓築1曜マ縫その癒藤で窮確1ぐづ（きな層ぜん断葦を与・えなげれ｝算苓ら罵い二．とぼなやザ，案窪、

Ia硬鞭噺く肋と瀬罐ゼル覇欄ざ縦煩く鵬舜．灘纒宝繕銚．醒繊

動箇鋤マ震比例してホさく禄っぞも藻い2と脚麟ッ斜でさ較マ、、る。賓い驚葱鰍鍵ハ、マ遅竈

黛i輩海6η鉛盗方阿4）7くきさが建講の解蔑竪蔓牲1二τ灯レで藩るレい溝果冠もつものといえ蕊ウ。

　　o@　　　　　　　　のヱ�ﾜ電存，謹考ト｛デゑ？｝τ、船綬わをて4フ麿観碑奄難識から鷹旨本拶猛総湾～雀示叢4）…乙驚葎のさシ憩

も4＞が焚1敷に露しマ蚤も竃蒙ζぎよう1τ感ごりきrξ後訊．セ貿にマ慶1『ジ蓋らなPrO範rナlo呂1驚レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

τでビンや墓看が地震：ゴと17鋸れ拶と二ろ拠り之のざ・りに縷妥く費議い暮4δを彪鞭と蓬倣ず蒲畢

．となラのぞ訪なが，畜承ゑ蜜落哲鯉震のτ（ao；7例濃レrζという融憲総い・瞬びP閲Pρ辮麟で

壷ビンぞ墓劒よわ綱灯いるのと五董噂鷹うなXき球籾・醐敵…鱗播駄い縦があ

るのであつて、纏遊，掬の醜震性紹せのツくきさにきっで左窟芝れなごとを義々i訂改縛で認戯《オ3

iて∫心り弩いであろウ。（三・22）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

つぎに騰覆晦の奪南鰐慧拡がり斌犬きくノ‘うすで場麿，丁な勃ち躍霞激47装を1乏匙べで課参餐ゴあ

4衝が蕉編で量ない蝦のコくをさPだ夷∫ると覆豊物1蔚τ沓驚濠のぐ驚講を簗酎跨iで一鎌1ぞ受r柑象｛，恐欝

．σなくなっで承る。曜落讃4酸長｝τ后翌4フような耀癖鐘盤iでおいてる致ナ犠，亀～〆教養職惣馳勇

　　　3ﾏr4εrであうてζ，い竃姥｝釜胃の蝉ケ主渡撲濠鴻怯楼蕊藻を51∂oo璽いしδ，（りoo％曖ごと1〆農

后の1もβ鈎n比琶重／4と仮是ず怖ざ酸識誘さ寮Raソle｝姉液の猛播遜蔑｝ぽそれや穿｛三，700｛2，
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熔　かま慧いレ　ひ3βρご破であるから，：貿㌫1♪難懲蚤の猷鷺，霧装誘溝が臼御i¢勢緯寂　の軍

憶物ざ150～750演，85肉435蹴，80揮45〈）糾の愛窟！ぞあるごとが鍛’霧さ蕉る。ユ鐙フを二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

i護式規旗な繋邊纏お両晦で確燈ラ鰻の騨逮藤の戸¢麓琶愛1育る踊鯉1で天レ癒党’～r毎コと看慰窯ず

為もの守、わし檎造海の’漉騨確強汝鴻ソ多i蔚長1？等し1イ哲躍そ～り’漁・ノ、矯憩然量藍欝睡蔑吃

妥｝一γる磯都i罠緒聡1でイ繁庵噂る藪葦遺蔑郷，潔である二と駅飽之｝手琴為の～さあな。ま7てもレ鶴謎掬の葎¢

蟻rの緯強が壇震｝疫琴波授雛r（うぞ㌧、る嘱執て瀞両鳶働憲ぞ穀ぞ綬震訂オ戴で妻彫すゐであ芝》や

≧ζ騰坊鵜．セしそ2編蘇．ユ礪翫欝蘇ζ徽総瑠藍τ纏漁礁轍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

ｭ∫終を窪i冨倉綬濫i鰐てY単1ζ療灘矯（露蘇鱒な穴レ）を伴うて撫鱗するてて唇’7餐、溌～）濡緯誓禅独

12膚實でる場魯勇岸禦と変わ悉ごと1言γざ」が、慶簿．狩1苫床硬ギ痔1♪など舜凄懸蓮酋滋必撲赫峯葦

樫7ぐ匁奪ぐ、ぞ勇繍転慢控も肇確1ぞス冨る診ので初：る食めだ，庫甑聖9に志っで三象逡さ穀ポ携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｯ翻勾衝綾蕊／）係鋤な亙い1ご僧の播喬の運繁…働撃葱笈臨伽、麟溢晦盆体として運議蔽舞乞窓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

での書う辞状難にお｝↑る欝淺物4疫賄は驚震渡が籏造掬夢伽ぞ誘韓憲で4箕譲富な錫盈㍑≧べ

て琳さぐなる解あうう二と1ぽ潜爵だや想されるの望ある．レがし滋猛なr蘇暖マ滋器雛耀み2：淀

元ぜん晦薙勲跨よ寮腹浄娠軸沸癬雑が穂警函難で鶴る栄毒、砂，い慧本無魏でコ診儀懲を定童鰐

㍑鯵でる3と13達鷹えるガ．繕董悔’の堰震ぞ蘇」ま難胃袴嘗る寧慮し鞍；でづし、マ建量訂1ざ鴬壁雪な

で際に綾豊物ノ7蓼画裟1確拡7てり葱秀えるコと矯序胃淡審あつで昂毎爵締覚が籏轡さ敢る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

P・2・4　縫艶掩iど涛して最も孝や箆2儒く曜蔑渤の慧建．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｸで；で蓮ベマ家たよう1～緩造塀の解擦鰻討1で董零な資醤とごぎるべを塘裳爵箸！電つも㌔マ解韓す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、髦Zめ1難竃縁造梅1？慰レで壷えるべき還煮の壇嬢蜜髭綴群奉ゴてす静で！奮憲ひ2と’壷数ぞ綬鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢

箆籔ぜ砂れでミ催魚の職纏〆囎獲掬”影響を愛げでいる講淺牲哲誘つて，誤レて¢βgi蹴1な誕

・震勲，す奄わ乃壇藤そのもの、敷優就正纈で記轟ぜ秒貿ている重、が疑わレ費蕗拶あるごと、ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、撃ﾄざらi2ぞの究嫉薙ある鋳髭の堪震Lぞつし塩て病ン7ら韓κもの野．欝奪1であいで纏ダ〉霧軟ぞコ

碧記懸ざ澱ぎミも卯瞬ゾ規摸の舞魯入4｝瑠震が融起ると博漁謬盛煮ないコとなど駅蓬監ミご強霞鍵等詫

籔さオzτ：特莚の催蜘蜘てきる淺遊掬湾蕪簿・sp£d欝u踏奪求ポ？る汽餐ラデ（1・23）饗喬る惹；言ぎξを

与えでいる4）守1訊∫いかと羅桝童r｛｝。も巧うん、夢賃行なれ殺でいる縫渥物4）耀嬢涛摯・瞳遍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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spゆ礁ε4フ燐究ほ遷蓋り強旗燐独嚴化されτ（薪1獅に与える鷺婬終・｝いそ〆覆鱒慧零層琶孝虞，て

＜定ξ喬厭、し7、しぞり婦累節る融匿梅駅遣ゑゼいくっがの㌻吻勲2郷レマ醜え得る蝋薩懇碍ら質

としマも鋳来起る別躍耀霞1マ慰しぞその滋造辱・麓飽封1？守をであると，bり保蔑が怠い．

遷云醇廻震紀藪を秒く集のマぞコから統齢’に耀演の捜遊拗で需すな砺箏を簸！r鳶うヒ室る

響繍，尋ぎ礎爆動そのも麗惣hdo幽奄14禽¢の凄餓と更敬しマ薩隼識噸ぞ取・｝後ニセ舜

＜凝聡が摯ぐの躍震工’翼1マよウで誠冴り押’いる釈（1・24、レ25），2のξう馨〆逓の

厨乾1窺あるもの蕩糟盗物の鷺耀冠纏嬬1マ柚泉焦レ瞳裂てり惹fぐ1部ぜ螺簾その轡、4＞按蟹琶難

彊レてしきウτて取り薇い3で冤妻ヒアわれるのマある。

ヒrれども向題瓢構藍物〆椴難ζ∫、しがし癒Y〆定の刀営鱒雀箕をも巧横1建靭を艇える耀鑛わ

その職弱κ従つて圖肩の勧ガ導鱒性朕を承し、そコに壇震鯉ザ・ナ織薦1鋤ナ　なすy拶磁　の

dlsねrba門c¢とし《壇盤奪媒体として凝遣嫉1に修庵畜る〃）冬あゐかち．観震雛齢逸麿蓮にレ

ようと㌧いラ終局誇召晦η、ら隠議造壊の催震薫層も撞獲物ぢら冨綻催釜」〉もワ懸嚢をなるべぐ忠

婁㍑解耕’財硬疫さぜるべ嚢辱あううと華潅濾考える、

講蓮窃と躍聾哲右の奢「露ざ運べる志う轄性贋を菊レ、シかむ酎璽与慶慰戴纈遣鴇の5ご副gに

毒うて影磐ゴ貿る7とを秀兇僻わげると、わ暇押れが二貿か脅鰻繋し・電苓とする構淺霧ほ強震

潔鋤？とら窒Zτて逼云の鯉擢皇Zl諏慈え得で｛～，もつと獅の字γρ¢あ出βナu治蘭β¢1で資しマ鴛い

　　　　　　　　　　　　　のｩ翻穀ない・い・覆え貿｝τ，われれれの殼誤レざりとする訪る需定の誘造癩2｝冨ぞれ鍍に

対レて叢¢不桝な躍震疲が移権する筈ぢある．≒ξレでぞグ♪襯右示熱慧地叢薇ばごの騰箆の辮淺』

撫2固腐の・η営》鰍顯τよつて煙髪憲れで宋るべきものぞあろう．挙薦のいう鯉廻

腿47・中暮？｝奄2の糟遡智のβcaξee他cナや翻邸逢盤の鷺響など：も蓼駕琶惨獣りるべき

ものであろ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

2のような意味に誘いで筆潅うが行なりて永六’痩の願究17｝ざ繕童掬1マ傑箪する麗震表がも

つ祓壊町な国i｝を陳レ肱す：ヒに轍・2注慮が払われぞ永fて。ぞレて今百聡あごの∂P癖rゆacムが

后理「絢な耐震澱併蟻の確立1ご最rレ泣い一つの㌶ゴオで3ろ蓉と肇看躍嬉でるの守ある。
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ぞ3章　堰盤の狩牲

既往の醐駅よ蘇薩騰三勲の被鞍と，その被害勉の剋盤との劇係を謡べるヒ，建業物の殺

嘗鳳蟹固な勉盤ギ彪聾の上にある場⇔6【りψ沖鞭屠ぞ土獲りの堀r盤の方訳夫きいという2ヒが

’鍛に認のりれでいる・寵膿を見ると錠杁い剋盤で埼犬きζ∫躍蜘葦寛し，加還慶もよ、｝丈でい．

レガ、レ蓋τミ，ある顧な甕1蜘で1）いてlqそれが撃ξ固な壇盤の二≧2あをよりも軟1勤苓㌻笹盤の上1？

あつ窟方ガ羨修であつ1てヒし、り夢嬰1甥認澱5ラれていそ7し2の孝婁鷹1423琴の瞭9k夫増震の像

1錬触物蜘地盤と’下吻糟層，岨！て敷り遮樋灘勲薦蹴ヒ軟罐か朔

りη、1驚燃勧である・きκ1943鯛剤o旧1准確鱗鰻1篇し・ても・そ傭膿

宿調査ぞ獺しκ瀦獅いり！で建掬磁壱の53ヒ々ど∫ご〃・・綱卿ら働、2繭れτて噸’

で粧が9％醐勲る2跡勘りれ！くξ1．26）。2れぢh2即り推謝れ縦魚2さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’骭ｯ泣掬47滅砦1コ渓レてその解堤がりの距爵に関係するもので悔なくマ，ひレ『ラ短馨の性状、ミ

よる影磐が麦配的ぞあるといえδウ．勿くの頓登・厨鬼の緒暴かり旛藍物の震砦1で沖績層選聲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りﾉおいマ特1て考うレいとされているザ，島取罐嬉の后1ξ擬取ざれκ」【詫の蓼髪は同じ沖確層地

の凶域↓2芳いマ裸自つりれτくわのであうτττぐの，：貿工リさら71ζこの沖綾層の星さなりびに硬さ

が震曳1てある程鹿窒捲な1藏i垂をrシo撃豪と、レてう主目ぜうれる’して塗つτくの゜である（1・01）．

この両鷺丘解明するτくめに，その危；三弼・衆渇およα驚取旭区琢巳彊云の震「災地域ぼろいマ

dγna画忙4｝鯉庫爆嫉邑て義る偲盤の弾惟波試験が行可の貿，2の人工地渡の循系がり廻震にさ

　　　　　　　o髣f造物rの・被壱房和と彪盤のガ彦r的住費と4ア陶の関係坑殿ケと喫∫ラが、にざれて未f（。ずなわち

遭云の躍震で凄潅物の被曹の争コ、つ7ぐ増区と少・なかつ六地区との壇盤の弾性液の猛矯速震左比

　　　　　しﾆすると，これ橘壇域の轍（重or℃けud「nal　w唇ve）の離～争が同じ？あつで癩波（雪㈱一

v◎7鳩ε　w犠》8）奄りひ㍉：ζヲ医1豹液（5urfae¢W8》θ　）　4ン・広凋島滋蔑　VL　ノう値12歴．鍵ことj堅が』笏る2と

越渠のりnrく・そしマ姶水嘩のケ「ごい吉い弾環層ぞ鷹末遊搬達掬の1被嬰び¢氷華の暫い沖護層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●㍉謔ﾌ木虚の祇豊さ1）も犬きく，その糟頒マゑ宙頂の還蔑VLもぎ六催の沖複雇に霧ヒベて犬きかつ

fて・葎性汲の伝循逸蔑おζび沖権虐の豫ざ｛Z粥べる2ヒ何がよう12しマ，暫盤の毛つ勃「口営瞬

な猷を纏レ縛，わ卿掴服によつて櫓遊抽轍翫愛暢い醐と，レかうざる雌

との区別をある濯蔑冷つ雪リとつ灯るコとが鵬未る。r2のξ豪1ぞ沿つマρ「ヨiきマ’主ヒして脅く編夫

琴禽受厨鬼前眞に，工つて宗輝・x破・需短・福キ・名吉屍弩ど47請溺電の看鯉養で矯単奄緯性
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娠微験による剋整瞥状の判定が読げりれて永1くのであるて1・26，1・27）．

’オ，雌盤の勧的性候の続1でさリマ生ずる蜜ゼ蒙勧の差異を明ヴ那｝ぞする目均かり承承夫誓曜

蒐翻究町の孜后本己河庵縛工1さ地整の帯肉微動を測迄でると，あう薦定の鰺塀を↓つ質表が卓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もつ動

越し、・纏爵碗動糖τ轡の凋蜘マ等しいかあるい1特｝つ脈泣い闘塀のもの撒町ろこ

とピ誕めて，その圃麹を勉盤の車あi溺翔と祢ぜ乙クれfく．で琶わち地盤の帯爵撒軌（その振勧源

にはありゆるチhεguθ”cソの液が暑ヨれている↓のと晃敬されゐ）小り観判ざれfく恢の瞬堀を

纐動毅その属廟の壕が鉄われτて回敬（頻蔑）を縦軸、マヒワてplo十するヒ，幌りれfて湘嫌1て1可

研らカ、弩peakび移種てる：とが兇今れゐが，それがこの地盤の卓趣閣r賄と畔！ずれる毛のであ

る。身ヨもコの帯瞬微動r『2よる旭盤瀬登1望東京犬ノ掌地震脅亮桁更によつマξN厨．看冤rζおいで翫，　　　　　．｝，’

�閧黶i番・28乞その威泉1コわ哲衝の姦豪物費τ濃殻計，て鷲わち諺察躯準活髭行φク38蒙お

な1配建設、省皆示fO74考！ぞの反殴されでいる。

地勧さ一鮫胤で弾塑桂のガ蓼釘粧貿を示すむのと君えりれる帆地豊t？慨く躰瓠荷豊の値が‘

小：＜，従つで妻勧が敷小なるとき12湾壇盤の弾性的腔饗が暫く現η貿，きτぐス委硝1痴て｝σ塑

惟刃惟蟹が顧著12なろ。盛東物鷲地熟庵に横面4）κわけ12さる振動の檀1で地盤の葎塑性の旅め

量腫体としでR。。km亟動礁鋼Ψ，勲糊勲力謄の麗耽で臨物2匂翼礎物

の固肩振勤閣限耳．とぐ12彊惟i爵の塾承渦顎苞石くずるという搾鴬に「重享ぜ麹黒哲ある，2の国

◎ζは柔穏建掬rぎ1）も剛な建掬12勾しマさり夫きな殉累を与え乃。婁物が蓮礎の圃ηに瞬転τる

一・ D2とrぎ堰整1ぞさるCuβhion仮冨と尽り．その仮用’ね建殉のすべその弾性振勤mode　L2ついぞ筋

訂なぜん助力と曲げmo順c”†を蹴ケさごるZと17なる。24）砂喫に未払恭二博士によ弓ぞ霧揃

ぜられ．物葡」眠纏再士，麗　産一凶りκさつて篶rFの考豪例試けり・れ1ミ哲．櫓造掬の揮柱町奄

鎌吻と壇盤よのRollinウ　とを固殉・1て視野口入れて麟遣1殉の】膿鈎を款を的1？取り扱わ2とが14

鼻　　　　　㌧

’37主レ！ぞ箸看隔1》恩衡財頽橘博士1マさつマ’7寄されノτて（・1・29）。　　す窺「オつづう，　鎚2等な「弦：型刻（禰・が弓孝

腔地盤1ヒにある場替をi教営勾に解塾れfぐ維来つぎのさう奄紺鴇が得りれぞいゐ．冠釜の弾牲の

喝軌御’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のﾑてめ1て票霜の1次固肩振財團期1て「それを滋視レf（場珍よ、）も表くぜウれノ他盤帆聚く奄れ1て剛

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
E・
吹Eとレマ石』川n¢の固潔12近づいセサそぐ．それに及・レマ蕎次振蜘口地整0璋性の影謬を始リv巴

，り腕い．2燃鰍切勧鰍楼の糎に齢で辮鵬棚購嫡し、物ゴ灘聡
口緩噺的侮匿を看し、かつミぱく．地毬の種性の六め12揃遁物歴体のヱll¢振勤闘欄㎡ま地の卓越

、　一　　鴨　「
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冨遡さりも裏くぜり穀る庫ら奄垢稜｝てとくに忌聾轟種整窓矯這物譜解震好歴鰹のτく溜iご肩勤で

ある・

　　　、�Z、鍾港り耀二誇壇盤窮章惇に灌つく騰澄繍誘振動擾載め壷鶴髪海澱にして・覆蕨す解啓

を行7ざう丁て緒薪（1・30）地盤の弾控暮て導弓で裏く《弓難る犠滋甥量藩の蟹魯額漣1苫量豹に簿

！1貿振動班巌も表きく，藷宏鞍敷喧落・るレ＜｝」、こいげれ巴もノ≒～～タ）閣糞1〆噂鷹な量ご葱～り、で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●f∫η均掩釜の弾性醒なく地盤が“鷺馨1ζ鰭慧る囁農〆1．麟鶴と♂）比を舞れi筍2賓振勲毛2警、3

二箕の蘇蟹疹ぞ貿’凄れ瓶じ憐罎で麟麹の伴豪瓢艶ラ穀なごとを糸し1て．穫ゲぐ躍盤の弾嶽つ謬：誓

振勧1て侵守影婁lz蔚rζ看麟被博葱の結講！奪あくきでも、癖毯助曹義～｝纏繁量曝！τ劇レて多妻徹を

もっものヒ解隷しな啓漁rゴなリゴこし、。

斑盤の豫椥てなる影蓼i7劇しで蒙藍夫誉勉震研堀難め故嫁派気蟷樽rぎと魯芽　鷺博ぎ凶f勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｶの冠下準敦の質抑1で嵐「彰る蕊罐箆搬簿の察動漸梨3、で蔚する’澆の鍔発がある（’1・3！〉．

壇隈勲ぞさりて篇准物に与丸ら畷すて響灯（蓮勧ε・、e燭ソ）が舜娃法として覇証難冠F八整稼する

ものとレrζ面樗玄鷹冠盤の葎耀iマ纂つぐ構漫鴇冶冤掛ヤすの蟻襲を叢婁み数営瞬取接いをむうで

御葡レfく。Oの痺躍博地串訟う霧淺物に授集麟鍛K堰爆叛が薦1難発覆締で薫驚レマ霧冨彪蜜に

入麿狩る澱勤磁5窟つで起〃騨髪響自宙振蜘ラ鋤鰹鯉もミξ欄伽・遮敬でる拶駕難し

てよい・レ撚レ剋盤が撹璽馨の嘗饗乞帯次昏ヒ。コの｛鋤¢ヤ博ソの漣，’ド潅数｝マまる矯董窃の藻薮

臥タト1て繍難物の画遮η2ぜ養尻cソ乙1’¢奄塑櫓愛砺を舜騒うずミめ1マご・1で薯盤遼塑瞥誘風¢さる

¢聴燭γの畷牧も見り誓ろ・そレぞこη量が蔚造物ヒ催盤との屡体とレての振鍵震獲と覇際凝

　　　　　　㌧ﾌコくきさ」鑑1て‘つて麟像つげわれている：ヒぽ穿狂葡むζ冒却皿譜で熱さねる・

　　　　　，
黶Iラ・一



らギ4章　薦遺期〆｝鴛特控

広く一糠に讃遣膀といわ碧るむの癒、ぞ刀糎糞．犠遮　規穫，帯状，を捧櫓遁救料，各糎橘

豊、並地蝉移、堰盤縣惇猪吻む1？老朽羨∫‘と多くの煮にフいマ婁、て干差万鶏であるがり，翼隙

の姻マの績潅蹴でついでぞの灯営約望符性を精餐に諺領卑窟ずる：と｝窟決しで堪易蔦コとで鷹

騨・しかレ驚く応糞されτ禰澄物の一轍鶴力営閃性蜘あるし畷その傾働奄すマに穐犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で・・

ﾄ∫数賞のぼる槻澱亭縛覧、1て電つマかr‘り判2ζヒしτて知識燃欝りれている。

　　　　　　■a這均の嘆繧寄なわ略→くきざかr耐東守星性に海してかなリ童ズな獅婁を毛つであろろごとね

蠣磯縛玄によ・て離1て揖麹ざれτくr↑れピも（1・ヨ2）．そをてび如符寝η娩果を与丸るものであ

る曇鴨ξ碇量吻で夢晒かにさ貿る按階にユ躍りていアざい．

麺懐既｛ハ鱒造霧の彦働痔嶺随怖コの鱈髄！でさりで’定477node乏孫てニヒ鷹払、＜短ら貿，賑犠

の砺戚が比駿窮琿畿穿場診に閑理備町π傷稗がなされマ承rζ駅．柴綾の吾今耽が襟雑ぼなるにつ

教て解耕均窩取坂、噺て種わy7で困雛になるの零．矯虚掬畠熔らに滋蓼ゴ，∫柚薮｛ロヒ》ヒしで荷題乏徴

靴で鷺と噸・揃学控いる．　　　雛陶般の主儲翻規るしつ勤訪な

麟郷され、τくとえ晦往の魑の整理，鯨艦その願葦でついてプ∫されセ釈τて・

1・4・1　后遊なりぴ！で嫁瓦遭（Maβ◎nrγ5がuc加r‘8）

一磯1で査ぴ樽筑の蓬壊鱗造粉や禰累で編擢蓬，馨鍾、などのま木鍛遊掬1で冤りれるよ♪）12后

議k、‘さ潔愛を輩智矯蓬体1で循瞬レτて票鞍揖造で函っで．ぞ4｝刀営密特謄鷹簿術ゴ‘｝ま縮街蜜κ鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　．、ｵ瓢麟確駈紅照馳鋤曜懸零唾めで較く擁榔励℃ざ顔マ凝麟
1て碧振ガが僅絹すう場台ぼ審葛藩るレぐ線壌レ易くぼる．撚、る黒殺霧璋ぼ歪906無4）S甜

ルaハclSCo鯉震や薦象天黎災（1923葬）の職で書“最も珍く壇嬢の燃砦琶受rT，提δで人興

の環笑もズきがッ質♂ぞレて亀裂を憲じでも建物痔案歴に酪多翼1ご至るKめ綜∫406器；で痴A5

じ三4）黍實をしrζ，ユの纏の篇造1τr毘込汁のなし、雌ど繭叢内！て湾不垂≧恥ぞあるといやしめ

アくので多〉る，わが鷺ぞ斐！蘭鼠煮震災臥隣か・る煉夏遊，后遭などの鰹秤な累潰櫓董の便鰍τ丙

しでぽとん〆呂禁」ζ嘗躍象々・が世ぎ哲（1・22），卑雇で膝於・う捲造ね次矛にいえり瀞られな

ぐ電弓で瘤く．
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1・4・2　　水騰獲（Wood¢n　3†ヒucセurε～＄　、
一

澹工が比鞍町容場であり　を閉毛伯庫ぞある：とがウ，1椴の修咤建票を始・めとしぞ，㊧＜

の建築，ま本騰造掬にコの糟淺が採罵されて京衣。蹟蓬園承族憾その窟望に比しで，かなけ実

費い版融照え比靹勘靱伽系す溜1泥舖いて毒轍艇砂撫耀躍Slφ

きτミ〕細靴起しで轍醐の愛働と笑に尿鞠謹体とし瓢きr瀬畷て観九緊．：の蜘

が火きいと欽わ性賛のτての1マ敷震殉で蓬務の硝豹v舐をてで（り，壁p傾£恒卜12豊裂ガv入うでてリ

　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒6

Cその｛ゼ盛主鯉不辱定な地濃が勤いfく：とに志りて曳じ質愛砺なεを除搾爵爪慮遣1で隠一椴1？

，｝、さ噺姥レ加認めりれぞいなし、。本麟～雇の纈知鰹勲驚鰍1懐もりもむレう，その｛灘ヨ

の1太災の∫てのの糞焼ぼ㌫るカの、方が勿謬、つτマのである。

湧本4）ホ造住宅博ウ園トがり伝えのれτく木衝遣の字iξ落を｛ノと、レマ、百本の“住”の習彊1て塵

栓しK銀自の積造形式を影つで発辰レτくものであり、セれ！3ヒく買鶴嬢町にし惹ろとしそ牽ち

れ∫ミもので7∫＜，τ丸fそのある斌竃、の性勧マ蓋ぺζ蟹麹て｛葛い鶴薦卍生を異菟でいるのぞある

ボ，2れ甚急穿するi2、桟料ヒ霧獲法訳妻猶｝て解える憶蟹がづくきいこと12起醤しでいると馨われ

る（1・22）、！ヨ奉の爪造性宅の憂撚の稼擁τ写文きし、コと1証既往のいく1）刀》7婁験1で遵りで示

ざれうが，せτく嗣1瞬に霰穿タ」に穐｝貢．ずる工の蓼1？1筋受を入解穴リ播診襯を艇の埼殊曇掬ぞ楕姿箋

レτくりする：2ヒ藍畜オ～蓮構造物のフ7禅的季そ牲乞商震的に望きレいものξ？する工｝τ影幣1でノ質妨で断

ること巧バ示されている．

水構造の勢馳∫臓i管の’一つとしマ『，二Lに誉『許マくわの、廻1？，本犠濫の癬砂締が壇震玄∫のさり

な線里し樹望の葎爾にぎりて段々と6εナer，oraねしぞ費く：と，ぞしそその簾に衛重一変称

の南係をplo十し穴帥移鷹特肩な履歴bOPを示すことが瀞げら貿る。このK縛薪造掬憂体と

して振榊1て鞘うr動εher射を吸牧する。御肋、爪構造磁軌三雛軌ま鰹朔畿1て

　　　　　　、艪ｵマカ、夷「リi噺ひものと尾敏されるのである（！・33）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ｾ・4’3　　樹霧造（εた∋ε1βか・ucチ｛ノ戸ε9）　　　　　（欽骨欽莇σo”ごr¢ナ¢搬這を居む）
‘

1406算のβヨηFranご溶α◎廻震，1ク23年の痴震《震笑愈才じのとしで，その后の激雇に

おいマも鋼η軸組で望と疎とのすべての荷重な安跨する栄儲はそれ警体ヵ、な・｝の孝1疾を脅する

：とが明リガNにざれrζいる。もちろん，虜｛玄蛎壁や外望酌，その他の粥葛？観で億ラ・ヅ4｝核喜越
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見ウれる筑．嫁骨骨組4｝轍蕩1な帯1マ最小であ・τく．）く一型の新撫冨縁計矯の汚農承斥ヤ～分で臨

　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

�ﾌ萩料を用いfく｛レの冠孫中苫｝言と萄ビ覆傷かじ拠め多れで，醗）尺丙ぐ町実吻）ぞあるニヒが擢

震右の火災1でよる誉寵を勇がれ1るKめ鮒嬢顧11て、o粛老廟卑塾湾毛1　といえ§ろ。雍権時の鯵漬㌶

の倣小窟妻管う碕1て1τ綴骨」姐1冨ほヒルピ宅畠鷺性の瞥釈をぷ「ギが、馨縷…の振幅斌煮ヒなれ1言郷教

倉初の応力σ購伏黒を趨え，その弾性摯、コ懲下する、：の場昼の践拠の力営的牲管障種撃こ塑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

1性の噸係を示・でものと短定ぜりれぞ℃、ろ．瓠構造の姥晦1ぽ一軽に拓次F4堺欝楚票矯群勉t～か砂

，譲楡の部減のある魚ノ7応苅が隣伏点沌却を超漉して鼠后pla誤lc刊owを催う委稿をしでも，

架勘ね単に不緯定次敬を一ゲF昨るの冴で，柴繕歴体とレマの瑠控｝なケし輪下するに還ぎなし：

．海様に渠積の娠勲爵の委欝が増夫するヒ架繕骨組！？老｝蜘でその慈’ 迫ﾍ磁茜く美応汀を超漣する

吠態が湾コリ，いわゆるpla8ナlcみ；h9ε滅莞輩する．　Plagプ肥ん月geの増雛12修なうで禦猪『鷹

その不静定次殺を倫下してゆ窟、遂にある教のP3agナゴα痂ヲe　4湧威の矩到で寒篇埠崩嬢する二

ヒ賄ゐ（1・34）」嘱臓賄が熊1醗るきで艘纏醐掠ぞありて，渠慮碑営的

糊ヒ1で灯望3レい鞭隻力噛脅吻れる．架煎乏plagチ’d　hmgεが莞野るきで蕨稽塗惨ζレ

ての衝童’斐・署吟閥線1寄重鎌：吟であるが、ぜれ珠翻冨曲撮瞬になり、牌線4ア刃超湾委動の稽柔と

莱塞て翰下する．駅構が櫃壊に近づくと瞬藍一委欝曲・線腐捲ヒん乞水牢1で遣く、この六グ）鷲暫ぐ

の解蜘でロ飯議盗の輩掬のη導町特佐をldea矧aεナ。－plaSナ1ζなむのに樹象ぜりれぞ、’る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　鴨逞冾ﾉ融細え，さり1？確壼締するヒき！勧マ擁醐撚であ含醤漁競の纏

一愛1吟腕謀ロ擁灯詩のぞ貿とほ別の径跨を辿り，藪筒窒の繰遮しにさ《で艇澄現穀が明曜響2潔・

めわ貿る．：の履歴硯泉灯験接構造ぞ唐麟萩自輿の囚都塑牲妻癩て捲つくもの鉱りむ，瑳卜都窟

∠の湾暦都4｝塑惟妻型；で鴬置する場診が』珍いので、袴珍擁ノ）曲～ず訊襲〃、り婿り哲てて樹璽1妾勅懊

綴も娠袴の馬台と燈椿η場脅とで櫻何を裏12でるの択啓遣ぞあるぐi・3ち、1・36）．

　　o　　　　　　　　　　　　　　　　馬

P・㌔4・4　　鼓翫《：onごr8†e揃r溢（R81nfOrθceづC◎hcr8†e　9ナru　d“r¢9）

1●

lom瞬悔icな敗術cOhCγ猷¢讃澁口逼云の地叢に訴いマ比韓的受妻荻∫麟震牲を承レマいる。

擢06算のSah序a晒σISCo　Iζ鷹きτぐ昧斎oor瞭r襯eほ捜噺幻’に；ぐ幼潅ぞあ弓ずくが㌧レかレ

復望口設齢され7く釈糟ロてべて優秀であつfくと報壱ざれている。陶承「測震襲で碕約700にの～き

る乗京の鼓緬ωncrG寸ε造の諺纂梅の2％蔚究僅に蔽震レ，23％斌夫なり煎な「りの禎馨層を慶

一一 Pβ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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けτく。腺箭concre＋ε造の建物てせの后1でdra＄f’cな被・砦を受1すκものKξ1948舞6同の福鰐

壇震で熊童し客福呼市丙の犬和Buildlngぞあつτくが，二貿蔚編崎冤察が丙種壇濃で張豫が鞍｝台

に近く誕伽景畑鍛もo煽，なし、しα殉と推鰹蝦隷計勲蹴の勉がう踊し

τく六切1マ解壊し夜ものと伊われぞいるが，しかし奏際蒔ユの建物劔1％5算12戦災1ゼ痩い，そ

の礁建掬レの内窟物が3臼3魔嵐え続淳，その六あ12架縫骨織の歓筋G◎rりcヤrdeの強慶が看るし

＜抵下してい六：とぐこ47建物の勘歴の舜翼性にさる蒙鵬剤性の偽荏もその翻療の原因である

　　　　　　oﾆ蜜看菌汚之マ「いる．

conごreセの刃夢晦性管ヵ耀雛℃に精弾牲1的ないしは塑柱的寛類向を残く賛しておリルく斐形騰

1舗綴繋賜いκ脈鰍1驚つ・て羅各擁齪P1謝‘ぬnge縦生湯い：と！諺癬

恕され，祭構ξ｝体ヒしての勤π営晦梼な劉冨履歴を催り穴¢1測齢。－P伯βナ’こな1夏元ガを毛つ老・の

と考えりれてし、る・Kず敷穏猶潅に比べるとpl醗悦h｝呵04）面紘廉尋が’ケ〈，架循6｝体とし

ての許砦斐形量も小芝い。　　　　　　　　　　　　　　　　・．俘

輕這の際翫c。nξr8fと工琴の莞痴ゴ戸尾8他β98d　c◎ハcrd8盈炉uぴurε冠を王むt2至つでて．

バ，：の繕遣の醤質鷹Ph¢8館e6gの導入ぼさる許容藪鷺館勾の増進と商蔑の弾性賦与にある

が，さり1姑う「りの将靴しマ鵬裂筒望｝㍑の鷲噸鄭｛鯛しぞ焔裂醗圭し鮎

　　　　　　　　　　伊s載がb破喋レなけれ百瞬重緑云幾1可茜凝の律在哲賦与これていゐかり．むと1て陰して亀場乏葦窟ふ

さが7再びもと、固じ性曜琴系すコと，でなわラ復元整の薪いコとである・コ貿ほ擢の鋼構澄

き獅諒漸やhcre†8俺老｝？、さ罵砂れぬ綱聖融fぞあっぞ地矯職マおいでも働耀解震惟帆

餅費る勧罷猟る・，2艇齢建吻傭麗脚臥貿の纏艇駈蕎める2と　　　　　　　　　　　　　　・κ

も碗翅’可禦難翅マい蘭もケぐない（1・37λ

　　　　．　　　　　●　r　　　　し

@　昌P・4・5　矯造掬の軌ガ3夢的駐貨’鍛

臥上1マあ浄六垂項1コ’激遊物の主体構澄減料に志る暦炎に従つてその鱗ガ琴的腔釈の夫瞳死磁

へ働解あるが・籟の磯獅も帽な噛憶鞠栃永禰聾7K駄幻翻照艇
定量的に犠儒算足しτて緬系ザJA．81u鵬1和て電ウて示されでいる（1・38）。：†れて」58h

Fト勘ci爲coにある15謄慧のAlεxar、der　Bullding　12ついてなさ穀τてもので．その労1厚の唐

ぜん鋼凄靴傭係を2の肋鞭縣すな栃C…加wa毘甑離τ糧，伽庸

一1ラー



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
･鷲9イ肋融曜ω鷲燦濡段，越瞭麟繊都て鰭灘Mで層預　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’しτてものであ毛｝。　（鋭r1・4・ξ轡）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

oo o　」o
@　　　　　　FgLO◎　　・・

9

2ゆoo

cま500

?

ταr純麗Sl5τ劇鷹 id　．o●
T．．6　．06一嘘．02dぎ　o

け垂8
・。曇oooヒー37 Oo　　　　　翫0　　2ρ　　30　　　　　0　　　　塁ρ　　　乞o

rマORrr　6εFしεCT50鱒・9網C鱒εS　　　　　　　　　　　　　　　　　△む　　8縛CHES　　　トo雛　800“

@　　！

レ姿護30

9姜㎜
瓢＄

GO●●G禽εマεF鷹mOOF撹6
…

　瞳200

P蕃砦600峯　400：　　o

溜4
専

CO髄G麗マεSマム鵬 s「陀竃しF練ム馴慮▼．一一

』3 τ艦しε9頗▼m◎幡
゜　　　　’

《　　　　　　　　20200一メ　1

@　　多 1
量 ’　　‘1、 o τ・t25　SεC．　　　　　魯

〔。・ 。イ’ ↑　　　・
　　　　　　　vκ？㈱暁諜＿㌫謬／／騨野㌔，　　　　　　　　麗s齪韻鰻蕨欝馴⑩賦、《賛のs》糟醐7翻Aし8鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　ζ　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　簾．レ4・1回

ﾖ戴1価ごとく滅糊の顧疲騨小ご幅・箕邸での鰍駿磁蜘負蔓翅

bえる蘇勲の膿略く’ゆ匁之！勲鱗の甜肩蜘綴も励縮る．漁レ深

ｭ鋤猷きぐなリ離騒の勅着予が薮顧いレ蝦粧じk創罐翻覆冠灯鵬下

ｷる．すなわろ，τくヒえrぎ茅1・・砲’∫図τ層の永律妻欝量4己ザO・5吋を鑓元ると建掬の復元

匀L噸醗1で毒ウセ麟《ウ貿るコとκなる．2のめ奄醐での勲み醐蕃費の徽
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Fめりれるのの鞍醐敷融稲1（琳て纏惣練劒鵠鞠の鵬派蝦翫
档}も（穿1・2森期ら室・に惣敏∫・39）．激駅志つて鰻駄砺揮．憐疾，醸

E遮職壌牲ジκ蘇．帽りゑ魏瞭晒襯糠樽繋鱒、・ぞしで勲倉の伽
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@建築物團宥鍵動遡期
伽

繕｝i内馳ジ・wigい27i大
P騨1耀l　i　　　　　iit　l越軸縫酬瞬12｝13　ユ④　i　　　　　　i　l　　　　　　l　　§　　　　　　　　　　婁

　　｛名粥陣i獄渕箏”臼轟齎灘　
V「廟繍震蕊痛i火梅　　1燃一｛gi．ll端撒覆ll雛糊圭

Yllil　　　　　　　書　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1野灘i81糊叢刷購…難鷹繋li糊議…轟i鰻灘難　　　　　　　　　　　　　鍵　麓io6引㈱i永田　　　　　　　　　　　　　震葛i㈱1㈱i簡よ　　　　　　　　　　　　　　　　騰薩　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲

σ　　　　　　一一21－一



の復充驚騰牲をるつ《ノのと疑徴ざ貿得る。それにも研りで逼表敬ヤ葬問，鋤遊掬の・附震解塘が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃｡潅萩料沌難懲蜂で←∫ook8の沃則だし質がい票接の復死π隠その斐形量に比倒するζ敏定し

でく綴型理鱗喫ざつて行なη貿て宗質コヒぼ．ぞの面．教珍くの望写な奨除の境泉を説頭づrアる

　　　　　　　　　　　　　　　色ｲとがでさ奪が弓・κ一つの垣宙でもあつ1て．孝2次ぜヌト犬戦以右、蒙驚の非弾性の柱貨を正し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　、ｭ認識レ，葬線型撫郭として縫遣悔の題滋振勲が世渥看薩1の厨鬼着に，エって諦じりれで．承τてこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のﾆ癒慰震二謬主重大奄・ep◎Gトを画ても4｝といわなrγれ博奄うζ∫し㌧しがレこ穀に姦つて解擁

含体隠着るレ〈密難と尽る2と疹宕易に君九り貿る。従承の飯型孫勤理論でiξ夜と九1ご煙襲の

ような細畏い磁遊掬ロ箇章ぽ齢の曲r7振勧として取扱われ、砺吠が云虚がく窩もとぜん断委畝

涛零票越斑啄ぜりりれ∫て．建薬物のようなチra㎎d　sヤドuc†ureでほその水箪芳臼の振勲の鴨バ

あκがも弦凶旅動に似マいる2とか砂1臼膚蔑の醇前振勲ヒセマ解耕される場曾毛脅・《．讃（

釈の抽姦化として蕉敬お起な13りの職轄W蕎し、と仮定しdls楢bのeしK望の賃量を煎版の鷲量

と笑に蓬掬の床薗の位置1？lu・ηPゴせ．、きκ禦矯の卿1牲！憲それを籔量〃ざ、覧輩怪の仮想鍔rざ　　　　　　　　　　　　　　　　　馳　　9

5Pド吻のぞ敵鎌えκlu囎《d戸arame学群8ソ謝mすな栃賃癸系12つい名ぜ糊鵬に

壷蓼rε8ρ。砲eぢ燗緻驚れで家室～之乏∫4り・

こ、で、架講の爆元π梼柱が非1沢型となれ1ざ篠造糠乞建畿俸と考丸ての取鍛いlq蓮勧の備

微硫→ξ程式が弾柱理潟で蹴獅鴛∫われでいるζりに，需画の零蕨ヒ、斐拗の弊素を賃量i緻2盆ん
・°

Eノ

F

だ二っの落撒褥言程式にわrγる，い鈴ゆる斐敬房数の漂作が不司能と借つでしきうので解塀は
，　　　　　　　、　晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

　“　　　　　　　　　●角

ｵ降レ臣そこで行慌るの冬ある。2のコとが携淺塀のπ導的特笹哲比鞍捗「∫旱くかウ知りれぞ・い

†qマも掬らず、辮塀晦∫ざ非織型振鞠の取扱いカYなかながなされながりてて原函でもあるのであつ

て，今百．歩くノ7一糾鬼看に志つて4『『4rわれている厩莞ぽでべてlu7nped　para頴e†¢r　5ソ麟2顧

につレ、てで捌．穂勉βpr殉力f¢b論一μ謝；c鱗η脚幣樋もっ細と纏釦

でし、る。
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　　r》
V5章　耐震工馨の立場かり冤κ構遁靭歓計上の％注意

こ撫での緯で離してぎτ（輔監訂・う腺軌蝉飛礁幽の鰐四簡性の’艇町

争項liζついマであつτて。レη＼し。コれりの奉柄癒喫傑の個セの場台についマロ菲精芯符殊牲を’

示し備ヒしマ¢＜鵬内ヒざえ教りれる囎⑱い。種備ない・嫡ず奴鳳適芸、惣2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T翅燐πと回じものカて碍承もξ仁起るであううZと園臨迄燭ぎないし，千差万割の㌻蟹盤性吹喫

志りで横造物の受灯る旭爆薦層ぼむかなりのバラツキザ認めわれるの口当然薦え碍る多緬であ

る．とく師街壇においマ灘物群珍く瀦審レてし、る幣鼠・：れウ欄章1で千渉レ葛し噛導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴り●

奄解雑によつて鷹・究、明できなし、現豪も逸る2と灯餐涛IZ：苧穏されな。

しがしな堺り，壇震に河レマ麟造物の側壌｛し殊ぎ責望な人掃を保護マる2いq鰯質彦看震　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叫　　　，

謙吻れτ樫矯顯であるガ・ら・撒われ繍レぐ醐で徳飾、質べて螺ぼ灯レマ毎

頼でをる｛レのでな1すれ『ぽなりない・構遊域料の強勲慌わかり，粛造物の前力算定i勧惟夢レで
ρご　　．’

も，輌碗顧の細砿鰹磁肺判痢レ轡蝋駕・撚ある爬切服灯礪
定しで．それ終灯しである程髪の辱屋率を加味するコヒ癒椎しむポガえる卑柄であるが，わ人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

11鳶つて糎勧嘘諏欝鉾と考える帆徽辱碑と君焔ガ・，切鮪ロ癬礁

見の福漉があるにゼ・ζ、守屍率の定量町ζ∫値，す鴛わち戻俸勾な数写の衣定IZ隠帯、Z重夫奄緬

純伴なラのぞある・ぞ欄経帝柱〆）向蹴頒翻連レ、ηいそ礪置掬の慈本汁夙麗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓k〃鵬購籔るか弊ある・舶也幕棚備澄棚震翻峨に採リMり賛ぞいる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｱ星率1て百人々6η経験と工夢内判断とにようで甘さ蝦ているがノそれ厄あぐきでも判趨町に過・ぎ

有いのであつて、蓮鴇町な裏付ピ「帆†〃｝｝マ奄されKものとぽいえないのである．辱星葬の向題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1でついマ詳麺する・の1可本・厨慌・の目り守で口ない刀、り：、で百Oれ》乳上融れない2とし2する斌，壌イ

ウ、レ，才フが囹の講滝掬蘭震規足（1・41）と，S8h　Fp8nci」sco　4）」』柄†（ン踊而H†6e（1・0
壱　　　　　●　一

2）礁と砒較すると繭着㈹郷確繭も・物勲で．（綴）の欄購ら桐ロ

櫨の震蔑を採爾レて凄造物を殼計く【よというのR需レて，倉煮で鳳建物1て作用せレむべぎBa68

SAearご◎e伍cen十《の値を糧遣謝の自ビ振動闘塀に従うて変，化するように規髭レてし、るびすな

わち背の伯い固有振動閣餌’の通い建物ぞ訂設計用B酪eshe翁rをりKきく，三並IZ菅訳嶺くflε類b｝e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝、

な固肩振戴1周勢1｛の長い建，物で1可B8β¢5hcar　を小さく採るなう現定しでくこと1冨、量看ボ前の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癖，

各章で蓮べてきτて地震勤と欝遣朔ヒの阿の一綬殉な南達性を規髭の中｝2取り入れκ↓のとして
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屈当に藷く諦循ずべぎものと思われる．穴fこの場層の固肩周朔1窓建拘の幅ヒ茜ざのとの櫃塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　働闍i験雛脈是のられ↑く算定式によりて椎定されるもので喫購牌として1マ便刺で笏るガでせη

理栂内1】ぽ誤癒，裏何けが鷺着キ乏しし1のガで惚竃れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸P●帥o－P書酷｝ieな却学吋性賢を蒲つ横遣諦ぞ呵非卿性域に入つてその固肩国繍が伸びる；と

は壇震鱗との同癩の潮趣と園蓮して’つの璽1亨電性管であるが、ぞ貿以前に穆造腕の弾牲域1で’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡
翌ｯる麟撮伽肋賢の鷲の訓柱，幾榎，形吠といつτ囁髄iMpli甜鑑彩∪カ・も最橘

繕にヲ嘆現し1rて：むのであるカ、ウ、ごれを台理的Pl2rずる：二と、そしてそれを】各易葛「婁用「き†」畔う云1？…き

で将りて㌶〈2と百附震工営の現葎雰心ゴポ衆におrrる重辱壁同題の’つぞ3うると秀えりれる

・の：緬る．：荊歌麟循靭練鳳岸2繁雪穆轍る臓向の霜鵬瀕・）の蘇

尋埜柱に河する効系艦2ついマも男，h？舜1鬼を童ねて灘規髭の中1て友嘆されπ町貿鷹風∫り孟∫いも

のとメ夢えりれるが、面喝ロ緩遣掬の贅量と嗣修の乎面御ζ∫偏任によつて地蒙爵12誘完ざれるで　　　　　り

あうわと2う47瑛れ服勲ロ窯する魂髭ノ♪明女化も樹辱と思われる。牢面内に重心ヒ駅触が1致

し寛い購造吻rξ1芳向の†ドan8轟a軒◎na　lな電軌マよつて床面の画帖を生じ．ぞレマコの疲㌍編く

勤癒俘なう場曾の繋纏の絢喋1覇着るレく早めりれるコ1と灯夙に惚識されぞいるrきレ陶わで、そ

、47紫r策としマ嬬置いきのヒ：う篇這計愚上、望1じと謝心ヒをなるべく眉・敦せレめう志り駝慮する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o{聾」貿何も考髭，りれ」管いといりのが米琶《つ餅震工弓ら着の一致し7て慮墓である似（Pbro｛∵し♂S．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、i猷めb魯●n談）とされでいるが甕掬の計脇よいり望贈ヒ廟壁を建靭右捲爬ついて’稼｛しめる

ごと閑軍可熊な場ねもりく、従りて何ちη、の対』葉かこ）考えら貿風∫rγれrぎなりないものと罫われる

　　　　　　　　　　　　　　　　9Dレて参号となるi皆干の方柴IZついマ講ぜうれでてρ

瀞后に，こ、で「澱も犬切ζr向題冠議愉しなr†れぽなりない．ぞれ1て窺3『’の載が田｛の講漉梅4）

60自望ξ紛r7曾めせκ簿獄『可π”巾k2勲「向π作甫てるという貞だ殉レてわ貿の蝦h轄に不滴を

摺塾て1衆τくので罰づκの向愚口2」7規定がL奏隙計」呼、て重圃さ淑るヒ曽のpト◎cedun2　rz3うるの　　　　　　　　　　　　　　　　●

る　で幡なくで，その麗定の脊景驚町τ帳奉硫稔1である。つぎり現行の硯逗1ざ．纂后璽どの掬体1κ

躍震鳶に鉱倒すう2とをあrく塾も米孕灯rζ㌫る：しの、だヒくに芳えて．鉱倒に秘撃砥永串加重

農を戒め．3れ驚建物ノ）巌計艦～応田レヒものである．，、、る綾卿刃．琴内町君引し方睡可そ〃ピFに1旺
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震轍【や・纏壇物1の！掩性（τくとえ、τ属顕）とし、つτく晦｝司「零卜薫が厨入する衆地艇な（，モξの∫（の！て髪，

君がい3、でに返べて蒸穴勿くの重奪な礪多を窺定の申π⇔理町ぼ盛り込む2とを不可能なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曇

しめでい7てのであ・る。磁伺｝て嵐維奄規定であると熔いえ動的な硯象を欝で琴r均な勉喝かレフ緩際　　　　　　　　　　　　　　一

・されk締某隠，fくとえ，畿計これτて構遣物群その后の地震で重てな被啓を麗r㌻尽ぐマも，ぞれ

1富決してその規髭ηで正しいものて8あると云♪フ註測i21てなりない。むレ3ウ＼、る立場より導労、れ

f備果囎の凱墜駅対して彪・零以工珊蹉を勲レ騨蘭舗1する8kソscrap群の襯を　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

順止してき忙としV6．マrレ差i巨えない』もンのと思われる。

われわれ鳳地震勤に存因’する覆々の研題を華重ぼ蟄rガ」掌町なt∫場から鰐蒋しぞゆくセ場をと

るものである・騰逓掬の椴計に鷹。従oて壇震動｝マ憲つで主じτ（瞬造掬のγθ6po鰹、写穿η　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

乃他蔑時傭灘rの蜘や賭勲ボ当塞帳本内な嬢靴なるのマある。彪簾時の鳶灘砂窃

カで受げる委砺，あるい鷹御載沁力の叢犬値1τその構遣物4）地震晦に加何なる孝勃をなす訊が知

。◎　　魅　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ウれなけ貿冨宋めち貿τ∫し！・ごのk朔2構遣掬の麗震海管を松乗る頁昨正しく把握する：と醒

釘よりもX切であうマ，本厨転の意教もまτくコ、に修礒するのである．

構造物の地震応層rξ関でる珍くのf㎡o伽∂＋i。nの蓄積によつて耀震時47溝豊1海ほど4フ部牙に

如何なる応灯加佃き．しτてがつマ切何IZ変嚇するがとし、う総緒・町な短識ぴ得う烈る憲う．そレ

’て粛震桜蔚上の実用計算1？ヒウれるべ雪procθ6ur¢としマ塾τ塀ぐしで得ら教τて短識に疹つい

て，この志うく∫応π，変稿を構遣1吻t2隆鷲レでなさしめるようζ∫等個吻蟹刀乞仮定レ，コれかり

窺行の震震π匹蔵する曜震荷望の穴きさと、その房布らを聲耀町12髭のなlrrれ匙でなりz∫しいθのマ

ある．
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がウル、惰勢1？なつて無K熔，が、る最ミ丘4つ舗ワ晦穗に訴しへでもぞご1で取獲われる醐頭冷aγdお・・

撮勤4｝饒」氏概捻であゐr懲尋、簾L鱗涛の駅縫の憤看球動閣顯ユぞありrぞノ）時の獄環｛竃教ユか、主

辱マP即r餉o触rとなつマし、るのであつて，：れりのP∂ra撚ε紬rぱ玲右孟∫にかWl！のこ≒｝て穆

理的ζ∫ものi？取寝えり貿る2とガぐない張り麗庇プ『うて∫に特未の耐震：〔｝裟でみイる塀究4）字ぞ慮

更撃な段劉を承すものと思わ穀る。驚1で檎滝梅の徽♪1＼振軌時の藺期恩渠榛｛η舶雇，寸法，噴量

，初塀勲性，ぞの砲矛うわ「ゆる璽宰な辱素のでべて1零衡蓮レそれわを代表し得る量冬あ6て果旗

の復完刀の彰謀望将熾ヨて、§6で濤董掬4）振勤惟犠詫委化が見われでてどき12それを訴幡する隙の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰻H奉的1ざものr孝訪る小砂それ口線讐振勧誕嚇にζヴて兼〃）りれる’つ〆》天切尽paγ・aM　8†erと

　　　　　喚｢わrげれrI奄わない．

輩繍窓、が・る意味．1であいマ織i望振軸ノ7鰭1訂趣のΨガ＼わ構i逢吻〆フ彪震薦層を非線型振勤理謝

に塾づして解1酢する練の智景ともな…6べぎぴくつかのものについマノ考豪を行なわ．そ：に童場

一一隔 R2噸一・

o



する蓼撞6η篶千1憲 非綴型理矯の立場ハわにその定義をケし斐更可る獣辱「を認められるもの主

あリ，奪τくあるもの葦奄その唇耗意義を完有…に巣4∫わものも出て承るであうわ．承編さ1苺2の製

も併わぜて喉討さ穀る。

一一 R3　噸一・

、



ぞ2輩’撞造物の固有漂勃周塀の算定叛

　　　　　　　　●?^理構にξγ順，案構が初琢痩位きアく百初還隻を与一えりれマ自宙振勲をく∫すとき，来構奄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇齟閧ﾌ納◎deて一定の時閥に1Cycle〆）振贅を行なう。釆構の振勧を演勲《ζし～のよ》フヒでる傘

　　　　　　　’cが小さけれ｝丁、自由振勧1隠帯当妾騰面纏続てる。その塀⇔，ある瞬擬の雷遁窟の勤1的でくれけ

曲’謀の砺朕鷹hO憎δ1鵬dcの垂H后ぜと解釈され，分閑deの鵬舛勾な1Kきさ．あるい匿その劇

畳百，最加に議遣掬の釜裾に与えりれτて斑期斐位，ミ【τて蒔遼庭のdlβ輌buをion！マ痴係ずる。そ

して一畿1で商次の智node程滅羨力て早く、塾本糠蜘型駅一番返く滅裏ずるものとさ玖マソる。2

の砦脚deに纏レマ麟謙物矯鋤て一つイ・越り，もレ満鱒が勘賑鯉で撮勤でる㌫

うにs†8r†させりれるヒ騰造掬｝訂最憾次の固肩振勤闇鞘（2れほ一藪にぱ一番」臥，1）ぞ傷由振

鈎を行怠う．

m聞bl陶deの概勉畑滝獅の運敷方濯式ぴ鰍で逮べκ訪に斐数分離型である：と々・り　　　　■

導がれζものぞあるか、砂、権醐曜鶏狩榔酬。一繭cヒ毘燃れる場蟹滅盛が

つくきし、場餐にσこ4｝概総導当蕉愈義を衆なうべきむのぞある。しτくがりてel8βうic怠架穆を鰐

株とレτてmφdal∂れalソ8淘1ξ「ナドanslen十d給加rbanco　lマζる線型振動系の応唐を家めるに灯獲

田奄一r七菰で口あつマも．渠繕び¢b8必一pbβナ’c　ζ∫霞泥力特性をもつ場后1て冨その肩権奪義

を完侵毒マ矢なうのである．

罪織望Y℃6po囑cの一轍的ζ∫頼何，すく∫わろ婁蝋1て～近い騰這笏の躍億斑壕〃り箸癒的プε傾向を　　　　　　　　　　　　　　　　　■

知る1⑳冠，めるela計o＿p』醐o奄勤刀営内特性をもっ振鈎系が袴昆の雌勤曜電って易りれK解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀i時蘇解，を裡々の登をpar卸嘱湘罪としそ救｛考「＜未・の，ぞ乙0絡景をβP¢ご†ru田に画ζ：1と1どよ

　　　　見阡ｻ定也り叙マいる．？6η囎の覚零な戸凋｝r窃爬†Grの一つとしマ，縫遊物1＞傲1h振曳時の園　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛）P解（いわゆる揮性間囎）が営げりれる。1451耳1？蛍されナぐS励Fト8nci5eoの」』耐Co蘭i糎壱

1でδる勘澄拘膚守震搬齢耀準泉（2・02）に」し．娠緯の隅笥電蟹掌町de励酬としぞ登場しそレい

るレ，葦看ウの既往の距虎、の葡輪｛レぞうでありτ～：ぐ2・03）．そしてきτて，よ錠のもうな研麩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“?�寀ﾘし吹訂震繍灘逗η’り寄融するとすれ胤碧に鯛れうP∂ra紺解の

禦）丁he　Jd漕Co鴨㎡竹ee♂ぐhεSaハ7：mno偽co，　C8解Omi8　S㏄噌ion，A．sC．1…，　andでhe

5レuc†urd　Enφn◎◎γβ渦艇めd酎めn・♂”oヒラ｝鴇肋Cd病門沁　を本糾鬼でロ2の志ろ1で瞳終

する．

一34　－一



，つ13欄り瓢の靭端髄簿繕町乾し伽齢に1係すると路の架犠碑憐の翫

派動周蟹であううと汚九ウ蝦る。

ゆ菟に，わγ～幻れ醒2、ぞ毒で瘤題とずべき2とは，講遂吻の微小振勤時の聞翰をでき乃τく

げ忠婁に簿是する方広1マついぞ蓄斡寄る2ヒ守あうり．

2・£・1　建票靭の魑肩閣慨を束める奨襲デこ

設計すべき騰i量笏の懸肩闘塀（弾権肖の差本振軌閣囎）を蝉僧する手段として，現，移の繧漫

物の面腐振勤閣類を喫瀕レτて誓料かウ，その規繧，立耀糸件など40類臥ぜるむの、儘を参落と

しマ根定する宴鞭晦方菰とノ張鞍み肇量，副性，地蟹の惟雅などの諸量がり近似計算で家める

方’う云とに文別でき蓋う。　5an芦raいc’8co　J』rh＋Co晒｝7塾1廿¢ε　麹ξ卜吾冨U．S．　Coa8チ3nd　Geσ48「卜池

≦3南r》eソ（単にU5，　C。G。6．と跨秣ずる）によつてなされ夜多くの箆物の振鶉團頻の喫遡da伯

ρ、ウ

酬「雪o・05！碗「　　（言oc）　　　　　　　　　　　　　　（2－2・三）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ﾈる婆鞭践を示しマいる（2・◎2）。　2、にH　は盛紘1の壇噸隆面工の薔さぞあり，b　lぽ蕨勲オ

向の建物の囑である．竃τて，唇口悔士1慾戦が厨！2於ピ「る欽厨矯遣，巧q【てズ嫁所コンワり一ト纏

選4つ高唇蓮築の振軸瞬塀蒐’毒掬の塊1工階i敦を噸N　とτるとンき近似町1？

一r論O・OつPN～　　σ・09N　　　　　　くβec）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て2・2・2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾆなる2とを縄禁されτ＜＜2・04．2・05）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀撃ｩし．IS∂ηr酒anc槍co　J』栖十㌧亡b㈲婦骨ee〆）深零ぜる潮餌算定式（2・2・1）に陶レて

1コ，筒尋翼嶺ロU．S．C。G㌔βの契測紀蘇をpl。壁．レk看裳の申で810％｝コ辱星蝕2敦電るが．

10z碗錠囎で驚緬るが2ら％♪炸磯差翻を動，そしそ残りのり％ほ25％な
いし　・な0％　の饅差〃て驚二険偲1、て滋マくる：三とを潔めぞ7なり，iぎτぐ，これ、で際レて団’本の聯震工　　　　　●

勤着の意見としで，この振勤嶺窟式鷹熊京の払ビルそη催の建案陶の裳灘瞬塀ヒξ｝鑑⇔わにい

（之・06）こと二乙ノ明レら・ウ＼1でされぞし、るo　く擁1）一　　；突1財

r－35－一　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸



’力埼口博士4）試C2・・2・2）で竃窓幡蚤｝勾の振気周翌耳蔚．その階敦に比例するといわ殉嘱なも

｛のであるが，コれとで毛κとえぽ71・2表の室灘磁のウτ鷹脅わない建掬二し1めリ，さちに最近

の構蓮物ノ》孔霰的傾何として璽量の犠唇に翻荘の新い甕撃刎？ついぞ鷹この…脂を蓮罵穿ることに　　　　　　　　　　　　蕊

疑向の窒する場骨さえ鉱マ承る8｝である。

コ”わの婁鰻拭π膚レでいえる＝ヒ慮　ぞ綬が建梅6η規潭の衿をp8ドa搬¢セrl？採用しマいる

に瞬ぎず，構澄初の望量，馴性の分涌、穐朕，，地盤〆）性簑など，振勤問報に直捲蘭係レπ量12

ね塗ぐ舷れでいないというニヒである、も！ち：うん〆，婆襟の講遣勢゜辱よ模用すべ？算威としマ｝コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●縁u単～丁鴨聖言ど望尊しし、、？灯漣いないが，コれりの屡鰻i氏ヒ婆隙の縄盗物を劉是して束めτて圏噸

ヒの差冥1冠すべでよの理宙、マよるもの2あると芳えられるかり，唇理的ぜ振勤周鞘式慮，麺髪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶P的怠ものぞ矯電く，ある渥震理鴇跨奄皆景の裏何r7をも弓κ毛のぞなげ娯lq蔦り尽いも・のと

落ガ噴る．

露・2・2　黛達晦め覇揖潔期を理講貯1て導良ずる方籏

撫勃憲の謬贋」壕敦i敦ミτく湾固肩閣鯛吃理講的に薫めるのぐ，つく別しで，振勲糸の自宙振勤の

働r耀式ガ・ら勧る櫛と，振暫系の還軌…rgy妨びにP酬酬‘d　energyの辮力・ら求

抑ざうとするで諸の二つがある（2・01）。最も間単な場e，すなわち，単振手，物理振手，

療れ振手，賃莫一iざね系，あるいは集「中衙童をもつ隠リの振動なビのさうに，その振描が小さ

ぐ翻～郷くて難振縦鱈と鰍し碍る櫓離磁系に勾しで鷹肋舘振鱗の盧

勤オ程武口すべて凋を系の等価な質量，漁を辱価ぱね劉さと考うしfてヒき．

註）S∂”∫『ド∂ηc53coJ評酎ごo肋r剛汁¢ε4フ宗に河しぞヨ本の粛1震工謬着が向憩とした莫のヰr！？

゜同辱口原がr標津としτぐ瞬闘癒1宅（蔚微振動1〆7宅’〆フを標準とレでいるが，日奉の醐震菰喉奪翼螢

て　ち000万両鼠よ〆1縫登を便ウマ行つfて舅物豪屋グγ終局メ〔振勲婁験の紺黒に。§ると，犬振蜘r

4）ときの周餌1冨徹振勤のぞれ遵12も」彰るしく夫きくなるζ2倍臥工）＝とが明らかに魂「り，ヱ

れか．り汚’えマも属競式1て疑珂がある．ユとざれそし、るぴ，2の身喫2そ癬避梅のもつ非謀翌復

元六1将性のなぜる案に他なりで、ズ振幡のとき1て隅顛が伸冒る2ヒ鷹当然汚慮すべ哲2ヒであ

多が，ぞれ百それヒして、微小振勃時の周期ぞ4フものば循遊町の勧的将性の一都を忠喫に代表

するものとレマ考慮1「ぺ多であるヒ猶看1な考「九る。

一3あ　一一



朔三…＋礎X鱈0 ζ2・・2・3＞

2・に黄と書く2と斌でぎ’　　　　　　ねその時尚に劇する2謄く）導函敬である：2と蔚豪揃のaとであ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠

るび，2の2階の常敷分汀糧威の解かり，系の円振軌敬慮

P－！尋鍔 　　く繋賜るeO）　　　　　　　　　　　　　　　（2・2・4）

A

しτミがりで，娠軌の画蜘竃

丁一2ダP

となる2とび啓易に知りれる。き夜，箇彰凛蝋臼由鹿象、
■G　　　　　　「

穴ヒえ1ぎ’潔2・2・1囲ぐ鵜よ切で麟雌よに樋に立　　　　o◎

ﾄりれ粕母一な瞬ぐ∬り々燈薦の撫医勧の場台ロ可自宙振勲

｛ 丁 　　　　　、ﾌ撤碍党磯¢いご、

　　．｝’　　．｝　　　｛

@　　｝　　｛謡　　　；炉　　　｛　’一’　i　ド　　℃劣・｝’擢 　　　詳＋票叢一々　　（2・£・6）

ﾆ書かれ、ガ1ご蕨幡，石1に1可門川曲げ副性，w整護望量

A．引可はりの憂ざ，9将蜜で加蔽を豪わずが，しほ，

黶u擶と翻ご・2硝需画の帥振蜘周齢
Z定試1冨、

《　、　　　　　　　　　、

@　　o．

、聖2・12・峯戯
1＋◎Ols　mh。cσ6h　m卜繍0　　　　（2・2・7）

となり，コれミリ最億次η倒鵜毛隠，

軸一・ Rワー



2π「w @　2π層夢可787／跨毛一・荊繭訂驚一≦．8751）・r訂r

（2・2・8）

　　　鱗ﾆしで求♂りりれるく2・01，2・07，2・08，2つ9）。　　　　　　　　　　　㌧・

噺レかしながり、多臼宙蔑の振軌系の鱈雅び複維になつマ承るヒ，その自宙振勤ので程威竃

（2・2・3つセ（2・2’6）式のよわ1？単純7ε可奄ぐ，・従っでその周顧む（2・2・15）や（2・

2・3）盛のゴとぐ筒単に垂めりれる・rしの客鷹なし、。ゆうしぼ，累壊の闘遡をその漉動溶程式力、り

」求～のさうとするオ宏灯正攻菰で灯ありでも，嬰閑上隠1i∫於なが砦揚な方活冬1奄苺いヒい、得る

〆）ぞある．濾凄し2油豪化し傷る穆霊嫁1の振動周期は珍くの場曾，4ne㍗・gyラ云iマざっマ，あるい

旺ぞれを磁張しk幾つ炉の太籏1でεリマ求、められるのが培レ通である．“リマ，つぎ1？その1原堰

と誕瑠旗についマ若千の・説瑠を加え志う．2の場曾12碕派勧歎の逓鮫オ程式営零で鷹ない。

ehe燭γ係齪1の巖τる灘系一・奨際の縦糠みいマもそ郷勲y）マ慰ウ嫌幅での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀ｩ宙振勲左行’なうときだ電＝の叛則ば敏立ずるものと見破ざれる一一で灯．その自宙振勧肉の

叢夫逗勧¢㎏堕y量ヒ姦欠閃・εn悔1釧ε鴨y量を福等レいとおし・て

’・蕊　　　　　P脚　Kp置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・2・砂）

冠る虜係び威立する．：・にPl｛3振麟糸の勲的κわけ胸擁の勧吠を仮定するコと薯？ざらマ計

聚れる劒撚幽”個a脚γであり，’Kl訂そ編壱η系磁煙勤e陀吻yを系の振

勲敬の自桑で劉つ質もの7あつマ，系が鑛和撫勧をτご賓ヒし、う仮是のもと冒系の最：K勤1的fくわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9`量かり就耳される．もしO蝦り二つの¢n勲℃yが魂々の飛ろ面、りなる場層ににP2の一級盛

としで，

ΣP乙
銃寓ΣκL　　　　　　　　　　　　ぐ2・2・重。）

〃τ与えうれ，コ」貿かり振勧系の弾性属塀力鰭†算される。

このenergy菰を鑑ざりような6｝ノ師賓董系に滝用する1緊に癒還勲，ゆ「戯「写yとpo†酬悟￥e蜘2rgソ

量癒計算するのに系の穴”3潮線を仮髪ずるΨ専があるが，コの仮楚レにκわ謙曲線と眞41K

一一 R8－一鱒



わ2テ疵謙と4）譲差が振「動数の討算廼1て浸ぼす影響癒罪常12小さい：とが認めら盈ている。Lo留

晒廟hlコよ編，カ・・る系の屡賑翻劔づ環のむδともりい、憾線を鍵すれ離い猛

震ぞ齢算ざ承1得る2とを承レ，そしで，その場暦〆》振動数癒2の系4覆灘漁鱗獅？得等しいか

，惹穴痔それよリ蕩くなるコとを証明しK（2・io）．す4∫わ乃，2の縁勧糸の眞4㍑てわ舞魍

撮を響髪レK場禽，わ酋粉才璽9董レい僅死得るが，それ臥外のfてη脅悔線を板髭する喝管鷹，

ぞ穀が繋のfぐ碧箸曲撮と隠翼なるτて～のミマ系が仮定さ蝦てて溢りの曲線砺をむつマ振動する質めiで

1な篶…に何短内’蟹掬東がある？と葱・蓼し，従つて甥天4∫恥性を仮態的に与える待尿．振勤i敦博蕎

＜なると説明されでし1る。コのようにeハeηyを考慮して振勲系4）饗本振動敬を求める燈云鷹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」qaylε｝ghの方法と右何灯われでいるが，その矯閣な，ぞレて最《趨函術な場螢としマ4）「御κ

　　　　　　　　　　　　　　　　馬ﾅ∂†活ユほ系の最夫e照四γ量を栄のるの1マ振勤糸！瞬的kわ巧笹線死固し、るところに符色が

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ρ
J，レが抗神論麦硬かりいつぞ工営購圏禦衡喝る・禰融～硬・で（Z曜2・6

）式で取綬つ質夢1灘にっいマ舞紹つ爾法（Rayldqぬ〆〉オ’活・）を壼閉レでその振動瞬遡の並似懲

を求齪勲う。

2・Z・3　　Raγleigh　4）方議

測怠溜’よに聾直1？立マ騨れでて槻一な　　　1ぎ題　　　　　（ヤ2・24思）

最初，最も70ughな仮定とレて，薗定1聡沿リ　ズ有る莫の庁脅ばリ！｝振幡がヤ黛な翰該で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のﾍ1〃フ層望量wヵてその自肉備1で集中荷宣とレで水牢ぢ向にヵ＼、つτて場台の重童のく∫い片符ほ

りの静町κわけ田線で表わされるわのと仮定し蓋う。ごγ｛を太羅式〆）瑚マ書r窪∫

ガー茄［3（チ）2－（壬プ｝　　　　　　　（2・2・1D

となり，で・艦脇聰蟷に掬る榊ごりの嬬で，しKがって自飾で徽κ魍鷹

ね蹴ロ壷一、玲。－8Eタ％・禰る・P。†e醐！　絶ヒgy蘭重Wl2志って蟹欺

騨の潔響レ〈，競鷺…卸の：の糊κわ舳線の確力・り．

P－一がメー課・拓2・懸　．　　　　　　　（2・2・12）　　　　　　　　　　　　　　　5

一一 Rつ一



と蟹る。

運郵㈱rgy醸董と鍛確劒孝責邪り憂体1て嫉りて潮す纈得ウれる刀＼り’獅

振魏4版定1て従って

（K伽一
ﾅ∫t戸ノ）改毒傑蜘チアー（チ恥

一ナ！鰐）P2郭 （2・2・13）

である． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｽれわ2裡の最犬己n8r弓ソ量を等董て「｝れ証，

P一
（2・2・！3）

となり．ご弓て片撫ぎりの題資原鱗周期の近｛照重灯

丁一」弦一ま％4ノ亘 （2・2・15）
1P　　　　　盲13

としマ得り｛殴る．　：2ケ～を（2・2－8つ式の厳正値と比鞍ずると，絢一1・29％4の繰差を」むつ：と

がわかる。 どごうが．略牌釣のκわ柚翻殉憾コの副蝿鮪融綬雌場台

の輝剛てわ静宙線、

隅

ン畷2傍一書1「｝ア＋÷（テア1 （2・2・16）

と仮定しで厨様くr欝算嶺そ紅うヒ、片将ばりの固肩円源軸敷4ηi立似恒として

’

P－a5354駆 （2・2・17）

薪得り貿， 2貿毒リ屡本脹鞠の固肩闘観、コ．

一闇・。 S0凶一



　　　　♂囀ﾄ　　　　　〔砺『
丁漏 幽ア．判゜7754範 （2・2・｛8）

となつぞ， 27／Z君す厳正イ直と比鞍すると約一〇・67％〆｝誤差を調しつ。

一蔽鷹怖蟹董と 胃個の案中衛豊を看する1コリグフ振『動教の近似優ぱ癖kわ汁ラ云に，∫りて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
Pノ

ｨ7＋4網こ
ご畠　　　　　　・

．〆邸 m 葎dx＋国畷
（z・2・19）

なる式が秒欝算これる．こ、にム瓢衙豊W乙の欝πわ舛量である。（2・2・ヱ9）式の表示の中

lZl訂、 1川麟難卵筋耽磁蜘Ψ劇嫡曜献翻髄細マMるコとが
ぞ董る。証て一電リの衙蜜Wぽ海しぞ自重u7が省蕗され得るとき㌧亀q（ぞ2・12・2図）、

1冨りの派耽叢如コ，

〃フ 〃を　　％

P）∫脳｝
r（旧・振¢の

　　　　　　　　　　　　　‘P　　　　　　　　　　　　　　　　　ΣW4 （Gγclウ短。）ど　　　；　デ』3127謄wガ　　　　　　　　　　　　　　～　｛1877｝

気（Cyci％24）．

，ク2・2・2駆 （2・2・20）

で峯ラしりれ，ゆえに厨看團塀鳳

（2・2・21）丁一σ319ノΣw』　（SeC）　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

とr∫る．

R副鯛M・ざラ政さりて得られτ欄貨振軌教の遺似値が鰍マ毬べκ電うに眞の働得しいが

＆K償れ胡高い厩靴るの12瓶之つぎ題べるs－hwell－DUhkerlGy の重無ラ卸寄

填の領に等しいか憶獅窺それ志り｛色い固肩振動敬が計算される．しマくが・マRaylεighのオ菰

魅・マ駄卿説似働漁を’ぞレてS。u伽ell－D詠酢leyη近似ラ獅下徽示たとに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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な，て，振勤慈の翼の振歎数鷹コの工下隈4ア彰圏円にある：と輩知りれるの零あ゜る・βOu施We｝1

一Dunkeレleγの方法41タく聴lq診旅下に示す帆，　Raγ1ε；9腕のち旗とβ磁†hweεレDunkρr　l¢ソのぢ5卸電

芙｝て箔し覧精度ぎむつκ優れτてむの召3う｝るo

@　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Q・2・4　Raソ1⑳あの方張の塀褒とS・u伽we庫Punk¢r　l¢ソの方宏一孤立振動系

R¢ソ1吻h介r環でよつぞ横澄物の振動周鞭算憂する場翻2量む困る2との一つ1諏購

の簸犬P帥e浦aしe「吃「qソと輩欠漫動α㎏いgγを計算する際に舟入しで梨るセ々な困多の稗盈劇

選とレ、うOどεある。ずなわ巧歯げのPo†ε浦ate鴇e瑚γ1？対しマロ曲序1？碁つくkわ鈴強線を

硬用レなけ碧rご～ミ「りないし，ぜん醐？なるP虎浦alρりε吻γに灯しで燈六わけ虚線のピん飾で

碁イく械分K’1↑が矛慮ざれる．レかレこれリニつが組叡rりれア（麟｝の穴わけ宙織かり運勲り

　　　　　気喆ｹ9ソ憲癩濁る場釧2慮一敏2アて・りサ麟切藺ゆ雛る劉初叶が噺与レぞい創笥ぎ・ぼい

．2の蒼味で仮理吻な控噌ぎ4フ，勿ぐの隔蕎ざれ六糸（1801∂ね6δメ8ナ8”の4賑勤萩分の振動数

Gβ・’δ層伝ア儲卵cγ）を脚之唇わぜぞ，それりの成身駅継台ηさ溜て填の糸の旅勃数を参叡

するオ活，すなわちR醇1ε励の瑳「法の砿」動V℃・で提承ざれる．すなわろ一鰻的zぎ振動敬才程

式（z・2・fO）12みい？．振軟細餐臨eηe博γが郎五励爾鋤鰭環さ蔽，歓，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■o。勧梱創¢rgソに敬霞の覆房の和端で表ηざれる協台がある。その舶振勃繍糎

　　　　　　　　　　　　　　計　ぞ

ｰPじ
〆3Σk‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ2・2’霊0）

@　　　　　　　　　　　「

只÷R診†一…－9やP柄
〆詔　　　　K　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2°2・22）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

と書ぎ浪わざれる．振財系の麟啄守衣わP丹曲縄を看強t1娠勧廠瘡の六わけ畝織の莉

ン　鷺多＋ン蟹＋………’覗ン屍．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・2・23）

と考乞るヒき，RaγleigM近膨董でよれピR，紘，一・－M宕P。＋2舳8㈲epgソ蘇める場

厳駅2・2・23）勧ンを駒薄τ‘k額め禍枇厨糠緬る帆s。漸wθη一
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Punレeγ1弓ソ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Cで嚇御，〆伽制釧鯛γの源碑欣，すなわち禰1？妾惚し槍ラ璃家を

解豫しマ， 菰の振勤象萱η値4｝星く楓撫rる系に置3簗之るとわ弧蛮系の振勃敬蔚岡個の孤塞ぜ

躰粉麟’累’》2・…∵噂ン・磁想鍋2ヒ鷹つ練助れる・碗栃
㌦

ン鵜部と献編　　　爵（÷）、

ン・豹12つし、マ　　　佃爵（ムK），
ζ之・2・24）

●　‘　　り　　‘　　ρ　　偏　　御　　傅　　幽　　り　　顧　　■　■　　A　　－　♂　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　一　一　亀　一　　〇　〇　鴨　一一　　一　　一　4

ダ族につし、マ　　　κイ妾λ　　　　　　　　　　　　　　　　8

」

銘
　　　　　　　　　　　　儀ﾆなる・　，蔭・・…呂左物∂段酸lq仮想ざ脈τて糊断諏齢，ソ・，一・一飼2灯レ？

Raγ1ξiり勉 跡繊胴いるのぞある〃＼り、勅りれ焔嫌勤敬鋳，みノ……－P．の植1物強

立秀切逗4脈妨靴7裾等しいが、訓℃はそれδηあ噺ぐなうといえる。そレマ’りの孤豆系4｝

撫なでてわけ腰織を㍉、抑る2と篠」，組唇わざれk協后のκわ叶曲織を乗踊さし）む隠う刀・12塔亀

易字ある。

　　　　　　　　　　　外’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ｱ・き．い迂｛震りf？，η欄の厳慰潮立系4｝fぐわ2幽謀多、 ￥。……ン蹴　の代θ～2’才つれわれ

繭うガ’がllの籏ぞ維帥ざ撤κ桝面撮γを撚脚り嫌ヒレて’ ：れを鴇いマす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾗぞの熱払∫る系の蕨勤数の近似値奪末1のる隙に甫いうとすれ百， 明ラカ＼IZ

〆3㈲∫≦養．だ舘（要レ1島，
一…一

ｾ《剣≦喜
1昏

ζz・2・25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
@　　　　　　　　　　　覧ﾅあワマ，2れりの不等気を辺々羅刃σ九るヒ，后包1？r訂熟の振勤r系の藩の固肩振難数が得りれ

る．

ガ＋ψ　　・邦寓（箆〉申（臥＋一・…や／臥

《2・2・2ち）

《R÷権や……’坤臥
顧　　　　　　　K

　　2Tア硬

なる晦爆溝， 孤立系ノ7婁の振勤紋爪飛のりれるとさ，2れ1うの官寮の和府元の振勃糸の翼の振
1
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、

働教の宮莱に等レし、かきτξ1さノ1、ごぐなる2とを示・レている92のR吻ylolghの方i法の拡孫L将R．

玩sθ“を』w¢川2志りてなされ，ぞ貿ロ璋tてR副¢δgh磁似瀦’韻匡ぞ夏の駄り荷蝿竃

↓え穴の「2比べマ，眞の｛齢り倫い厘を計算するオ法驚示し六の2ナ奄砂ず，き六、壱如の粥の

P。マe腕掴eη鯛γ鰭乞る2ヒ曜靴鷲リ珊蘇レ勧7あ・fζ・

つゴ1？，滋勃糖額（z姐のに誘いで，P・勧咽・M鯛γ漱マーの麟脚ブ

，塵勤亡nergソ薦々碗蘭励・峨亀，かマ喚る喝刷ゼ矯，嚢磁轍

P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸@　　　　　　　　5
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

鴨か≠＋・・一＋脊葛（「昏】＋1帆＋一一＋（斡

．　　　　　　　　　　　k、＋K．＋…一・雫K帆　，　　（z・2’2曾）
＼　　　　　　　　　≧　　　P　　　∵罵L

庖蔀く2とに志りマ1グ2の工限，つ3りP2」η下隈口諭力賑勧兼の蕨斬数47蓮敬の督棄の和を

飛めれ鵬ウれう2とポ示されな・2の附1・rψη瓢の撫畝・玩s興伽一1醜獺に

顛1ヤkと鮎り犬都以窮1？s・ρ“再㎏rlごγ12§つマ喫勲守1？発犯ざれマいτζむのである（z

・π）．艦「わろ⑱％算吃S・伽』●rl6ソ尽あ耕購な染〃9威犠期霊口艦μ｝の精蔑

τ靭荊振勤緬68。励d。。叩ρの伽†）の圃朔．殉玉，・一㌔胴いマ

「～3鵯てや＃＋・………・・†TJ　　　　　　　　　＜z・z・29）

・47ように痕わぜる2とを喫硬1灯書？ゑレkのであう92のオ宏をSθu輪晩el－Dunレeレkヴの近似

瀧助が潟蝦わマむ、2裡礎の釧e幣朔～親繍わ姻勧朔一鯛町喝

壱1？脱磁嫉鶴ぐつ細随勲運煎マ威マ撚蜘顯q＜漉礁鈎初賑

の砥も知る2ど口ぞ雪ない：と驚セ、で｝鎗レで溌く》象爺める．

勲糸の翼催本磯轍と，物よ振の彫R御回り肋近甑で隈巌晃め，き．六「熊との
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　　　　　　　　　　　　～し
ﾕを5画†h瞳ll－P儲nk●いbγの近似転にδりで短ることぽ，2γ～りの泣似砿がいでれ馳塚x

‘

の目碍に鰻セδもの7あうτξITIて膨揉的とびうδりむしう廻論的怨解螺の潔いものでもある。・
，　　　　層へ楓　旨　5馬

りくの喝后．So“翰吻d毛一PUhker聾oソ法1‘～δつで得fく近似働竃R寄1¢殉飼の芳法1？志るむのδり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Iり12勲伽腕与え之ぐ120u馳rl¢γ破顧（Z・Z・Zの毒。婁劾離物繍閣　　　　　、

朔吃菜める豫lr2箱甲電むのである・

》武ヱ〃倣漁2ごれぜ、喫環の購獲掬の固肩1張勤圃噸の算是12rコ。その構猛悔が撮勤マ1？行う
，　℃

じ崇

鱗レごぞあ唐ケ1？ついマ厳臨爆本賑動剛舷栄鈎得衣ヒき，元の繍登物の婆本娠勤圃嶺、冠個

々4）款立娠動敦4ワ自桑の和の2Fう『鞭とレマ与えうれる2とが短りれるoぞレで， 右鰍セ振勤閣

　　隔ｻを東湧昌と12P慮，ぞの各閉06eη暫喉脈わ2ナ藺繰η1吟牧を知れ1丁さ、り二とが”かうか｝フ，箱

湿増の闇篇1眼動旧塀を「求のる2と魯す，．名「委瑚撤ode　l2珂舟ずる静7（わ∂ナ量を算滋するコと12傷、

帰レよう，彦箔立創》蜘η静六わ姻7祷盗掬〃鵬ビ’蟹量なりτd羅蘭惟の分緬 躍盤の弾性な

εに麟するかり・かζしマ勘れ嬬麟の婆奉撮醐朔厭のずベマ傭躯解すろ需

とBぞなら4フ？ン）3。 ＼接

2・2・5　甥一な搾籍量ざりの固筍振勧教 ●
マ

いき，矯単電例懸て2・臼）IZつい完マのラ「法12・：る面看謙蜘’

⊥　■ ζγ

．閣期の算髭を蓼〒なうぞ毘・置う．…貯2・2・3図t2ゑて・芭うな灯罧」ぱ 1
短鮒樹面をもつ寧空の鈴童｝料等lq「りポ弾】窪堰維丙1マ1果iざd　だrT　　　　〆

匹

0 γ．堰込量れマいるものとする。壇餐の弾惟の影響瞳寄次彙で考衆レ、
聾　、

　’　　　r

Q、ぞr冨はり蔚寛・曇に固逢されマし轟るとタ膨しるユと1？レマコし，2 ■

、略亀

ノ7片碕ばりの葎惟纏絨7ζそ〃磯吻12衡蓮するがり，最初ノ〉劇階と
禽

レマ鳳団夢のYオ面に肉一劇罰禽童燐水菊7作珂する拗
●

1
．と仮想レk場唇に偉り向動Z主ずる静内fでわけを求める2とに奄

茎

る．墓τりσづk2ドに夜わ→1礎うマ第Z・Z・4厘n2云す・ように

1

」－ P…4
1、

《ん尉kわ斗ム　と曲げ委鰐1？電るkわ叶斑を嵐寄る・片碕
z

」でりの系の覆擁r2脈嚢登ヒリ，　z驚下向訓2正に劇れば，翻2固 聖2・2・3噺
[勤系の廃標
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定されτ《庁椥ゴリの告κh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　己乍

．　　　　∴一　　　　　　一　　　桝量1竃次貿ぞ与九りれ

@　　　　　／　　　　　　　暢　　　　　　　う。
@　　　　／譜　　　　・

@　　　／

@　　／　　　　　　　　　　　　　　κガ（・κ一2a）1　／鴫1灘　あ露膿鋤、誓　／　　豊／ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k妙パ

　　　　　　　　《編蝕聴　　　　　　宙、働み　　㈲一嘱訴’2艇　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘2㌧2乙30b）　　　　　　　　　　　　　　　、ず　　、、．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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@　　　　　　　　，騙布荷皇を」動りる瀞　　　　　　　　　　　（露鷹憂βりぼ）　　　　　　　　　　縛ばりの僻的旋わ冴．　　　　　　　　　　　　：

@　　　　　　　　　　　　　♂@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、に、

ﾖに岸緬励馳繁誓りの蝋A爲！3噛醗1量冨1コりのx軸12劇する儲一就
@　　　　嘉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

f次元の保教ぞある。Z41ぜん画κわけ係敬に口本末庁府1でりの載料の佑i88伽比3薄μ面磁

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願、
Uに衡環しR量3あつマ，．7』飴d。四。ハ陥ド涌nと戸．5鰐由冒緯竃れ鷹餌い轍杁笥鋤

ﾂ面に舛レマそのこ砺脈わ汁係教にぽ，ぜ耀膀怖係敬重・5ど，口り〃醐「向鰍傍δび

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’■

ｲrr之聖蓮町慈力にξる影響琴入れると，

@　　　　　　　　　　　弓

@　　　　　　」L＿　　8旧　　　　　　3　　　　　k鶴2　，θ伽†7）－4ζm†、）　　　　　　　　　《2“㍗3濯）

¥纏れる（2・質）・2・12憎峨響餓i8珈燃ある瀞り鋤醗が鮎脈わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　「　鱒　．㌘
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卦係椥z摂ぼす影磐鰭慮ロλ較る囎121富一桜の我料πサの鎌励伽、揃の拭払り煽糊衝

ロ灯レて1コ；

A｛㌔6A

（£・2・32）κ鵠
め．lx

驚甲いれ1ゴよい。2、12ち口町面の中立軸12誇rTる精さある（2・12）．

さマ， つぎの優階・1なこの憲り12しマ得りれ7て｝キ符ばりの倉滝委覇威后の鶴τてわ升｛・を用いマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Q礎が完憂！て薗定されfて片符ばりの熟立振勧数を求める2ヒr2脊る。

ぜん町要砺の→を想髪レτ（片将1ずりの綾蕨動〃ワ遡勧方霧拭1コ豪知のプヒぐ，

@　　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯r

@　　　募霧♂・…静

　　　　謄

i2・2・33）

、　’　！ 、　．

であリ，

2・！マ♂32舞　緬・で，ゴ勿鵜式抽欄わ欄　　　　　　　　　　　　　　　f　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　サ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ごos（ノρゐ謬0

A　　●

（2・2・34）

　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾈる振勃数汀程気を得る・　（2・2・34）気を1常1乏満足ぜしy7る解アブは

αph－％，3％，8％一一・……一 （2・2・35）

、　、9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　胸、

癌わ束あられるヵ、り㌧、崩守ば｝〉臼虜みぜん馴豪勤画餌マ』L電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ぐ1）・一肇一4幽一4贋一虚濡
　，髄
A

÷o・7805楕ζ・　《黍。clU曜あ㎝〃L・CM’） （Z・2・364）

（Ts）2雲1ん（吾）コ ぐ2・2・36』）

（↑9）9懲冒／5（了墨）重 （2・z・36c）

（T8》4瓢1／7（Tβ》ザ　　　　　　　　　” て22・36d》
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とレマ表わさ穀る，．（2・匿36の試の《聡）二隠撃がα噌の繋療で馴秒懸痛船の種である・

曲r霞管3の丹を蕉定しκ片府ばりの纈椴魏の癖務霧試ほ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

藷一一〆叢，　〆－7捻 （2・2・37）

　　　　　　　　　　　　　ヤ
ﾆなり　ご貿より振勤歎貯謬義ロ　　　’

1＋ωs岬ω8あ炉一・ （z・12・98）

ψマ燭トられるψ1、り，　2の場4∋〃フ狛tz振鈎趣ホ腐饗審とレぞ灯前の（2・2・7）式と灯比レマ　　　　　　　　　　　｝

岬一t8ケε7砂・り　　　　声一響L
ゆえに

‘軌亀争論屡憾砦序
桑・・7615！7　　　　　《謝，幽・毎・酬）　　　　　　　　　　　■

《乞・2・34Q）

　　　　　覧
i－r｝）2－B　油一てrr婆》雪

《¢・2・39の

《一「｛）3網　1　　　　　　　　　　　　　　・夢？．6《丁｛｝郵　　一　　　　　　　．∴ （2・2・3¢の

1
‘Tチ）4魯　　　　　　　d「孤　　　　亭4・4

ぐ2・2・39の

ぢ亭えりれる。

レ穴が6マ，S婦㎞dl一鰍ぴ1eγ刀近似縮を2・マ脚るヒ，よ嫁脈ぜん鵬り

謝Z曲rfの獣立娠勤問塀ぐB》，7誌聯（諺》31トウ，脅勘ずりの薗r7とぜル薪が知て唇雁で’る喝
7

　　　　　　　　　　　●e曾の基本固肩撮勤属蟹1了》ロ　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　o

’

　　　　　　　　　　飛・
轤ｸゼず？η㌧醐・5、8倒6。♂諦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ぐ2・2・40）

，とりて、 コ』L1＋o．9。3」巳η　　　　　　　　　ン8

（2・2・41）

μ

ヒ書空ゑわす2ヒ籾ぞ窪る．《2・2・4の．ぐ2・2・4り式を望れrゴわかるめεz、貯肯1ごり宙
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虜の振蜘瞬籏τ・！ほ嫁げ誘毒びぜメ）勧変躬を磁加マ生ぜレめrてときの斐徹量￥・ヒ静のり（き

芝｛慧つマ安耽耗（2・2》毛！）斌禰陶と毛の比，歌2つ冴量の比3雍の贋1窟。？蛤つ

る。ゆitに，庭盤の簿牲の影禦を考廉する乳民前；マ健億fに完・塗にこ固呈ξで躍～τて片再1ゴりの黛壕凱の

閣駕に灯しマ，曲呼と《ゴん町の驚め岩・費蝋掘簸可る蜜蝉嘗を禽てるかξ梗紅しで誇く2と矯曳・

睡マあろ・う。一壕1嘲2極毒づ蝦で箆猿い灯，）ぞζしマ｝守ごん漱撮財郭麦院，町であり，そして緯秦い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’狽ﾈり㍗2デマしで｝奄曲ず振動のξ浮巣クぐ鑑再マされる。しウ・し，1’ぎりの騨鷺vぞ4り中問であれ1ぽ、厳蟹

にいえ・ず満帆分ヒ《循鋤”畑臓12師する場勧⑳輪窒乗加・，＝構り

その融徽を軸て照恥・甜即ずなリゴ∫い．い㍉曲靴ゼん町のrく糖量の比鞠，矧吃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

髪濃レ，その量の妻化1？蓋る痔符1ずりの振動閣鯛の委勤6η榎様を見ると（Z・口），その饗奉振

蜘闘廉衡レマσPu吻・16γの近の斌（7路4D｝磁旋講擁果と考るレく蔓ぐ一致しマい　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

る2とボわがる．

いさ、冬取援リマ釆質例題，す町幻巧Ψ空の熔吾今敵面の片将ばリlz萎似しヒ繕造物1可墜陳1～

1て「乗り多く壁守ない、亨貿ピむ，テくとえば壁域構造の運渠吻ぞ，認重う「向に同一麟面の耐震壁が逗　　　　　　　嚇　‘

繧ｸる喝⇔など121ぱ2の例懸1コ饗甲的殉獄面値を勿分12もうマ“る・

@　　　　　～腫

z・2・6　i蕎層勿張r前の薦淺梅の固肩振鰹闇塀

柱，rざリ麻阪姓体とレ’麗甲離曜縦駒臓屡穀ある一納雑蹴傭　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ｵマロ1ヒで取級6衣均一町可片碕1ず、）の擬疑1竃塑用できない哲，振動瞭の園后振動数冠⇒乏める

隔ソ1εiψ疏ラ云，なりび12S則翰w¢聖1。P沸副eγの方湘藷層建熟劒固看振勤層期の算卸

　　　　　5Lぐ脚りれマいる・ぞ備齪鎌鶴そ備靴等しし噸劒難を坊，轍りを擁

↑るβP殉軸つ酵自鹸の簸一1調象1？蘇黎る・言†算の醤裡としマ1言’蝋物倉
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Kの重量を算肱レ，それがぞ〆｝階の赤勧の位置｛マ集穿むぞ修用するウのと汚』える．蓉τ（，σね

の聴ロ・循滞お諏勘為りて馳Σれる韓ζん勤馳緬るが．Pれ1循潔軸

の末牢でを加えるときの《rん町でくわけ量を計算コ「貿塾で求められる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ｾ綬蘇の劉畷勧属獅舗の床面に，倉階聰都得しし泳拗W‘がぞ幽し六ヒ

殿レで，そ砒きの鴛掛量舷猟1ぜ，陶1鋤疏シ云縦りでつ劒式助診樟する

Zヒがぞきる（2・13）ρ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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N一牽竺　　　ζ脚言

‘ （2・2・42）

T一斧 （2・2・43）

ご教とB割に，遠常の薦多張鯛ミ禰の鵬閣鯛算定12蔚つぎ12蓮べる方張バ輩む騨力・つ　　　　　　　　　　　　P

弓理的であると汚える（2・f4）。す菊わわ潔¢・知ら図2示ざ哲るよう奄蒲盾㍗帳面の蒙構

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇

、

b　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

う　ρ　　　　　　　　　．

》　　　　　團　　　　岬

二

ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ｲ　編
‘　　　獅

轄

b　　ご りκ

し

9’　　　　　　　　南　　　　　　　　げ

h　　　ご

1　，確　　　’

毎　｝

．L β　絢
’

　　　　　峨」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舶　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盟

，

　　　　　　　　，　　　、♂

為

　　　　　●
v＿－4　　　　　　　、寳　’・鷲’い聾“轡い’悪・－6高

につ、1マも，架繕の振動窟のπわ冴歯無を近似期2その静的fてわオ曲繰に置寝するRq／1¢iψの

「

力菰π礎幻名：の纏猛掬の塾本撒軸周朔を束yフる固題口，ある永牢河を想定して，ぞ漁2志

かマ塗†る銀矯49静fく2つひテQら∫を求～りる両題に昂着する』さら「2Ra㎞8n計篤の熊の、ざり4λ御

載切転幽は雰レであリ， 壱初r1疑の僧アξ慮湾なし、も・のと‘ずる仮説12毛装つマ同ノ層聖2つし雛マ、コ1柱の初オ芙

圃帖爾R・百均一ぞ葡るコヒ乞考穏て貿ば，向題隠架緩の申47ある一つの運翫霧列A，β，己，・…
、

（㌘名・2・ら図）の六わけ『2フいで協守れ，ず喫し、：と1でくrるσ その陳作雨ぜしめるべき獣李π
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朗卿伽マ鷹物縫庶と柾囲翻物考勧く瀞マいマも得鱒K蘇備
蔑に瞭l！騨レ蜘゜と蘭7逮べτて・しτてが内㍗’循駅筆浩棚敵蘇砿熊

房締（2・03，2弓5）を珂いるコヒ竃ぞしさう。これぽ障牲権童掬の遣寝胸可地勃12麸つく

resp。hseがら箆出ざれ質むの客あつ7，横゜造物〃爾震訂算6η陳！？採爾すべ窒震髪π自Z振勃周

期の項いるの癒ビ々、さし亀億εとり，岡餌丁摯ケの架横1で灯レマ、訂

　　　　　　　　　　　　、@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　零
j墨撃・’昌箭一π亀in蕃．　6・や撃　　　　　　（2・2・44）

なる価斜え隔艇あっマ，H燦旛の勘を，駄ズ蘇働娘廟勲を糸す．
　　、”A

（2・二ζ・44）掴Kを勅る翻2瞳㍑催㍑駿齢さ’ヒる　功輔丁．鐙理
、　唇　、

的1壊陥向琳磯する詑編す帆い誠べている瓢蕨解る1？つし・で鑓し疎

リ勲の翻礎晩奪抑る．物喝楊の囎πロ訓碑噛繍謙め引て瑚幽

1誹改脚重嬬儲す朽切3那力’ら・そ欄凝え繭懲》8．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ1

丁一σ05∫萌．　　　　　　　　　　　　　　（2・2・D　　　　　　　　　　層，

ミまτて奮て茎．　・谷口7零：Z：♂7・式　　　　　　　　。

T露o・Oワ～～o．oθ～F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・Z・2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、nリ童ち1τ壷のりれるむ♂）ぞある．

2の電り聯次ゆ燗肌臓奪震蔑臨欄ρマ勲ξれk来聯絢2｛繭
ぜしめ3ヒき，之の・k孕が陞課糟壱獅桟1？句G獅”伽2㎡1鰻南：曉灘1，m伽en禰駝

法な’どの祖々のオラ云，2・6r、マ算定C3フれるo　）、　i註，柱列A，　B、¢，・・一・－1そついマ授、商「擾」蔭ヲ臥の

ち　　ト・．　：・、’、：　　　　ヤ

纂本式11丁闇知のゴビく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@M舶富2薦k，（2θ4†θ8－3π、）　　　　　　　　　　　　　（2・2・454）1　・　　　　　　　　．　　　　　　一．
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：気

阿顔嘔2Ek・（2θ8やθ幽r3R具） （2・2・4εb）

卜134鳳Z蒼レく2（ZθD千θ‘－3R2） 《2㌧2・45の

卜馳8議2εκ薯（2θ6→・θo－3R2） く2・Z・456）

一　〇　　r［　　■」　鱒　　ρ　　齢　　「隣　一　．　噂陰●　■　　o　　o　殉　■r　「膨　一　　のr6●　ρ　鰯剛　」晦　一　のP　－　一　■画

♂

f　　　　5－　、　　’

と喜　　がれる。　　、　　　　　　7’に嚇だ尽禁餅伽写鞘鰍’K乙1冨繍の蔽’θ1可喉嚇鱒・R’醐城

高P蘭を豪わレ’H・P’凹麟一一一・置コ荘域の棚駈ロ舶∂協㎡網剛†である・
．！

監’

鴛勘硝柳耐゜すべマ縢りれる・笥栃多ある稗燗作爾さゼκ場劒ネ主の

鞭塔揃輪＋1て通鷺の庸蓬計導4腿袴1？健・マ求めわれ，いきの距勃厨鯛算をの樹暫でrす1「ぺ

て続劒壇と砂マいる・戦マさら12’商勒働θ・3・《腕雛鵬）厩綱（z

、　　、o

・2・45塗）と　（2レ・2・4お』・）式娼《ろ7β莫　6ρ7勧わ1面1膨i編θ◎将

@　　　遇

MM。陥・ （z・z・46）θ∂撃　　　　2冒5く」

や桑

　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・δ　　　　　　　・　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　o

qレマ’晦．脳・＾碗ロいマ伽りれノそレで2慨（2・z・4・34）徽代入て欄R
鍍麟ロ司～のりれる．《2・2・45‘》，（2。2・4」諮）式につ、｝マもθ。例㈱であるかり，θ・と　　　　　　二

Rz凋舷鵬：撚鷲3．麗う齢7，いヨ灘⑳鋤嫌っ62醐銭鵬鰍

釈遷次爺のりれるかり，看階の階商を碗…ヒすれば飛繕電御47獅質わ叶量旺

　　　凋U4一謡Rδゐδ （z・la　47）

で与ゴしら・れ52と聖27『らりゆ之だ：≧の繋糟の蕃本調辰勃属麓翼鯛丁㌃r7

1髄2π6ψをo・8薦63） （2・コひ48）

　べ．：鴇

を爾いマ軸亀されゐ．2、1～蔦。τらrけ髄游ロ鞘鳩如うで定おπの齪あり，樋

謔W醐伽酬議β’肉畷ρ’、雌磯と1？欄正職3蜜勘碗
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薙であ3．

病層拶施潮の架讐が違続レ角聯醜を肩すう場勧可，壁体のぜん断振勧が，灘詫靭の商さ

と海面幅の比ボら以よぎあ3憲今な畑展い場創？ロ舳ず賑勤が気駝町と有うハり．傑猪の剛

性ηぐ居棺で姥勲的南一の1易冶rZl蟹前1？述べτミ片将ばり4プら～拶いボ灯され，その謡呆を深，順すれ

π震い．レがレー勘2隠架鴇のぜん吻あ昌し口抽rf剛惟ロ壱陶？つ、｝マ霞惨内12変忙1「るゲが

、る喝徹η構造勘の振勤圃朔算髪に》㌃a”e〃。一．sも4ρ’a　6η遂》妙広“叉法ζ2・1ら），《z・fサ）1？δ

るのが喪いと累われる。委勘面の痺幟rゴりがPなる円旅勤敬客田げ振勤あ3しUτぜル軌振勤

｛ア」ず場台，振勤の廻惟力｝？よ多軍位髪さ者りみ荷勤言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・気轡Xα）漁一叩23　　　　　　　　　　　　　　　　（z・z・44’）

で衰わぎれる♂振i財中の落りのκ2つけ曲累泉を仮皇レぞ7，α）（ジ『》契近似γとすうヒ・衙覚

3α）鵬一卯8311？よ葛1τり切’κわ計曲線のラr2潔近似4餉通奮の博り痩鴇か城湧られる

．柴櫓の廟牲の不遷読牲も考慮しで架縫の商さHを等冴し，あ8H／n　々る区向r2研割す

る・r冨りのκゆ幽織の茅1准近｛峡口2の場后’

％8 ﾔ螂効・）ゆ翫ム1敏曲融伽5の
論禽鋤∫（蜘）捌一”姻ごぜん融一・L）　　　　o　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴqなリ．Kl訓訓猫面纐筍りて髪弱ぜん淋桝鰍砺る．歌∫fぱ畑綻雛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

痕わす・．

2・2・7　糟遣掬の圖看廉暫顧餌ノ》牧1歎値　　　　　　　　　　　　　・

われわれ訴工でおのマ来鷺右ノ）rぽ架循の却1疫近似振勧断塑丁』ぞ炮盛…されτ《舜（律力12解之篤

得るよう陥きれ螺積胴看勲虹徽T1であ・な．馳糠簡《しむべき纏灯L言（玄・

2．晒）勘九く，剛肋麟好あ・），レη噛↑。と丁、の蜘砥㈱駒‘るη、ら，最油セ

仮定レκ糟遷冑の翻灘面の毛ウ穐痘泥欄朋’勅りしい剛瞬毛ぞ規超ざれ窃牌ガが零棄す　　　　　　’
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る糊ど剛燈瀦しロと薩叡予趣’秘る．誌伽鴛し，簾糊著磁面献澗

噛宅の喝劒欄楠腔曇にン脚蚤宅・繍殉蔽持し1騎の1操鯉体欄揃酸

聖躍てれ1ず，郁蕨剛窪讐ぱi釜然斐化ずるk～つ，ぞ6ηときの劉旨・η振動周了・鳳ヨfて一「・と囎異っ

てぐる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°≧・∫

豪簾のξ贈内俵計｛あぐ慧艶右凄家する尽り，ぽ・都継鴨醒架循星惨の圃響守惣6規髪され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
ｽポ璃嫡え得るような暴幡面である：ヒカ伽レいが；それ1窟脚’ﾒゴ裏に皐そ擁作

ξ婁謙計算2百肩隈面繰近ずtと1ヒ奪求芝れる話集ヒなる冬あう瓠そしぞ，2の凝侮ほ個ケ

の建物を疲計5　｝隔管，計算潅に澄丈の労を強馨ずる：とをもrな味するがり，ぞ2に啄峯が4フ

7丁両築7v舵雪となり，ざり1？芳聚例望毒絶るのである∂

漕遊切劔葎惟量諏盤でHoθkそのヲ玄副12従うも・のと更倣される隈リ，架編わ初殺の煽ウ覆ウ

いマ灯却我の短苗妻ほ末第衙世をprOP扉ヤ・b燃｝12湧琢さ《でもぞ4聴置を憂之るニヒ1τない

ヒい、得るがわ，看掃霜偲々の麟面禮を一賑12委化さ’ぜマも，初城の振勧警態，ずなわろ架稽

　　　　　　　　　　　■ﾕ勤猷桝戯の醐伽量21論く碑：朔し叱bう：び震るの゜そしマ’割鰐集勘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

凋「，　こ2マリ参初碑ギの跡禮7，剛惟を委イし《rレaつマ，　ぞ〆ア侮々の獅践の鼠期「を慾1しく二i←俊1？する

ヒ蒙瀞9体とレマの順朔むξ質壷侮1？な多2とが昏易1で鉦嘱ざ哲る・

ぞ：でヒしヤ書かり奮2，繋鴇ノ7ある1ゆ銭しのi町面マラ玄，　て「奄わヲう曜町衝の幅蓄毎．ご1巴ズ背丈を　b，d　と

レ？くと董そ〃卸践47顔面蹟，勘縦傾ω曜¢η†．ろ・ポび申力軸「7劇する耐面2｝処㎜揃¢nヤ癒それぞ

貿・4ε唱bd，　Mこ86bd2（c・曳数），1こ嘗bdシ・2　？牙顛っゴれるが1，2の栽の揮惟曲穿娠勧を

タ夢え．るヒ，2の御義（のある2≧iきつτ：娠勤Modcに灯しぞ1ぽ帯12

4A乙・6鳳　　　　　・　　　　　　（2・z～5匿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

，　　　　●　　　髄　　　　，

鵬舷がある．2・己？∩」2の節劒比望7あリ，Pl可2礁輪δと‘繭応慰葡紬

風肩円振勤教宕ある．“・て．い3都減の扮犠・蘭加訓＋〃値を委之る臼内がりぞノ7都践の鱗面

マ法を幡bを’髪の母、，脊ズdlを　4ζf＋4yl？委更レでくとす教1ゴ．

　　　　　　　　　　　　　㌔
`r’－A望そM）一．　Mr’」卜裁重幸4ナ，群ll窪け4）・　　（2．2．52）
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と壁る名くり， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庵b汽　楓謄后の2め勧域4η円壕動数感く2・2・ち1）汽バリ

」凪』逼麺一」藍・虻　　　　　　　　　《z2．5ゴ。）
　　　留3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
ﾟ…1こω　　　　ε∫こ‘のσ＋4》，　　霞ユε‘の

＾濡盤矯・ぐfM）2　　　　　　　　　　　　　（z・z・ら3）

となη， ゆ之ぼ≧ノ7卸織の四凋き初敬に『《1＋、4）・傷とア3’鷹2とかr寛りれる●

2の2とぼ初載4フ嘗丈を愛貯レ：7ぞの冶翫肋塑創＋を‘ヱ→4メ傷17すうと，初紋の概頻灯

1／｛蝕∠）儲・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●P？なり，むレ架構のすべての都載1？勾レて〆様1で薪面r『琢の要更を祀由τ，梁庸

墨体ヒレての賑動間塀む▽《1中の倦12なうコと擁鰍するのぞ7）る．その蕗果，勧砂レ〈

Tt犠了・／q◎4）の磁勤剛醗をもウ．置う12な弓τで衆篇｝2灯レぞ縁用すべき搬紅麟ポ牢力｝冠（z・

Z・44レ）πいレ躍塾951無のS訓F統劉穐溶coJ6的ナごo励励｝什ρ¢の規艶《2・θ2）巨～δれ呼完

の‘1＋・4）倦ヒしで与乞り貿る伍り，2の衡ウしい蟹計冨確躍衙望ロ幻レマ架確膨初栽の励燕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Ho伽¢時十もさら聖2（1†4♪倦ゼね1て『な｝7】ない2ヒ、マなる。《2・2・44）氏など〆｝㌫う12も劉け甫

麟の値耀働噛醐髄比例†aと助無武紬嗣る卿，2の2と趣3蓼蜘恥

計」鞭程と芽る’バ，しかレ御寂の抵痂疏伽顔ナを（費4）倦する121訴晴の可箔4をππ万

併すれボずよいという2とrρ、∂フ，　2の奮す」畔の操作ゴをカ、り重2曇誓F艮面3紮翅乙しずζ歪…の閣「断」「　竃「1

l　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　J，．．‘o－　，90

T鱈毛x（1紹）x7隊xマ扉x
呂毛x《1刊ブ（畦壕†……’》饗τレ、（1十」）一・　　　　（2．2。54）

　　　　　　　　　　　’
Sり2rヒぐ枚1欧する2と帆わか・る．そしマ丁「1呂Tl／α＋」♪7あるがり（Z・2『・54）r氏1冨

♂　　、1．．コ．’∫　　　　　　一　　　　“、

T8てメqや4）～℃x（筆兎r殊　　　　　（2・2榔）

’膏 c、・・．　へ　欄

　　　　　　　　　　　馳ﾆ書き表わ寄Zとができる．2の2とね穀箭すべき藩遣掬の撮勤廟塀のク1次近似値「㌔を穴

とえ｝ず（Z漁ρ駅乃2・2）劾」う嫉猟助物，2ね2碁げいぞ，上・愈妨議
　　　　　　　　　　　　輪@　　　　　　　　　　　　　　’ﾅ茅z）π近似厨鱗丁1・蜜算定す烈嚢死コれリニつ47値ガ、りそ4畷後晦な国看謙勤藏鞘丁σ《z

・z・55）試で寺 ン7超る2とを禾す毛ノ4ワでピある●
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家3章 潮邊物の撮露瞬蜘て皮1ぎτ弾牲地盤4）影響

前輩ぞほ観畷の商単の？てめに， 横痘河6り固肩振鱗闘瀕を求める原ぞ〆》糧遣物1：∫乾な禅盗の灯

謬殉「帳望筍もウも〆7と汚え， ぞレマ禰ヨ匿掬を麦将する耀盤σ2れを彪髪17剛背る毛のと仮徳ご

較τぐ． レかレ緩這掬1〆η摩惟性1顎コ本未堰綴のそれと切り蕎しマ考えりれる右ので鳳なく，櫓獲

物一廻穫系の’体ヒレマの勤吻性吠を干演する12’1て函看を厨府淀考膚d？入れ・るべ窒2と聖笥いう

きτも穿し艦。2の向題口悔～も面べτてゴ’とぐ￥篠限豫伽望蜘～みける争裡ウ揉な表面層を伝

幡・する旭震疲の伝播矯性卿地族面よの煤体にδる地震糠の檸鮫ヤ揉射1？南する広汎奄短議賀セ

撃とされるの？ある帆， 禰淺物の傲小振鱗閣覇を箇犀1て…§めδうヒする場・軌？鷲違儲箱当の堀

象化が聖されマい多。才“わち， ’纏の窃亘な片涛じずりと尾4∫芝れる構遣i掬が種え込きれK（
、

〆議あ｝潮地盤囎勲の下擶で葎修の復初妨び1で翫一㎡雅するザく〃2・2

3図），い苺ざし者り，そノ7勉艦土壌の爆

噂

性を盤縄レ，　そしそ’、コ〃ワ媒i体刀櫻元πと

復元脚嗣《rハ十（0丈ぎさ園瀞㎏試鞭かり舜儒

も遜

ミ貿るものと仮定レて考崇を這める2ヒに

ル志う．

｝　、

∫ 擢漿掬の水牢rl『向の娠勤1て勾し？警可，建

ノ〆z￥ z　　∠z〃 7　　〃z ’　　♂’ 　　　　　　　　　　　　　亀ｮ7　　　　禦物の一般殉栃駄がり｝ゼぞ．そノ7・ピ4〆i跳fて

ミ｛叙謎， わ升が差本撮勲闘塀に燈1ずす影響ノκズr『い

「、　ゆ’

レー

黶e

ヒ考えジフシ2るがL，i駁播4り碁奉振動i段鳳票糟’

・Lム＿」
霧醗の栃球，葎性曜聾の桟賛，とく1で毒均

ﾌ近傍♂り表面近ζの土壌の剛控毫数口劇壌

ダ2・3・薯覆 レ，そレマ架珊が乞ξ蚤に副1τ鯉盤」に1？ある

，

場縁ざりも轄に7伯下する。

解将4の窟餐工わ貿われ蔚構】量調ση碁1麗とその團辺の主屡との組亙作爾か・り主寄る曜登の勧渠

をつぎ麟二つノ7副性客｛『亡憂される2とができ言5《2㌧01　）．　その一つr窟磁礎携『4r委耀112シごす5ツ巴

盤測牲で、これ隠種記込衿深芝， す灯り巧，緬漬物の懲整雛！葎の蔭さと，工塵餌窮のオ（季ぜん

町副樹2劇係する。 むラーつσ厨転剛性さノ3『～σ望惚循燈掬び樗雁τる傷桝の耀穫4り錨重方

一一 T6－一



向の圧爾弾牲｛マよつて定書り，騰遊靭｛の纏え泌》†深さに1可2》12的に窮響ごれる1？遣毎奄い．

ミで漁橘鞠蘭としぞ’M歓財｝匙ク鰺の畑’御栃髄獺臓の騨
しガ、も厚芝醒種”めて薄い要〆凌う喚欽邸今碁碇よ！？あり，そレて，コの碁礎1べ壇表衝1？遭庵載

うている吠態をノ考九る（ぞZ・3・1図瓦と，短納碁礎の近47畏ざを氏おざ友 b　ヒしマてヒき

，述進なら㍑1マ印M醐碇数蝿3，」吻πぞ貿それ

秘一654ム’ @　（騙）
物4彦儲　　（樽一／γ粛）

（2・3・D

ぞ襯翅る謬つ纏麗牌2β々鰍122，甑レκがδマ，陀え1ずk％ω／一謁

靴齢つ．臥・鹸η磯τある勲の水御雄囎1掴レ駕、ム例姻像するか確

物切軸町灯委伽可トその蕎さぢ何1？1冠一髪ぞあり，その振勧敏ほwを竈掬の重量とすれ口．
の

ズ∫7存 （Z・3・二ζ）

で表わ：rれる。2の建掬例庭表面工のケ方危rlで準行な主軸の閣リロ。勲体ヒしマ刀頂転箆勤あ

る鵬脱k’η9振鮎を行奄う囎に1誕掬の勤駄ηけ膿13ン・飯なる重撮と7∫リ・復元

…ε”ナ璽冠筋βど7劇する・乏・ロθ」鍵掬姻輪貿栃ゆck殉の斐位ぞあリ’γ

σだ表面あわ訓うπ建籾6η僧慧6η諦所｝i3での蔭さぞ訪る．

建掬ξト俸4癌さをい竜％とレ，累蘭な均一尽むの．とすれrぎ．画転軸因りの慢性淑卿¢h十電

夢．（峯＋「甚）

であるから，㌘4）ときの還動εめergソ灯．

K〆「砦号（」虻＋が3　　　12）グび
（2・3・3）
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ぞ与え弾る・鮪叫創側儲¢・刎τつの㌻碗・瓠わラ深働琿性鰹づζ正の騒
q，璽方1？晶董の威海齢西’り

a一㍗ナ殉ダー毒w舶一α”の一量（乃一撃）ゲ ζz・3・4）

備う1縁粧れる，（z・3・3璃と《2・3・4獄を鞭翁aぽ津・cレ噌磁鰍t冠

、　　　　○
バノ7需編 （Z・3・5）

　　　　　　Dﾆなる． コの鋤り’購撮鰐る訂麟’すノ」筋劒聯嬬ヒ奄るの量q

で一 （2・e・6）

であるOと帆短り貿る。六Yレ　W嘗ガ1ら　である．

　　　　　　　　　　　　　　亀ﾂ費1肋勲欄前1？㌘2・z・3勲？示し表δろ・識入暑4・」る聴炉）蝋の案撫マつ

いマ考えで恥う・2欄も勲の萎礎とよ壌⑱7鱗レマお1ノ：ヤ燃うマ塀‘猟

E脚㈱禰幽鰯毛のと郵諏騨洲輔分畷ε撫
蘇轍沓鯛弓マ嘘職榔？・聯禰轍概舷蘭蝦奮ず・　　　　　　　　　　　　　　　　　・蟹　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遥F　　　　・

鵜2・3嚇さ鰍離適身が職しセlx穐諏Y糠丞進委齢τ瓢駄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽　　　　　　　　　　　、2

1じ里でるときの地盤の瞭惟定数亀可．

へ」　　　　　　　　　　　・ゴ　．

路8ジ2ε・わ幽＆・ム （コζ・3！7a）

を37嘱22”αd†ε・aム （驚・3・7←》

筋θ菰讐ナ4禦 ス、ζ2・ヨ・r1の寮’ジ

麟ε．」吏゜＋ξz“6’ （2，3！ω粥茜駕8　，2　・き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　’

轟即跡噸纏酬職静鰻2
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て与丸ら㍗更る．

催盤伍均管でがく辱芳↑脳∫りば2：詑のε2．ε”．ε》の値はG）確蟹の種権髪教1…とP。｝83願　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

比ジ，　く2）建魏町面の砺状とマ％，お♂び（3）種込斗潔さ12蔚係する・し撚し震嘗の確笹1τ

2、に仮定レKδうπ「理響内な杖態ぞ口鷲し、7くの，ユれり擾礎葎牲享の値を理漁殉t？捲r髪すr3

2とσ一掻12・不可罷であり，9＜博他の奏似ぜる規1嘆なりぴに地檀劣ヒ件左もう次建初の撫勧閣

糊を湖定すう野外裳喉〃資料に碁ついマ喫のりれる・＝の場后ε》1守2”1？姥べぞズ体10f冨

tル伽倦伍〃働？脊りε。と2”垂鵬購レし1・馳pτあるヒし吻れそし、る（2・11）．

いき．～れりε8，ε”，ξ》の値そ田い78いで次て範盤の揮性像敬．で　とρois30”地〉ヒ

が・り黍舌隻掬〃ワroご俗n9の即性を濟匿億する試2｝琶ぱ　ト4・A・B言oサ　12・∫りマ♂∫：｝れτてぐ2ζ。竃8）6　　2
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体％3位41値である哲，他ラ「を！順韮コ壇盤の稲威，2氷量有ビの辱豪董でさり種わめて着るし
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面の幅とすると，　∫の近繰砥1で

1紘畷船穣　　　　　　　　　　く2・3・ZD

である。

本萱で購遣棚購ヒしての雛膣動の周期Ttと㍑k噌の醐T・を鰍る騨な方

抵を禾しf（が，これによリマ，櫃遣掬の婆本振動周棚噂荊脅’で考喫しτ：渠旛のぜん諮委携1マさb

うもの，「玉と臨げ沓％の冴を考え孜閣棚「存とを摺えると⇔欝切つの献牙となる。工t懸主に

堰蟹鱒畷柚に関像し’一τ日言3幣爵fミほだとPにさつマ妻配される・現喫の籏遣物で

l」，初研ウの擬勤碑肋ぐ矯するものであるがゆえ1？，前1？匝べ丁てS・†』㎏elレ【んnレerleγの

近似法1鷲粕ゴロつ磁勤欺分舶威し鰍遊初茎本繭閣塀丁・舟1冠

T遍イ。2＋丁チ㍉T～†Tr塾　　　　　　　　　（2・3－22）

小り修霧fぞ計算さ報るのぞあう．（2・3・22’）式σ笏編近似優であるが，L．S．　Jaco』露εn敷

侵ぼき烈ご、G≧3・2z）づこを権々ごグ）鯉墜簾勲★3の働で灯しマ厳正優と比帳し仁妬果は極り

めて嚢く一勲レ、カ＼つ，G2・3・22）試で家δつタフれ仁周囎の種1コ翼の健さ1）も瀦、さく甑ること

カv確ガ＼めりれぞいる‘鴛・G）。

太〆）方菰で算定され誓穂遂梅冶瑚窮が眞の儒さ1｝も小さいヒいうこと睡鼓鍵用震蔑分廊を

（2・2・44）調，あるいi護£翁h筥伽clSCo　J78．、ナごo幽翻舜¢e規是！？従4マ採用する際、で博移ぼ　　　　　　　　　　　　　、

写参働41設裏を鐸うことを煮味ずるえ・のぞある。伺』ヒなれば，Oれ5ラ〆1讃計用震産は旧競の」長

し、鍵i桁｛マタ『rしマ董可．　与えるべ三ぎフK穿力（　設τて｝導　BaSe　Sあρa戸）グ）頓｝冨’》、さく，　蓮に！纏ガ＼い園期

刀建抑’に酋しで捻裏きな叡毎燭を＃乞るべきものぞある於りぞある．
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茅4章　　等億i階牲i滅裏係数の簿佃

2・・4・1　概　　　撹

嬰縁の種電拘〆｝蟹愛応層の塀究に1霊．構遣梅の震蜘！？毒9命行可る葎燦て玩加うしマ考衆「『べ零

コと噂自鴫の理ぞあっで．織蟹痩簾に志る眈倭の解魯で灯セに振敷還慶1で比質書1する粘性厘礁㌍

考慮ぜりれでいτ＜・↑れど・し　コの振勃系に固有ζ∫摩壕，す奄わう滅蓑4＞性艇に電りで振動e嚇

卵豊数，覆取これる2とに殉しで口何ら説明が範えラれな船らτ（．ぞγ1σ振勧糸の動的惟状を

慌畷するのrz不可ズ鷹積遣掬と瑠笠の糸の爆性πと揮任榎元てについマ，菖ずヤ硲砿擬討を加

九るべきであり．その場脅に漁裟壌∫1ざ《、2茨均灯影峯」をもつものと考えりれマ承τてKめ，ぞ

コに凸導入されτξか弓質のrξζ3ゐる．

糟潅梅の覆性ナ∫と餓盗を正しく諺衝でるコヒ庵働寄し力轄iで疹易なつとそ2」ないけれども，

職妻力を窒篠｝で誹績レさうとずるコと博，慮リー層因難である。それ甑Kヒえぽ御麟科の

応刀とシで冴の蘭係於離線曳ぞ，し杁も覆歴を禾ず勿くの場骨1マ灯爆元邦と飯嚢灯とを明確1？

区別てるコとほ殆んど不可能であうマ，撮型晦勤理論1？よる解雄で厄，それを促宜胸！2等働剛

往と嶺駅頭裟畑て分胃て区別さγ～てきτてに魍ぎ7‘い。

しかレ，禰遊掬のもつ粘牲摩壕1でδる振動藪妻華の値が騰装柵の嗣震牲1？灯しrζ与える何黒

lZついて1守，”れわれぬ議ず襯縮再士の・禦児（Z・22）1？ついマ注冒でる肪奪があろう。一と

＜1て綴橘博工の主張・が厄震難の彰定鷺性とレ1う重零な性禦を．汚慮1でλれマ爾じで乃りれるシ47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

7κγ写に．

でてヒえ1ゴ，澱藏曝初のゴとき定幣町な魍訂を凄亀フる振勧系の振轍冨系に肩仁する粘悔誠叢て

の移少1て．εつマその貴1κ振循が縮警たi右されるコヒ17尉短4）と？うであるが，横砥晦の陶霞間

鴛でほ，煮とえ墳艶智に謁肩な漸嚢桝乏琶振勤減婁車という密で衰現し得煮としマも，ぞ4）量

ザズきいハリヒい→マ惣で）も繕澄物1が解聖時1マ種めで辱塗で訪るが否ガ、1コ嗣うかにされマい

｛∫ガ、りπ．珍く〃η耐粟工営看1な，従瓶、曹感町に綾凱勾1フ粘鴬藏葉牽が犬ヨr†れ1で議和曝軌町

竃嬢・汲臓魁噛翻臓初振幅1恥窒ぐしにガ嗣禰虞篭硯〃誓れ易いヒ紋マいfぐ

糺棚縞融σ，蝦勲鋼和繍で表・りゴ｝1御う嬢嘗購切祁ア∫く，短繭既鞄

捌マ過灘陣殊ぞあ・マ．その蘭御止助醗する随物の弾性㎏βP。喫1可，その掠

勤纏勤畑僻っ脇ξり秀い、差異σ勧棚πい：とヵ・グ勲畷遣糠タ量備
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惨簸ゑがを賦与，蓄τて癒附卯r「る：とを嫉」冷でも，欝震6η目的1で灯あむ、｝町累ガ賢ξい：と董主

張ぜりれτぐのでありτで。しか’し，綴雛雄r玄雪冨よ詑｛の議爾〃へわ重ち｝？揖澄掬〆フ薇業πその叡のが隔

醇窄的亀！で焦劾マあり・ぞ房魯系…噸髪梶レ㌘餐いと藷謁ざ穀丁てむので1駕賓しマ1ぽ㌧、コとを，2・で

麟・マ汚ぐ営奪爪あうろ．灘橋蒋宏17構鷺物の弾修慈て卿で蒋種・rう鞠樺嫉蕉姦ηも，｛・レ3、

　　　　　　　　　　　　　　」レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ｼπ篇ぞ4・重τ蓮べるぎうぐ，卿刀’ザ塑燈犠鐸入’＾マウ、らの碕澄陶の蓼動に覧ら澱るr蓼駐住

駒でなっマ気なわれる¢，囎門γ量」に劇爆鮎∫《∫纏董滅夷」を語く諺嶺これでいるのである

（2・94）。

還凝的な激零に灯ずる磯遣均〆吻星惟17，レがし，擾喫に最・し起り爆る鯉震汲飴1で資レて礪

潅物斌鱈虞を免が貿碍るウ＼香ハ1く～㌫ので懇γり知身・7るへきものぞありて、ぞ47翠、霞6ητてめに碕既

往の壇震勤1τよる稽遷物の雄愛応蟄　　とぐ1（了餐裳嚢税陀＄POnseが琴考と7」：る。その霧台，循

造物〆）f夏充汀精牲駅線型ぞ、雌愛勤の憲象誘槍が』去唇・奄瓠｝髪毒を毛つ1；憲デ∫いし2シ痩のτ哲勃と

毘倣し得る場ξ麹て隠、灘櫓i警士の諭文（乏・12露）ゆfO撹明百種めで飼恢ぞ瓢あつても、比瞭的

石麟難続する顧物に河する残多羅播ξ掲の廟卿ε卵ρ¢¢’川・・（2・ク3）を墜れrご’振勧

禿4）むっ蔑衰性めr知1＼ηて坪・eぐ4れρ”必但1で式きく噸与しぞいるごど1言晦瞭ぞあり7，…糠に蕩

裏性帆穴きい程瑠嬢κ層に訴可る鍛穴婆飴灯小ざく電專｝，し質然つて塒潅陶の竃震牲億増字くτ

る二と燃わ勢ろ。

ご・でわ質わ｝ll窟，よ診こ4？姥滋集型嘩董物〆腱震聴のγ・ぞspo・τs¢8pec伽・mにpaγ∂”e†ρr一としで

專入さ翼マいる蘇量の煮蟻でついで吟瞳を帽える魑瓢あも。：の漸顧rは蘇の雛窪愉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Pで7弛アる辰現（ず8r・鱒d・？γ）．汽ヒえ1で減象係数．演髪元．慧穴鷹灯殺漁震享可どて『氷され

禾で宝薮その毛の溶綴瑠瑚溝7いわ暇マいれ吉う7」暫啄を袋なろtのヒ汚之γ6湾れ1ぎ仔わr8い．

一州を矛・ぜば，畿喫理翁で取坂η招る祐牲1瓜嚢（振勤の違彦の1潔r比馴でる摩壕）を毛0

獅1。γ・’8当り’その繍麟の2勲て姻レ礁勤ぞ噸）・族’rηが”初獅型振

動系ぞ1冨iζγc他者り17モ獄つ牧る6爬γ9γせ1奄振動壕幡の幻棄に比例し・m冨ZLPトρあ霧

醗ξある。さ・マ、運勃r￥霧式中照暑ハれる漁棄係、漁も非畿型〆）喝費ミてだ旅喝の魚敬として喪

癩r郭卿；と然曳噂と瑠｝，コ1ぼ・禰ρ・囑e戸ρεd四・・穿1：paγa磁¢・・としで葬入ざをてでいo戚

難臓髄獣で凶つ肱い鰍を毛喝跳し拷誼耀碗り酬という詑糟

一一9 U5－一
▼



る．

しガ、し、理庭の衡愉ど誘rrう酎震工奪啄体朱忙室れ質線望瑠論を脅景としで発辰レ6、わ3

：レのマあうガ、ケ剃鯉循遊掬の噸験冶を商蜘2す3喝伊綻も従象用ししわれマ象κ表理を

阿いるつヒ㎡便卵訂ヒ帆りV、・ヒ〈鷺射レし、級誕琵嚇る誘刷で，で亨狛珊用され六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，」

同驚部贈跨る：・と痔窺取そのも41、擢解セ肺†るyに丈切7JOとである・御ρδうな毘ゼη、．

ウセり質われ癒伝！’壕的冤複継な滅蒙力を近似町な縷翌理楠を智景とレ7（等働奮」性甑裏條数で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧ﾞ現レ，それを蓑薮づける：とを試弓るの？あう．嬢元力の桁伽順厘を為する彰撮型振勤糸

沸嵐裏性についrぞ1初辮葡で講守るが，で・で1可腰歴のない謀型榎完力と〆廠町な型の職該をセ

つ家6n落衝砧性爲激を柔めるぢ旗を絡肴レさ弓．

良幣派蜘の場唇z・4・2　等・爵粘性i霞裏係敬を求yフるτてめの」罐nのオラ云
，

ある減裏系ρそ帯拭態の振勧に勾する近魚醇を棄める一俵凶なう∫琢をτ碧がわ正弦理多ト灯〆》

場｛釦？ついマ説頻し憲ら（2・01），（Z・2rら）。こ4η近似；幻τ元の糸の撒於オ震試の滅業環

を運鈎霊湊の1芝4）薯1マ沈軌し1て’。つの辱侮4∫項で豪琉しさうとずるむの客ある。い毒，冗の

豪ボ質∫〆つの錘裏霞士（ンrの齢をe人1で

桝菱玄（：”★膚ヰ乏ゴ蟹撫加のナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（z・4・1）

なる磯で与えわれるものとすレる．

蓄守，コ4職蕪電帳∫り面単ζr坂想算僧逝嚢環qをぞ監博レ得るものと仮密「「る．そしでぞ

6尋働卿窺靴痔る抑鳳⊃の糸の藻勤副為c鋼ε砦リ12消激さをでる4悌のせ欄等し

いというこヒで望卸≒）れる、ぞ｝～癒力いる寒偉叡とぐ1？共孫嚢迩くで脈勤する系に狩して満足

でれねばなりないoと選重殿胸12認～のわれるo）プ寒ある。顎かこ抵勤申；マー碗鐸としt響），ξ衣

ぽ燦斌ぞ4唖鮒4厳1吟に喚～りで第るしい凱撃を4えろさうな鴫台口考充ないごと12しで，われ

加国煙！鱗灯1マさつで質る是鴬膿岱×鋤ζ叶ψ）符えりれる瀬釦振勤働るヒ仮驚

す翫7備つに醸し耀動の物cソ幽劉1覇せこ蓼てる｛惚凋h第畷力’凋算さ貿

，攣レ覧2懸等鵬糸の悔cソcle考り〃鰍韓量1得しし’と置ぐ・ずな栃

一一66－一



作廠 整イ㌦
（二ζ・4・2）

勧レのる。仮是し穴解がり定の御｝1？×ωα顧副一ψ）， 　　　　　髄ｫ質4zのイヤ）｝で ×ωωs（ωナーの〃

と歴くなら竃rゴ，　上試竃窓

　　　　　　凶　　　　　　　　　　籏
ﾞx涌 `伽酬ωチーψ）6修繭醜ωプーψ）認

と穐「る。

両望の糟分のイ置1σψ ’2百蜘気係ぞあるかり，一椥守等働粘注諏嚢係激乙 1て

（ズ・4・3）

で4之り貿， 澱就正礎数なろぱ工式朔齢を計算しマ驚脱量ぬを黛ぬる2とがぞ乏る．
、

すゴ辞フプ＞」てとえ聖ざ

岸　　z・工　表
喝

η 。　…1　12　，3　｝ 4　　、 5
階　　　　　　　　　　　　噂　　　戸 ‘ i囎　　　　　　　　　　　　　曜

．一、＿。よ＿罵＿、．

@　　　　’∵’罰　皿鷺隅㌦　　　寺

・4　　1　　8　；3　1 32　　； 5護
15π　！

@　1
一3

一唯、

となる。 駄η哲整勲でなし囑勧冨ぬ博偽瀬∂剛終表斥さ貿る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Fうレで瑳め励てπ等面な1♪顯速勘萩衰慮を爵いマ元刀徽骨で耀試（名・4・i）を

期を＋（c瀟×例ω・一’）を＋舜7＿πβ；ηのナ （z・4・4）

ヒ峯き凌え，

@　嘘

そしマ2れを解mぜ解×s函ωナーψ）の振幡南ざ駅餌購蒔

一ら7－』



芦／★　　　　　　　　　　　　ご噌協ω貞X沸一％ω’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・4・s）

x鴇V幣砺r薫灘諏…碧砕7一ωγ〆

となる。ごの燕幅｛の乗示r憲、その満薪ヤτ×　を管むかン・．×1？南しぞ訂箇箪ぞ鷹ない。し穴r例

リマ燭：4）義を卑でレ～7痺を整理すると，振幅×　癒

×烈＋観号廻×㌧　が　一・　　　　ぐ2・4・の
6π2ω。2

　　　　　　　　　　　、ﾈる振箔オ渥式を解いマ薫のわれる2と12なる．れが正なわ！こぞの切矯なる腫1？河しで毛（Z

4・6）式19正葎を右つ、

こ11近無法を瞬いマ喫蔵に貞題を解く前にわれれれ蔚Jacob8θぬ放1屡依設巾く仮定ザ専者客

あるが否ガ、を講じよゐ。振妨勲τ一瞬的冨蝉止嫉鞍が起る覇倉！Zlな唄わが12その遷蜘3瀬和脈

勤ヒq州寸薦γ1τても必マあつてごのミ重似解バ層裡的な緬果を与える2と19塊傷さき」ない。レか

し，二御／0なり集振雅綾で幻距帯かなリ宍き灯塵朔が主守る小り，致の鮪を頴斑娠蜘のぞれと

仮定する：とほ蓬認されさノ7。

壁畷の張1マ対しマ．正弦型の等働摩職邦衣代入丁るヒ，等価とあいπコヒぐ蓋る繰差を主ず

多醒、それlq喫豫の系4腿勤拭非繍ロであるという爵婁の尋1？墓つくの・3あ弓で，もし灯鉦ず

る蓮蹴勤翻和輸であ季礁’そしで，そ〃、齢・初丹2れり粥知プ礎ケZ難纏ロ

幻レマ講価客ある。3つれども．嶺喫ゆ’η怨プなる協｛＞i？限リ運勧蔚甑和殉で，他の喝｛）ロすバ

て近飯侮有も〆｝となる、ゆえに，偏η廼群zeハ）！？近い場後洞ρ睡1？夫き符魑のと餐潟ヨ似蔭は看

しぐ蕉く欝る2と癒朗わ外ぞある。

麟1？餐うマ（Z・4・6）式を望ると　契旅時1？に×3の硬4フ係に0　となり，しfて1べδマ

プ「7鴨
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・∠レ’7）Xγ讐ア7篇ρ

となるコとが類われ趣う．　ご。の4，賜e”ε；。nlコ（ガ／単血盟蔑のγ塾葉）でふえり招なけれ篭ずπ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●閧ﾈい。ぞごぞ、ご。をぞ凶灯と淀蔑の4；糎n露’Ohl？1∂うさりπ璽潔乞の條数飢と方瀧義穿

一68一



12すでだ雨いり較ζい9祝考との魑診ピ02δつて乗児レブ巧・電わ、fてi・えば，

rご・一α蔭ζ砺ア　あ御冨　。ら嚥停アFイ 《2・4・曾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦ﾆし志う．このα，を（Z・4！7フ式12代入すれ資’

．准窺く4r－［三［：
ド／脅　　　饗α蹴 （2・4・4）

となる・2朔薩試博共振拡犬摯怖が画（凶蘇プなる鍵）セ元愚ηη禦漁ぞ等しいことを斥レマ

いる。そしマ、2れかり量κ、笑娠輸？秀いぞ1τo〃η近飯鰍バぞ4）最も薪該の裳い解を与える

2とが難フ珍貿るのぞ3うるρ

　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

Y般的奄オ霧筑ζ2・4・6）犠は（鴎を凱いマ薯〈とつきのさ♪〉腱竃る。

（卜％・）2　　　　　　　｛
硝＋「硫繭）勲”㌧㎡凝《曜P）”器汐　　　甲 ぐZ・4・10）

コ4）ゐe。b鍍。、の近鰍叛をぞ6つ策も難い柔、寺を与えで哲絹腔を樋じて昆よ〉ゆ振動系12ご釦1酬』

だ凍ρ，が移在す誉と艶コσ，鴇の優応oとなるサ・・り．ご〆ご，，に5銑 ぞ尚る。正弦

型の外胃を嚥丁宿腫摩綾を膨衛う系の定常蜜峯藍i振勧1でつい7ロ、 減前　J・2P側ど8γナ09　、？さ

うで束のわ遅マ湾り｛Z・0き）、セ貿1？婁ヴいマ」ムcob鯉瞬め流俄》卸バい著が砂挫鞍コれる。

す魯つち燦値餓肋脚隔艦蔑の鶴ヒ属じマ・霜掌傭鴛り帆、勉齢櫨縦

戚†綾＋ごβ9πぐを）暑Pξ淘ナ （2・4・鴛）

と書く．レ帆，⊃の桑の劇勧灯あぐ誓も受伽鷹毛の7ありて餉れ麻望碑場台の｛う

聾てぞ41存廠R遵つマ還勤「が著麹される2ヒ藍訓ざし㍉ごの表婁外3創Har＋・り董2書・で求汐りりれ

穴芳諺試の藪正醇を祷維4獅レめ丁くグフ3ある、し騰よ試のβか矩く比べてか7」り小ざいヒき

は連縦跨な運動が誇2り，デ輪・i著縛騰し傷宙派勤i馨1マ知で鱒紅する性管鷺もり穴ノ種の定轄振

一一 驍X－一



勤姓ずる。【漸幽南99笥2の謹4フ痘勤の・診焔嘘P献

D一ﾊ／ア箏写；　　ノ　喝励篶　・ （2・4・’2）∫凶’芦蕨ノ

でキ之ろ貿るコとを示しぎて．⊃の根等茜｝？房る二つのτ勧奄知で臼衆の彰ぞある仏り，后々口湊
●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾆな30ヒ1言奄い．毛レ　ご・0　冠b聖窟ρの≠い葛

’

（z・4・23）
0濫」三・　　　　　　　　塾×　　　　レ粥複・　　漁

@　　　　　　　　　‘・

すσわち．牢瀟妻振動糸の定常1剰動で青σる最丈派幅を禾寄む扮となる。C　　　　　　　　　　　　　　　4

の八さな錘！1で幻

し駕（2㌧4・！2）拭の助働訂撚（2．4．13）嵐の×よりる榔小さく， 訓て己／Fゆ

％πるヒきP，τ0磁つぐ」ぞレマそれ厄，

@　　　　　一

ご　　％　　ωチユ£
　零ﾋ　　’一昭乃・　　2ω　　　　　‘ Gζ・4・’4）

なoヒをぞあ壱．％知μ‘鰍旅イr随τ暇2・み・14）式の分旬手を紹 1でついマ微分レ

で己／Fの糧隈億甜算ずるとご／F一劣侮と窟る．師り，むレ《ヲ≠5％ 紅わ艦ざ，抜

脈爵にぼ・4　ヒB〆知？髭限フくと電るfての、塗隈に犬きZ3振幅溶匙9堺る2と垂？なる。レか

レ，防〉ρ「％妨就P菰磁鵯1な戴なつマぬう，惣鏑飢蒐量翼ηン燃の％

礎包P碗纏敬とな嘱る2とロ，2の勘が蹴購吻駕なぐマ， 僻止杖裟斌

起り得る右のと解厭rさを1【｛塁）9

Dgη戸ar　f・9博騨激続跨な停止杖聾を右考，ぞ1徽裟の藏，2の庫壕力哲 ヤF誘．δび

一戸η～緬離η憂納嘘鮪する占う樋蜘？袴しマ癩正椛勲る2ヒ12舐切レπ．

しかし，杁・6榔卿驚を珊確ぢ毬の形ぞ事き表わすコと1葛不司解ありて，緬菊貨貿ぞ

絶彪かち勲？つUぞ1齢ηな惇き轄歪7‘り7」い．

定賃魔磯πの場台の鯉にΩ動幽r・陶は迂質糊勤膿と逢傾摩壕斌暇懸1？起る傷唇も解いτて．

擁糠比ゾの麟・さりαお終ぞしτヲF拘“りひ9きでの鯛の勲η

’よ一？o一



磁を毛っ霧昼の定帯賦鞍〃矯翻謀那薇の鴇支（て・26）バπ・27）に蓼rアリれマし1る．

さマ蜘ゐc・』鋤贈鶴和．劾気乙〆こらひ盤を（z・舶）式に代入す祉、

戸～

f噸羅治鰍）y識・　　　　（2・4・τ5）

が得ら孝～る。よう？廉曝X〆1纒iぼ

σ

×3士王ユ匠葱麺EΣ　　　　　　　　　　　　（z，4．1の
憂　（！一ω／知・）　　　　　ρ

となり　：・貿羅弓斥“り震が3迄，δリ小有る事ベマみ場趣7袴しで芙振晦の振幅哲棲県ズと

なるごとを斥rT．帳塚四測馳0麓をとるヒきな梅題脚可倉壕がなくなり、　e！牛多π漁の坊分罵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●齠nの峯髪瑚焔艶なる．ぞ狛冨ご／ア荻％と癒塀7州で獅鰍承ぞあるかり客ある・

コの突孤♂象伽葛（ズ・擁）氏で再られるP創H餅量⑳の厳正解と一数する姻〆雄にご／F

奴ラ云を裟優薩擾の系1マ髭爾③る際｝τσ共濾以下マ3な振鳩を総く搾面丁うコと12なり，並12笑簾

駄よで竃重勉解ぼぎる堰冨実き凝ぎ各どいうニヒザノ縦晦に緒譲ざ質る。

　　　　　　亀ﾎる微母秀荏銑が斗之われるものとてう宏ぎ（2・4・3）へと穿ズ・1表塾わ

ごギ「争ご×→の一’＋「爵ら×2如竃　　　　　　　　　　　（z・4”3）

とな曇．し、暑σ義◎㌔F，4、譜。亀：／ぐアP〃デ，陸xぐ解）と甜・ず（z・45域！7綬、

一7！一一



●

し7、拡つく刻で閨する芳鑑筑

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　・

｛釜一｛洛硲冨夢」響塗嬬）6惣2鵠」餐絡恕星尉　（2・4・！の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1

を得る．笑嫁4？霧暑、コ4）オ糧賓1ξ．

（2・4・20）・　・M㌧一護矯縛㌔義鍾多一儲凶ア1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
ｨつ，ぞレでひ6／戸〉花匁なろ潟こ雌の鞭噸涛うコび棚る・しk痴マ　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　ご

　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ワOと覇様，コ〃慮叙饅状催瞭を毛つてて灘71ぎ（ノ・1葛％憲り，｝＼さく啓け教1ななわノ3い2ヒが結　　　　　　■

欝されうζ2・2曾）。

」為cσb島伽〆7重似ン潔冨受鍵を馨る・！頭蒙τて隠数鷹の滅裏関数朔箒ヒんピ加佑1灯る場珍！？袴レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　‘ﾄも藻髪・傅充ガ綴喪抑振勤系搾答撮繍で秀・すう定庸礎財滞喝綱繁勲？妻い値を与えうが

り，望環灘鞭鰺ρか構婁憺執を髪髪拗嫁蠣嫁る場矧鉱F窪レ露る廟炉鱗法としいマδ

い。そしマ，構覆物‘の甥気窮為瞥鋸考芦爆聖6ρ喝脅〆），考’漁零改めマぞ皿緬あご友ぞ1コ繰で脊され　　　　　　　　　　　　　「

る。§τく，諺函派鞍銘骸循く幻滅裏係数を戴～りるrオ～弘濤vズドに瞬壁さ糞てる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
Q・4・3　　奨裂ぞ得砂れfて自由撮襲記賑松り漸褻係i敦竃…栄める：2】ヒ

岬　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　●

贋i愛吻に慨らがの芳活r～ζ纏鋸愛位を等えて望襲的に欝り貿fて旅れ‘種ズ振幅）の゜ズきさをつ

ぎク毫ヒ1賠鷲毅疹盛4）タ喝ρ〃廟紙12蕎き込んだと・き曽，ユ本の重線が得1フ較る篭り1斌その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬^動∬振雑冶穴塗物v甥歎離冬晦てう駈ゲすアむの宕あ・て　霧牲獄裏比ゾt可’髪？あ1，’鵜

惟簸の瀞が秘す貌とヵ、わカ・勧・努ぞの姦季砂ス鍵ガ噺働経過と突12解晦鷲減

小す湊コとを系守参露勅、り…」6／妾13一窪τ診り．ζ！α、！伽西摩峰4）の・塀汀いマ’いること醒わが

る。レ帆海鞍纏巌態慈療蘇賜鰻彰符）るとき，ゾ薦冨脇郡抽るこヒがれ較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽hれの考寮の灯線と脊る。すなわ乃，婁覆〆｝磯造物の自由履勧！｝婁礎舞嶽を駆うヒ，騰戯勾の

厩農惟・に「希性と．COu／。切彦の二つ4フ減妻鞭庸の組」9汐《と晃倣レレ傷多場替蝋㌻い杁りぞあ…δ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6囓s湖装あよ官ごo“10Mわ減裏4フ宍存すう糸〃臼密撮勃を表わ可傲房方霧筑口
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、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

?{z▽戸ズ寸〆α士4）電o （z・4・z三）

と書螺る・こ曜暁澹論算　，幽編縞る・
業 瀦冨オ1腰貿ぞ貿を釦．壮ムと導レい蜘，（Z・今烈滅1τ

　　　●’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G

iを丈6）キ・2ソP（：～±ム）ぐ〆ぐ2ゴ士」）犠〃 （2・4・2z）

と書くコと毛守｛　こ爾Nつて（Z・4・2ρ讃て1叡Z・4・ZZ）疫〃一敏蘇鶉，

鴛」‘♂〆（湾。岬．〔マ靴＋彦2・叩！i＝7・≠） （Z・4・Z3）

とア♂る，旅勧象がズα・奄る襯腰位ぞ欝止かり蜜鴛するものと仮髪でれば， ぞ弗易穆の蛭

塵は蓼であるかろ姦初の賑顔で溢レで∠簿賀考をとる．2れ奄り稽母定数△βを髭めると

ヤ1番自の振穀に慰しマ泥域が屠珍綬る．

（z・4・z4）

γ一∠一ゼソ〆α…β）（卿添＝アμ7慈7sゆ戸の

この振教の終りで還蔑受爪oセゴなるの｛言戸4間声ナがπ1で算しくノ写・武2き1でなるが

ウ レ∫てカV・て

π
仁鴇梭ﾝr皐

4riるとき．2の糸奄冒の隷りく変位　プ117潅レ，その領監寄

γ、蟹みεり獅ζγゲ沼）紹 （2・4・25》

一一 V3編一・



ぞある“2の霧敬蘭数擁分を　5　で衰ηてと、二〔式に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
ﾁ，蟹＿6α。＿4）亨4

9

（z・4・26）

となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρlr2番師振綱轟初助靴く時麟を瞬するコヒ1？レマ，そして今魚題慶慨となる

Kめ4の正号をとるヒ．ぞ2番旨4フ振貿の最後1～禽ける正の瀬実安位’ぬ1可
　、

X2墨8α。＿ゐ）－264－4
．、δ

（2・4・27）

　　oｩわ棄初り君るの2のどう12唐振れ薮別々1～考えマ’圖姦蒔鍵算｛ζ繰重でヒ， 一ズκ　η一穂的億表

禾、として，　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ム掌等8α。－4）士2訳8’峯6”幽2＋＿＿†めコ：β ぐz・4・28）

　　こ‘

Jて懲ち貿う。　’7が音1フ整敬なると菱1？＝の試のエ＠14η尉考・をとリ， 　　　　　　　9Yzが僑数なわ｛1∫－F側の

　　　　　　　　　幽謄ﾒ1弓をとり怠特れ田なわアぎい9

2〃自宙振勲な叢搬の振れの撮幅η0牌ρより小さし嚇説て1襯尋しく∫♂・穴とき、ψ止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂ﾅる．篭をし心佳惣？翻π箸し）｛とおげぼ

●　　銅謬抵㌔。噌）士24（計・樋渉㌔　　　．6）加

初栃孔ぐゐ一ム）雛z老7　　．　　　　　　　　　　　　　　’り
　　伸

i2・、444）

と備かり，さの乃吻糠を初算腕方活縄台椥ると．

ざ曳（始一」）一勿≠チ
（z・4・30）

と書ミF蒋る2とがごわガ＼るo
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ラ誓5章　遣続体に祐景し得る漕遣物の非定営派勤

名・う・1　概　　脱
噌

擦撫鉛垂物の壇震薦暦を栄∂θる除1て，丁てとえ1ざ，4愚1Sp酬の糟淺掬口1自由愛の饗桑一

躍ね振勤系に柚穀ぜり翅，鷲の数が増でと珍自宙隻4フ鮮鴬一1ごね系と考えられる場唇嫉勿い．

賓1｝窟一椴ノ礎築搦さ｝響漕載御重が鞭ね各階の床面イて蜘？蒋紐レ，天拝お“び床の固髭窟董む

揮y床面に察中ぜウれるものと昆微し欝るレノま1く，往誘よπ壁の重量がその蕎さ60羊屍の位

冨で2房ごれで，ぞ貿ぞ翼よ下”階の床ノ¢v♂だ分配される毛のとすれば，養察物1ゴ，締殉，

7存庵｝望量が唐階床面、マ集「中し、そしで，剛牲〃ケをも巧重重の灯い往ヒ黎が鍵築物の未葬費

砿ぼ論翫寄るものと考えり貿ぞ筆fて小らでン）る。他嬢爾に駕る工下の階の得≠‡氷穿変位12苅沁

1．て，梱でほゆイ妻形哲顕箔ぞあり、工下階の相舛駅牢愛侮の首向と…警行ゴξ壁面蒔ぜん欧要望移

を慧寸2とが認めカれる帆，博ウで禰橡ざれτ（床阪の婁｛吟量η吋鷺視レ得る穴餐さであれ信，床

版とi算り，すなわう，衆禍の水箏都教を剛と更敏しで，蛍癒！万K牢刃を撫え六ヒきの」【下階福

灯永牢変位量が覆惟旙逝」海｝？≒袴しマ萄蒼垢婁マ計算さ翼るのマある．

従寒の線理蓬謁では．カ、、る蕉蓬のもと，竃ぞ建禦物をその髪｝階の重量（1覆悔刀）を代豪でろ賓

靴，倉謄の・鐸騨駅復元力）郁で衰すべき一つ鋤伽（8P噌）とが邊続《る系K抽象レで

，ご6つ建築物茄雌勧を屡片顧場侵のr8spσnsεが鱗雑さ穀7叡質のマあつfて。つきり掬象駕ざ

欺派勃系は建築物（帥耐ソPの！噛脚得しし闇致の囎鮪し，建築笏盾溶の稗騨聡の

火小鷹，灯応「i「る1でねの離さ〆｝強騎で矯性ヴけりれる．

之のきう1？抽象駕される建蒙物ノ）麺震応綾に解魯翻マ1マ，あrうい隠婁験的綻家める7とがが奄

リ凧蕪力、砂なさ貿てぎてて・κヒえ1τ，Jac・加・・蝦，Aγヒ¢爵数覆1ご米国5∂れ隔ηOl8co希瓜

1？うけるi5確姻leγ∂”晦粋8u｝14吻縦〃地盤蹴をも盆め如る魑の要勉、舗糸の

摸型を侮るZとになリマ種々〆3地勧π．こる蓬累燭の応碁…彰虜駿晦1て求めているし（z・z¢），’

オ、望層の漆犠梁糠0水牢撹慶を棄～のて、算価な管莫一rぎね象の震孕融性を章欲する・：と苗す

で1マ丁42・0年代！で鬼ぬ疲樹、中鍔ナく部訊りr～“つて試冴わザ～でし1る（Z・30），（Z・31）。そ

しマ．2のよう灯漣続レ六始鑛賛彙系が鯉震痴？行好わ振勃隆初蜘マ蘭な倉次の派

財裂の和ヒレマ手えら轄τてと憩傑播研め覇r確牢る水獄わ剛あるい、駄飛’ぜん町

々蔚層振勧脚de　7吻得ら｝《る六わ♪†々層《ゴル断灯を加えやわぜる2と17ようマ得ら貿る2と
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．そして，その場を｝rζ暴本旅軌掬ode喧「いレ，：∫ぜいヒムメ潔1次’島｝蛇4｝隅odeが受配町である2

と状明リガ、rz：ぎれrて・　ト4．　A．Bio†　蔚調些漿掬の1ゼ勇ヒr‘9POn3¢を束汐ウるコと1コ，琵㌧衝．　その璃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｧ吻の各次4》振勤吻4eの｝一¢sρ〃βΩを毎～βηる：とそあり，、疹吻4el～ついで‘守それ、？舛舟す

るi臼宙餐系斌唇癒iする2と77、砂，種遣糊1の南1震脅畜†切重導闘資科ヒしで4Sねη4aドdl《㏄e／4．

r8テ鰍命¢e≠ド醐妙ぞ嚇しτて・MんB’。初？つでいマ石護飾う厩9ハ擦降の擢髪比

媒調レ、マ鞭物の㈱ρδηβeを計算瑚7さつて知．齢β疹＋砺果を魍1マで・、る（z・32）．

乏備うロ蘇灘擢鰻縣としマ締つ傾免徽誉1鋤隠朔い帆て9％駅
βεドkeleソ，c81i子。rnla，で行駕rわ貿τて考r圃ぜ彫膿工馴葭搬で1可Aγ陀散霞帆でれきぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

の争く4）1研乾看1ぞ姦る包括博な研乾の汚累を整理レて幻れ幻れ腱示レマいる（Z．33）．

しがしく∫がり　播蓮切の階敬が穆者珍い場台に蔚，う匂由慶糸1マ葡象する解耕ぢ意醤ガN奄り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ唐ﾆ搬ode〆）穐駄とズきさを．窄禰4γ質量，隙性r2角じて定タ》る貯刀1ζr種め7著るしいぞレのと

なリマζるの7ある．建案椀〆〉階島が10泣ぐ〃）協曾1で！ξ∫厳蛮な数鍾賛算を人灯の→に豪蓼4マ

1〒甘うごと邸穆蓼η瞬同と鍵奪若の憲耐と窪館マ窟零r「る釈，とく蓼？，2・〃鵬必b隔ndγβ’訓2憲

うて，†勲咽の管莫さり可る系が喫除の複維な壇驚鱗1で河レで尿でh2蓼翻鳴ぞを求める1でrδR．L．

J』”【ゆと～・剛G一踊嬬剛肋り儲う1て・惚34）吻手al岬うrr鷲碗猟勲

　　　　　　　●G�芒ﾂし霞∫1す烈塁コ7」わなぐ萄る．

一」蜘ぞ，わ・れわ嫁力て藷層架猜を庫了趣‘？rr§揚像12　P訂，2れをりP歯閤窯蟹’婁系とノ考iヒる・とりも

，毛・しう算葵・亨韓二斌曾窃する腱続鯵とレ徹疲・k仙醤り牌7あり・鰍柚12が恥終

緒果菰碍ウれるセともケ巳なぐない。そ2ぞ，～れ仏リロ商層裡壊物4フ壱階’の孕顧財ぺ9副慰の応

布斌丙Y燭一rご蚤喝｛｝1？，ぞ〆フ講置吻〆1麗震巧17謙切宿態ロ絃o振勧で似質ぜん尉振軌を新督

ろ初と鰍レ鮪とし肖鯨碇説π墨ウいマ，厘続敏徽ざれる麟遣梅溺彩定轍勤を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

、取覆つで冤ざう．、こ抑積造淘の爆完刀持粧越琿な生町マ、が弓繕潅場挺房霜ぜる減褻が還慶の1　　　　　　　　●

次臨伽騙癬叡脆齢と蓼凱鵬劒嘘の柳伽軸eeに姻る縦轄鰍
締1447駅小鱒・玄｝マ姦・り得螺ぞし、るので（z・35），7・？1すコの細臨を嗣　　o　　　’　　　　　　　　　　　　　，

でる2』と∫が歩7始める・

C
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2・主5・乞 猿読体4）ぜ《！渤振勲方9澤試の一綬解こ・1、癒博まの解〉

ぜ繍変継創働麟鯉磁ンナ～κ灘卿噸囑勲齢櫨知，ぞ備翻

の薪さで佛マプ醐，ぞ学で12童爾ぢ振鱗莞財を7蜘？とつでてごで，つぎのより1で喜き豪わさポ1る。

轟lsα♪暑鍔一轟Pα）離｝一ρ‘γ）書峯一ρ触）難一F（zf）　（z・5・∫）

二

こ・1？ βα）寵G・α）・ムぐ）で）…一・一ぜん酌剛牲，

ρ（ズ，　　　　　　・一一一構蛋物凶死衙望否δ乙‘落騎重によ→マ架循に縄く軸オ向訂ノ

oα）　　　　　　一…・構澄粉に碗葡《る職裏係教，

9　　　　　　　・一・宗纏（窪続俸）の雲凄，

ハα〉　　　　　　一一撮遣撫o猷面添嚢，

πζズ，ず〉　　　　　　・一一非定嘗駒ZJカを釜死ノー解鉱これでζ外蓄，

ぞある。 灘棚瞭を臼とレ，好脇篠徹影循知し、熱静働・して’凱

を嬢契元化でるヒ，2つれ彩れ樋，

÷舞｛働蜜）÷毒｝一瞬毎ノ（多）÷劉如（妻）詳伽蜜〉郭一Fぐ蚕’亡）

（2・5・2）

を欝る． ：～・ぼ

」Sα》鷹葛3‘罫・），　Pα・・βタζ多）’　Aω・んoζ∫）’　ρωrρもαζ多．）・

5㌔一込星　　　〆4ん《ソs。，
ごら1で 刃職経／5．．　　　　£。，

汐（妻）一ズタζデ）瓢μ蜜），　戸雛・ドんン翁・

とみいマ， 　　　　　　　　　　　　　　、ｮを軍純化でれ1ぎ（2・5・2つ威33・、　　　　　　，

　■

ｫlp‘ギ）罪｝一♂岬壽一〆・侍）拳一細）　　《2°5°3）
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となる．こ・孝，城蓑Dα）の樗行のでてγ｝；で，灘彦吻の撮勧隠ぞ旨数衡敬内t？その謙噺登誠でる

ものと汚えで，

　　　　　一8ψVぐf’f）蟹「ε　　以ζξ，f　）　　　　　　　　ノ

（2・5・4）

嫡園係猫り’従駿数7ぐ舜）萱uぐ貿）1拶捜する・邸し，ετ3麟傭等即撫

鱒撒科駅凝えぽ2・3の1催叢猟でいる伽戸四fad・r　l？硫ぜる初鏑りて

τ　8　　　p9
ε働 V7ド騨2伊．

と邸る。し㍑いで，われわ惚冠ξを班立委敬，α紹鞭斐敬ける備駒斌皇式．　　　　　　　　　　　　　　ず

り

毒｛〆妻）器｝＋αζ多）αプd‘ξ）詳智一！ぐ影f）　　　　　　’

（2・．5・5）

楓働．2・1でα騨鼻‘蓋），昨（雪，チ）イζ∫のである

そしマ，初窟象件

@　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　1クで夢州重べM（ξ》，　｝蓄i斡。－Nζ1｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　　　　　　　告
P蟹，従駿勧勲ζ2・5・4）1？さ弓マ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　、

撃父ﾄ多，÷）1仰一惚），　i警｝バ～ぐ箋）†εM（誓）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弔

ﾆなう・い書ζ2⑥5）試にLapl8G護灘施購騨さ糠如

遜｛ア《夢）卿d《チ）仁〆4‘歩）ず7富一φ（テ’ぷ》 （2・5・6）

@一

一78　一
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　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

ﾆなるが，気Ψの暫しし脱号ほぞれぞ貿

　　　　　働}ζξ’s）穫♂αぐ妻側

φ（ζβ）藩φζ妄’s）やs1貿㌔～ぐ多♪ナィ（事）÷μ㌔ζ多）｛Nぐξ）＋εトィ（ξプ｝

　　　　　∫°ゆ
ﾕζ事，s）・1♂’〆‘亨，ナ）dナ　　　　　’σ

をゑれr享。《z・5・6）或の斎次秀濯翼　　　　　　　　　　　　　　　　　“

尉㈲∠舞＋α㈲〃駕。
7妻噛1驚’4手1　戸 （2・ら・7．）

1コ鰍係数Pぐ夢）’α（多）を観審接型㈱財溺であ・♪’その母…轍を ξ（多，z）とあ

　　　　　　　　　　　　しｮ≧とこ2鳶今マ・ t芳繊（二ζ・5・6）ぱ

マζ琴）イ娠）・蚕偽・魔一ず‘抽ωク（z）卿）4㌘　　　4ρ

（2・5・8）

ねる孝訪層蹴とレで兼講適コとψV可鰹訴る，ぞレて，～・で幸妨しし喉穿敢

　　　　　　　　7Q（予）轄1〆aζ蜜〉｝㌔野）

を考えマ．（2・お・8）試を

（2・5・4）

と繍禰，K（鉾申晦）｝舌伽ξ）｝㌔ぐ卿であって　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　、

す有わち，権分オ濯試織でし吻γ～る灯釈綾辰∫る．

一　　　　　　　　　一一一79一
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　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
f鮪で（2・5・の誤ρ后辺凶ぞ！頂を日（ξ．5）ヒ喜き腰詫丁ぐラr覆式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　’

ｻぐξ）蟹卜｛ぐ誓・S）一胃kr奮’2）マ零（脅）d玄
（2r・ら・｛O）

　　　　　　　　　　　　　　　●P3F陀幽。翫型捌ソコ種壕分労秀玄と働計～るもので，その鋤即E，S崩旧～d卸で蓋・マっ響の

よう1？示さ君でいる．

　　　　　　　　　　　　　●
揩U
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と探る2とを是め，そして　経験ヒ工犀豹判鮫かり，Cの舜iく硬，み言寮蚤∫1＼値を，そ翼落れ

0．075　みざぴ0・035と媛！寒し．そして，2／7b∂Se　Sおear・ごO♂f｛clεn秀1？さりマ与・乞り

れる螢水律ガゾを財いて廻、衰面γ電る階12作印モrしむへき分窃癖重〃り僅を，

戸ズー o響　　　　　　　　　　　（2・5・40）

なる試汐＼り留算ずるよ切2髭めτし、る。2・12ぬ書な蓮掬の催豪面がリズ灯る蒔さに謝↑る

庵1凍量ぞあり，厨rqその階の階薫を示す。ヨ・τてΣガh　l・窺壬・赴レ4り確ノブ娩rとhズのi覆をξ｝

卿隙マついで堀え暑わぜ↑濁〆・を彙味レでいるくZ・42）・｝押言毛し働飾の蟹i紛布が蔽

さぢ向誓ついマメ崖な葬つぽ，ぞ〆）鍾班建均翻1働の憩豪面ウ、リジη綾さととも1て直謀殉に噌ズでる

三痢％の末牢荷豊冊葡を与えるでとぼなるパコのba526bεarωe千fiCle計の領傷めが頂㍑お・咋

る児賃〆｝耐震計算弦ぞ探ら｝τでし～る費醗震麓，おζが，4つ｝でわ争｛の密張て「る譲計嚢蔑と比鞍rr

うど藩るしぐ小さい値ぞあるが．2｝費q｝ヨ米両国の題去〆｝確震「の寒望緩，秀δ寮．強さの㎎重1？

よるものと考えろれ？いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畔
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芽％章　繕　　論

穿儀編マ『蔚凄遣物の羅震斎餐を求める樹題ツ｛従系の堰型理韻4）立場がり欝じり資質．激爆隠

1マ於げる場痘耗践6り鳶灯那輝臓限簿を麹えるヒ，櫃慢物の地購時の葦蜘急禰者、マ委に噛「る2と

を揮性めと更徽可2とにぎっマ解耕ぜざるを鱗弓がりてくOと峰致レ勿脊がりτて毛のとしマ瞥寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ｳ才でなけ才aざて∫ン》γ5いで函乃ろ．；ぞ緬り尺創で速ベウれる…霧撮「窒派勤理識1電窪吏胸に望れ灯，断

の譲生斌さ精ビ勤しいも・のぞ蔚怠く，そレて，ぞグ》姥展麗霧1？おいて溝、解雷繕果の整理紙，

陥（‡e・…1。9γ），舵纏翌㈱で機靴孝律も乙あるし罵・lrくと拐縫鯉漁を鰻と

しKむのぞあるカ＼ゆ恕気奉蘇1であし、ぞ縄禦硬論の簡軍なr¢v，¢w紹㍗♂わづう奄傷なが・ττ

4＞？ある。しかレ、筆港の濃い鷹あくきでも従末の線二瑠理論湾童ア」る錯蟹を・さ疹，麗丘、発雇

しつ・ある菲繰聖諏動琿協へ斑爾し婚る知議をあう程蔑蔓理レぞおくマと1？あつk・したが・

て，奉噺ぞ取級・」け貿τて窟題毒蟹線「望振動’理鍋体系のこぐ一椀房ま占δηるも〃）ぞあ12，ぞレマ笥π　　　　　●

同時～で、華謀型理論ぼあいマも望辱な後勃をもつ，糎ケのP旧即eセrlマ鷲レrても〆》｝ニナ§で劇鹿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

τる毛6つといつマ’壱いがそノ叢口れ∫遵し、．

こ6η心う1マ，蓼級聖謙聰型葬哉ζ繋がる橘覆レとしその滲峯1｝獅囎短rノフ概総亙曜」らが1？ず

る試汁博、きで　轍串娠勤瞬1？みγrる貨潅甥め蘭有糖勃闘堪を正確！？舞纈てる2と口あウに・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、{緬の第2三彙で耀、慧で理在鰍いレ7較マいる借遊物の藩響権束初る娑霧試を鞭釣レ、そレマ，

2報を理編吻？臓嶋いζつク切ち’御Zついマ鴇じ房霞一雌・つ麗敗劔犬さくマ榔勧勾ρ携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L謔ｪ比軸駒単純有場砂マ撮，齋淺物・の顔む振動認蓮魏才渥威がぢ闇蜘を翼憂するて2と躍毎窮で

あるが’R8γ！⑳M万琢ゼ2よりで，録肩兼の顔eヒ9γの影∫昏滋か｝7線勧熟ρ覆肩闘銅のヂ搬を

響える秀帽リ簡便篇賜層玖轡ぐそしで，晒韮鯛麹のプう去を拡藻し賞s。u軸wぞPつ“nk8・18〆

のち％ぞ篇遷柳4フ薗祷振勧閣警～｝ヱ限碓ワリ塀る2とが系やガ｛マて。

Du駿レe卜laγ〃倣立振嫉（rs。悟セd　3γ島÷飾）の考乞ラr童訂，・徽陶”解τてきつ升が豪細

脚機殉で晶もぬ《rん麟殉い紬紹あるもハ謎盤η鄭熔ビ1購るいく湾か漱絢

葡釣碗粥，ぞ糖♂薄學をすべで考慮しτてめの繭鳳職簡動謙め蘇る伽・楠

lZノ爵岡76「ものとレぞシ峯趙「ざれる．

離物礁紹徹勧．とく傷蔦厨嫌劒蘇縦瀧燃嚇鵠雛1凱綱
　　　　　　　　　・A　　　－96．縮鵠



国膚罐勤属餌を瑠襯朔7算慮する2とほ凋者田勲？有うが、往，1謬リザ隙凄さ蝦kチh酬ε」

5†h4c†u陀の場倒？癒，ぞノフ架橘の豫凄計算の篠4泳孕瞬璽12δる曲～↑聯G帰4＞房和の繧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸ｨがわが誓ば振勤問塀60虹似償ぼ理熔》㍗？暮易R算瑳でヲるコヒが爪5れ汽。ぞレで？〃近似

　　　　　　　　　　　　　　　5lを蘭い7蕩の振勤閣餌47領を束めうぞ活r～つし篭マ織諭然震痢さ身で↑（。稽｝董拘診樗のぜル“働

惟，融官曲』綱粧婿参受階晦腱数する傷唇の旅勤筒蜘qv｝ancμ。－sf・d。垂9の琢翅儀・砿ぞ

銃算ぞをる2セむク2章ぞ紹！奪ゴ鉱zぞuるが，簗煮わのラ「；芸r3。∫，、箇硬篭マ振動圃鯛の牧殿腫を

し諒～y）得ろ、

〆秀，麗喫馨て矯膨靭き安癖する庭盤隠宅を顕鯵で隠富くで，鷺墜物の微爪振勤尉12おいマ鷹

勿励？弾懲的惟蟹を承す。コの池鑑47覆牲が構霊淘一一鯉盤の振勤糸の振動覆蝋12浸1ずす影嘗躍

棄しマ髪祖すう2と懸塞象ない。ぞ3掌ぽ，さとレマ冠盤の葎惟が横猛掬47振勃r～浸1ずす影磐

だついマ爾じπものぞあ6マ，耀盤4η輝性を々9解なる尺凄ぞ僻栴1マ導）＼「「ちか，そしマ，それ

・り〃尺蔑鷹讐盤ど纏造1陶〆｝、締な幽つヨ，あうい婁召，可鉱．葎性像i敦など〃．写薬とΣηさろ4∫禽係

をむウが3Zつし｝で騰董な議紛がζ∫さ学Z汽．そしで鯉盤をいき孝蓼振痺性体と考えでてト4．　A．Bioを

の解祷緬果がり、構叢2勾の囮ごk吻賑勃〆）闘鯛rを覆惟2諌～元寅題としで4つ解窟力、り解働し六。

上記4フ解窟燃り，．雌震に憲る磯盗物6η応層を棄切る際ノ）祭本均奄parδ旧¢セド　であるr轍小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oU楯ぞ振勃せる構澄殉1凶厨肩・環瀬『虜朔」燐理行47喫1瞼式」3りも13るガM？拶運的Zぼオ…法で軍の砂

れる2と劔明わη、だこれτマ。2れ1零わ・綬われ班ξ〉・后取覆わ嶺透銘「の葬繹璽練敷！㍑£ρoア、62　を鐸

働する陳口童簿按竃マ立6も〆》マあう．

つ竃r～，グ4章マ耀構燈均のむつ…滅衰懲状1？！5いそ，考県那く∫さ質τて，地震矯ぐお1雪る謄遷郷

撲載科の丙蜘犀擾，勧紋櫻亙の滑・権榛、履窃町U籔燦7」どが編嘘切6η擁勧¢ン・eγgyを吸饗【レ

，そしで終荷瑚71窒冶董拘の酸震等を唯を葛める多髪割をなすが，2の遵う奄嵐孟掬の振勃の漁

妻盤膜竃定量吻1？把磯し㌫うとする該箸蝋こ・ぞ鋒なわ勲衣のマある．現望の横蓬燭4）もつ誠

髪強状ほ一欄？極めぞ複継で茨δマ．醸理耀癩ぞレはいで取拶卓つ擬る￥参微薇裏とし、つアξむので

蘭勲置諏額う2ヒので鯛し噛牲を有する吻ビむ鞭を，舵…改似町だ紬区蔑の

喫傭12比鮒†溌う嚇勲で蜜湊詫κヒレても，2礪継∬雛を鴫確閥権し得電

し、むのである。

つ惹り、非醸型の，しカ、も護歴楼膨をもつ蕩元灯を；舞ずる縮遊掬碑謙勢拠ズを湖愚12する煽
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穆ぼ偲矛霊緬．ろ・毒ぴクπ撫で癒べりれる憲うな解荊｝蛾1？よう駄外1でぢ張1奄喀いが、しかし

それをい慧、で線「黎薄鰯｝で糧扇ざ孝1てきfくpam潮d　eγで解歓すう斑の1？∬雍～蜘の穿4輩で矯

じ次矧欝諮像靴いう一つの量を蓼へしマ考えな嚇褥電らない．そしマ，コの叡熱縦朱

の鍛聖豫繍で秀えら教ぞ兼な「環勧羅蔑抑｝？）貿の霧1で比例する滋裏・灯ユといわもので博脊くで

・「振勤ψ1ごソol¢1～契奄わ｝7る等鱈ζr¢h鮮9γ」ぞな、7漁1∫なりで‘い。

ラr4蜘箪し・マ‘麗髪躍犠造窃鱒入さ’糠曽h鯛ソが缶π撫勧としマ灘掬がり1膿《

顧る2と1符・鴬え棚観麟の蘇’砺緬鰍1鷲翅「鯉レqソ碗丁逸勲
屯る舷勤滅裏ユ（2・43）1？つい？1冨夏1｝に徽り賓？、謁じ』ながり質げれビ《ノ，2の量’ロ当雀こ〔詑

の臼鐸d8の振吻の麟2矯桝掃¢門砕9ソ釦め申1？勧乃貿曜るべき棚緬る・

さで，2、で鯉震の磯嘆灯と購董物4廊震零替噛2蘭しぞ，わが匿4～穂震工すに舌皆る在未

の定説を譲瑚ぞ箆憲う、地1震という勤P卿廻、艇を静的ζf素奉灯ぼ麗支硬えで㎏震4フ作爾｝？・ぎる構

肇物の零厘性，苓いレ！で躍印彙を締・汀号晦1で検蔚レさろヒマる試冴鷹．婁用勧膨奪の過、翠…1？至う敷

とa，ぞ6η衛硬さと，そしマ禰磁衛望〃固瑳碕重と旧等な収聖衝重と考之番る1軌嬢的冠統一と

熔箆り貿でも，そ紹憲あぐδτも奨園計算の働ηの鶯激であリマ，本管殉｛？鷹その裏12，躍乗

〃7準痢垂2ざる構董掬の動瞬ζ∫｝璽βPθ”畠e刀把握ボ擢搾聯蝦ばなリア∫し㌧レがし有が1ウ，2つ巧べ醤1）

電行篇淺物耐舜訂耳寵峯1コ～ぱ，26η庸慶物の解震氏苔の短職ザ珍く駁り入れ砂れ1ζい電いとい

つマも遍擬騨い・鱒り麟の衆りれマいる考妨鳳髄し癒るあ1？，随が物

陥撚罐厳↓つ働く乳伽ご糖造物囎敬一勾儲檎鯉趣押さ・猷総晒
るのと罫レいとい・う2とさあつマ，ぞ4り1中1？矯噺謄物自身切『しつ緯性1，アδいし1すヲ単塑性の牲艇

や，槍遷笏4η宅！つ寸死劾果なと癒層饗考陰厳芝れでいなし》7ぞある・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｲ〃7ような麗ま『・規i隼碧≠シつ耀！本窺ノ難の不眉卜痩奪婁むマ髪性町芝2設ミ監を憲る7と署：∫1930辱・代47第1窟

重力＼り，撫繕欝ごhなじめ落キの蔚震工濁看t7電弓で揖漁さ報マ餐7（1？も湖らで，き代，その不

甘理さ1？さる幣馨，τてとえL謙i蜜帝約F可環まヵ絃謎量的1？窮白7？ざれな七、った．労5章で、可2の構

勘健憂糠嶺じ猟γ初ぞある．鞠わち満蜘碗駐物可，茄，離初〃f脆マが

慰層穆性τおるど仮髪すれ1ぎ，ぞ梱奄非線型の嫁菰灯をも弓協⇔と7ロか礼fりの雇翼を示ての

で笏う齪ど掬いる鯉繍1？謁解鞭㌍？筋も瞬勲構髭襯締す纏
をあ3梶彦疇らρ、ぼすヨ2と熔τ雪るという♪とザ予超され質かりτある・

一騨・ Xβ劇一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇■H墜揃の惰敬広勿く・してくが6てβkyaごrape瞥と喚薄れるものぼついマ慮，1しし騒射・震凄4）

　　　　　　　　　　　　ヴｴえ芳爪不セ馴7大鴛r鷲てβ　称矯都の聴でん画て哲著るしぐ欠きくで」り，2のεとσ詠γ一

scrap酵を纏めで示ξ萎鱗谷コしκり恥りる2ど‘冨彩易1ぞ知リシ～る熔，ぞ5章ぞ融いるβkアsc旧解r

を一つ滴教とレマ’ぞ碗際叡陀2P㈱ε）諒ぬ孔で，綴蟹惣さうマ彫鱒

やフの維鹸が3承さ貿でアいる。

本埆！2みいマ，欝癒冑1で衆鰻4τて飼題訂τべて耀愛瞬17爾遷掬の斎刀がそ1）葎惟顧1謙を超え

なし蕨勘循レ・でσ巌正解を歌る．し承し，献「が揮性戯を殴囮，潔謝入徽群迷芝れ

る傷町手残に憲ら・な1｝アンぞぽなり冠しξ？ど慮頭らが7ある。向懸が線理かり雑繰雀と飛謬範】藁レ

，そレて，抄れわ鰹の舛象とずるとZろに激霞碕”鴛覆掬6η耐鷺辱ξ｝性を昂のる質3η1？，その

爾邉吻γ7終局的就勘η解哨～2あるので訴るガ、わ，か・る煮味1？訴いで，本識で汚繋を行うκ孝

頑1マ以移〆し考一寮に物婦する葡〆｝漕つ4つ段階とレで，そレで、慧質一つ4フ理翰丙欝景とレぞの奮

撃有∫～～割童つとめる孟．のと導わ綬る．

　　　　　　　　　　翫
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驚1工母数界（2ρf鰍floπeτごノ），二よつて砿乏’れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎

強剃力肉敦、チθ）｛‡導晩～∫丞払．奪弦俺敦ピあれ1ご尚単”｛勾数．弊隻回険1こ∫つて回路ムカ電

勧吟即該勤と収麺爆駅，難嫁5す諦知乃ぐく励び要峯飾⑭であフて↓たと，

．彩‘‡‘煤抵’こ蚤いれf二紀叢謬t契縁ε乏電管慈置仁∫つてムカ電斥〃》跨鵜縛髪働侭教痩する二とば

ネ『r能で嫁塚い．け二〆つて．コ弓あう砿廼路3∫ご嫁芝亀管に浅る翅震汲登劉誤蓬．とλ拠あ8り

C似P吻‘・歓コし儲つて．凌れう礁鋭ぐ卿画醗杁力（…冥戸の買て噸
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■

之れる．　〔r二◎くつぞわれわれに一犠つ振勤拳ら復え，カー郷く蓑ρ4う3垂’盈ζ卜《x，えう多）ε竃気㌻ρ

に捜書姥てろ二と帆で亥叙ご．（3・3・ユの，（3・3・ユ←）べ　4磯導’塞絶1Aて塔防とf∫ゐ．そ｛て

コ掴菰手仁電多工号巧！iト野1二み1すち研え斐う果と応輪すれ1ボ尺る多柄でろる．

θ・3・2∂）、（3・3・2静）べり多肇算ほ5¢ξr・レ7－5¢¢セ弓原哩と禰し亀てい「’い二と‘二注葱でね

‘ご’∫らない．二れり殉戎ら肝。ス，ス・∫〆比♂3跨働多窃勲1亀数ヒして躰あられ，え～ρ

由禄角勾配（5∫o戸ε）びrこで張や弓力f（ρρ｛時1卵夕’二冬遭，暢ζ1二’∫る瞬1◎1く弓かその態と急憂ゼ

こむる脅みでろる．

二57》　よ　う　1‘麹羅。62｝4≧亀♪）艶「ご：【われわれノニ　と9つ　てr輩…司レ　望　i二　し　い　も4う　て’聖あり．　　る　o、著ノ　．　3顎r舜F癖カ　　ヂ　で虚）

と復え加を握4ζズ，角の〃ぐ正こく亀灸櫨・椥淀《ら描3紡氏（5・3・23），ζ’3・3・2・チ）

は（3・3・ユ2）べ疏藪三珊争1ζ3をあて重い醇乏示τ〃》である、可1‘6ち．袴室κは，二れ与弓べ

マっ種奮〃漂｛粋電う穐劣、壽〃｝剃得（ヲλ福）｛κ嚢≒勘k、で依’∫し、9・ら、曳！全噺3∫蔽正解は穆うれ

，為・〆、各電気鱒卑孝の精皮，握能き向よτう二と～こぶつて，1毎られ∫嫡物篠鑑を17し以下

に蚊ろ7毎る：とは昏案である．

われわれ弓梶』晦に‘れ’ご　5宮ψ・♪γ・5‘8戸巧数」直計耳あちし・1よ図溺・1臥8ナ算薦吻！（、カで警そ15つ

fこ鴎令・1も敦跨1弓と專可る醇3ケをム獄10ゴ　‘0帆戸純τc7で‘額隻ρ・紋分足らす’弓申に柊5し．こかも

篭～し‘∫われわれり望ひと：ろ〃｝撮催1一β倒q曲線ノくF’oε乏μ∫：砺z’ �ﾆ与之て堤歌ろ脅である，

こりλπal6ゴω筑戸σε¢’　による逗似診ケ算1幻‘多盲由夜振勤i卜弓麹牛桁にラず（て、役象巧ピ4方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1ム‘41わ掩孕ド拡壕芝れる．そ4喝／毎畷‘1は★可覇で｛r乏れゐ◎ぐ．一皮振吻拳吻復え汐謝疑

孕之．そこて（3・3・23），（3・3・塀）戎1ぜるラ覧算回捲ρ｛作られ担客1量れソ々疹’よ｝醒f∫

る微制カ　チα）今凝舞ぐあ零〃ぐ入ミ芝と後1ζ《1めて　救多く功静を短．跨向に承あ．ヤ｛〔，い

めゆる振勤享の堤震応蒼5r侃τμ飢乞良ぐ二とρぐ纏わて塔駒ζτ侵れる4である．壊亨’噸

働乳れ与携色物の穂憲応るγε5ro邸《撃8ら〆1禰れわめ57¢‘tm殿　に二め電与管べ詠箆よloゴ

ω雛ア“ferによつて得られr‘もノ》も多い、
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1募4章　地寒た誉」～ρe‘かα〃フ　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、R・か7　税説

地鰍禰造物κ及ぼす影堀礪遡勿碗っ動囎的捌駄ナフて花縦ラれる。そ派

二の摘遭惣の勤力ぽ特修のiEア‡毛の恩その拷勤同期宿らびに滋廉惟縦であろ．一液に罪携の

復元がと突形量との園億σ葬1；欠的てあろかり．絹1蓮掬の振勃規期冨捧幡の絶剛腰1くよって

要な媚亭婦ゲ働て御なるときの＠が一勲規準と陣ていゐ．

194痔，・〃4．莇冴承授1欄嗣寡1躍物綬筋フ教禰叢物に擬認摩涙

戸4施〃を与えて生ずろ播蓮物の遡城的な最尺振掲がそ〃）架櫓の瞬肩振勤筒期の画くよつて

翫ぐ動ゐこ疑嚇が1（越ぐ3・37＞．こめこと1爆動瀦縁・建物と規ρ・い建物で

椅阿ビ地鰹蔵Kよッて．夢るりれわ」影瑠が蒲ムぐ奨々ゐことΣ碧嫁レ，　しながつてβ冶！1教孜

1伽蓮吻の孫幼融琵饗軸に，蝦て婦働の1醐島ク弓隅駒爵鹸振勤系が通勧培

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！�｣録いり選1ずれた地動に」ろ遡戒強祠｛確動時の穀κ麦位を談軸～ニア！bナ　むて、　こ哲を　”

5勧吻㎡砂θζ加パと鮒脈・こをげ後のξこ魚6加〃博士の∠rκθ〃加壇蘇　　　　　　　　　　　　　　一

ld轍て衣め些ノ・｛笥ρo〃κ巧ρeご加〃フと侍《rζ今召の未闘動η！テ4〃‘！3ω市の耐涼燃ミ

の申で｛票携1二拝窮也しめわべき・ドキ1りを厳アろ　ムσ5θ5ゑe曜　6∂ぞ椛尼ヵ’を是肇的ド与

魑之る雁・揚1と酢うた毫のて・あゐ。そ〃）危米1蜀の耐乗工尋渇1くよワζ繧ヶの鍵ご毒吻1〈嫁する16ij嫌

々効釆耗フことかり，講遭物の澱蓑量Σ箱性夙象と汚之πと3の織ゑ綬欽とμ摺〃8唐

と1て殺？かの曲繰グ画〃琳た．6・〃楠μ助灘激技切∫こ哲をグご／bご〃　1鍋ク0〃58

解θ‘カ・〃！ηと危1寸ずたグ　それ葺ま地惣放勤の胴1修と調べ・う工に，　ま∫ヒ」構蓮掬ρ酎蒙・讃訂上非

転嗣礎報して灘《殊吻であろ（砒之1ゴ3’38＞．彫ε6加〃”肪言菊∫

元朱物哩え掌で種セの預長の競合亡る考｛壕の強く「々・・レ明・らφzそ弓涙長（3鋒ぱ蝦波歌）

に関してρあノ　し控毛のを塗ず賜今1く厨いウれたのであるが　こ鉢が地懲工挙の賜合にぼ二

・靴ρむ臆味に剃碗り械吻と触て3い．

こ掃での縛防いて構型扇愛肋擁醗フ勲勧鰍拗〃8卿！脚界め
る手秩び里承され八グ攻殉之痴（σこれら沸鍾予模Σ飼いて得ラれた轟重物の非綴痢肋

稗酢ウび，く地雇ん谷賜ρ8ごノん〃ρで承圃5汽亀
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3・4・2　1摩櫻ぜ峯緬城にお・げゐレ槽レ通鞠1の畢勤

地蜘貯o槽達物の孫動の梗探を解祈すろよ1・βいて，糟造拘をラ臼由反の蟹美系に遭鰹す

ゐ卸・、あるいrざ矛た’っめ愚陀俸に凋哩kTべき◎・という同憩に蘇型搾鋤の碗壇でばそれぞれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・璃

講遡物廻猿形駁などの朕鯵醸｝ビて独立1激扱ρ・ラことザできわ舵勇F線蟹賊で1建

縄体の遵動が纏蘇喫樹（令方’護式1く3うて紀逆され．そ｛てこの方程式が叡奪吟に簡で5琢，

いごのであり、5長凋遣搾を加アρ4ノρ磁耀砂孝あろ・・σあか伽た4！14陶〃εた宮軍

非線型趣蜘（宮いて1碕の童眞ず蔵・磁超い翻鳥シて，謙勢励鍾薯蜘雷い費琳坤

ザ得た灼・死鐸13・とんど役に五撫ζゴぐなるのであって，たと之」ゴ達碗俸の擁動が非線型碗城量二

ゑ・」講含kぱ｛1ごヤ蘇型｛褄効の凝倉κあ’げる1訳掠動型，2次振動型，一・…　后どと南竣袴

蜘を露のおの分譲Lで諭アることはぞ3なく8ろ．その麺r由の一つと置て備微分方才望斑ヵ鵡P

謙型であ四ゴ僻乏そ尋《ぞれの捜立受叡で童畝分織できなくなろことが罫ヴリ桝ちで3・09）ノ

ぐ3・39タ．こ・κ漣紀俸と1での鞭蘇型拷働の敵隷い副儀路が仔荏ノ今と芳之ラ鉾う9く携

遊物ヒもて宕之ゐ場創く‘つ，その勤臼循庇ガぐ麹肋噌尺1・bて棚購の振勤〆薪繰里鞭

域κ至れ‘ずLぽぐ」弦で」惣陵峰と1ての擢定2二図軌する穏尋〆耐くなるのである．何ヒ像桝ゴ

線聖葡壌で口遷忙優と1て訟薬ムて老，∫三と之に乃・う｛可巻目”㍉り葡次振勤グ卑越↓て禰遣稗

の響勤バ塑蜂鍾城8｛ノ＼る3ラ々二と‘《なれ1凱　塑磁硬域κ入つ《その禰遣物の躍く顛て凄ラ《

鋼ξ型掻動擁禰逆勘・鱒5猷‘…っ吟そ湾獺がそ猷勧禦蝦1蜘・おサ禰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

三蓮：物の尋L動乏5欠ノ乾イり’9て　　し　言ラ　も　〃》　とコ捗之　る　二、　と　飽・ぐてウさ　ゐ」診、与　て甲2薩夢ゐ．　　　‘　声ヒ〆r？　て，迎ξ調ヒ鈍トと

らての務綜聖操勤菌歌孜いガ鐸曳碑墳遭ワ薯ラ超ざ碁．そ1て持κ卓趨1て乾じた．非謙型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

o韓の簿難1ヨ葱す紹勘うのてあって，ぞ嗣購型拷働沢走♂ザ1・3ラて作線辮

勤鍾脚くあいて1才謙聖鍾蜘雷・ナゐ3シ庁，い紗ゆゐ他の爽献疏掃動聖の孫蛎1ご隻ビ得仔い

、咲鯵にわてけマていゐと参之ることゲできうであろク．ζこの二とけ一鹸あ劉塊鎗κ

卿ケρ伽燕吻・働縫倉κ｝憶すろ．）勲て“鞭麺滅～・桝ゐ静窟・璽甜勧麟’題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■E・て々く『ξ締噸合τも，揖蓬・物η振勃僅諸（が亦課型化し茨以急1くおいてにわれわれ鐸檎逗

　　　　　　　　　　㌦＿T4嫉軍伽レ靹2鞭享1く掬転秒て論プゐ二とにゴって旧遭の一蜘三1‘少婦欠庁

彪れる免のと垂ざ汚之与お痘い．、　・

　　’曹　　　　　　　　　刃　　　　　吼　　　　　　　曹
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ぞ竃《より乞解窟に妻ラてユず身面すろ阿惣はむしろ地震奴 の健o憂偲

の型東であろラ。マでに更・ご汽∫ラに壇寒疫π飛源”・りの距
◎

鰹．地穫の修鷹建物と地鑑の網剛雛ど数多の要因に基ブ

〈あラゆる捜雑性芝包含し，迂た一っの建物にウいてぱそれ
聖

融蔑

1：舛して縛衆如河なろ液形の雌震阪ジズ鐸用するか’ロ孝明であ
ε

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

、れわ他《馨膿解才肋臼蓬もつカ’託rいばガ’・航ρ’，蛇震汲の禰鍵

マ3’4・ 1図
鱒1二袴する薇壕的因テ乏麗擾丁るニヒ｛剰港覚東なくなろで

あろラ．げいど縛嬬りば蛇震汲ρ被舘偶がセに｛，乃う建 鐸 7 A㏄．o凋r8艶　『

3

2
’物湾顧羅～丸君すゐ沢是的庁馴監ジ必ウグ削ますろ乞のと茜え ’亟

f

‘な〆ウて壇雇戒の不煙則テiεをそのき、傍醍了ろこと々
ρ

ろ．

〈建繁物の滅壊1《跡して沢足的々ギ承となヶ得う因予を探燕 7
■

すろことド、：まセを集中写べξr妊のと思われゐ．　すなわら，　ガ、
饗

’の

’

T
偶

乃蘇蝦帆さ・・奮庶訂して徽勘財卿・〃調疎
⊥

θ

　　　　　　　　　　　，?Cそ1／　イ’陶季・ろ。・．；浮為構逆物κ汁して最｛巧利々壇
帯

顎臆鎖尊燗脳
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　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾎ尽湾であろ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 2
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F㌧峠蜘《ガ鍵劉な鷹約肋斐∫麦記録を．衛1・轟繕等鰍てヱ切つて．
o 8

乏の微・1・ヱ同内1な慨動甕∫ゑを亘鐸あゐい1ゴ2攻曲課で逗似す o臨oり噸・

る二短τ可能である。こ必ようにして近似ぐれ1ヒ躍勲ばうr3・ 73・4・2厨
門

率乳図1（毘ラれうようにその徽・1・ま矯1τ走但ρ診速皮1と毛つた

淡ズ励・溺雌勘μ・施〆川ぼ轍・絃揮丁の概交化さ《杓で恥棄イヒすちげれど乞／そ
o

搾熱い機麹ご胤・オ畷猿汲ぽ鷲迎㌻のん〃〆ε声線教ゑ了・‘ξ全ぞrむて風淘簡叡ol豪陶の尚次

の礎稿・再・無で持勧ハノ畢樋に垂敵すうε切であろラ．
一

こ巧よラだて卿難1聴烹漠”！堰庚2℃ラ瀬に灘さ梗えκと3， 同’動醗、 両一霧幅を毛
○
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説療液論　で講罫二’1・鳩て藁己τ手弓加翻Σ及げ了も刎激x建皮涌1う鵜 丁庁ρ
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ρ
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D
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，
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期鮒痢の5砂綱ほの餌鎌炉城之り紡二と’砺軌て，鋤勧自頃飢

徽の棚爵励田位細綜そ切獅勧5妙・∠γ一諺卿醐駁動鵡網うこ
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噺　w編　　　講遭瓢接斜の剛緯と縮蝋象

　　　　　　　　　　　勲q　　約

御伽主と↓て縦狗の獅時爾逆‘亭円κ轍ごれろ粥9γ，す励ラ樽蓮蘇刎司

憩乏取扱フ瓦ものであゐ．灘動系1｛淑蓑ρ㎡務益了ろことけそ蘇9ず雌雇時に手に通叉ζヂ鳶かと王

ジ塗いた抄κ望ましい彦のであ撃．そして・櫓避掬ず肥震跨κ斗砂から与之うれ《己”6ηγ乏頭

粥勧纏垂《穣翻”弾塑椥噸4く謁帥であゐ．二勘漣概昂購で行砺緋

綴振伽勢親《て鴛柵秘腱あ輔ていゐ。

第1章　1亭諭一一税往の繍筑焼戯景の要約ならび1く検討

薦蓮物の蛇i僚滋誉ぼ曜療2ラザゐ薦蓮茅蓼の動か孕的酢修寂の琵分13誕鐵の工に立つて｛」びめ

て哨確磁噺略さ鵬うものであう．葡の昂証絢に跡ほ櫓勲砂噸賊・・勘欄丁ろ力奪

で1鍵塞瞳厨霰勘肋銅研夏肋一鶏由謙に劾働縦識‘尺，これ‘毒ゲいたe

縫伽の鞭蘇慧振勘の祇縁ゴ瀦《らわ長屍礎！突の橘潮吻が」曜摩時1二示す1幻こ的1桜堕ぽそこ

に灘え¢りれ隆｛のμ釦チ『臓♂り妥多控Σ⇒之ろρ・といウニと灯一っの彰夢庁鱒で」あゐ．それ

冨単κ前毒の繍緬呆〆どの裡庚切簿鞭轄Σεフて理突の1獅遭物の煉】時4レ」饗動を侵く詑明1シ

得勧・ζいラ乙と’ζ劇建「『ゐの減々ケデ　孝距前絢の緒果Σ架柄の耐激絞計チ幻ζ鳶厨ブろ簿の

網恥Lて人肋工靭漸挽獅亡ろズ伽知碗味實フのであゐ．

距と之1多樗藻捌承勤斥の亡フ穿癒〆屹療】吋の応かΣi糟ほブらの1ニノ（5耐気剃Σ肩アゐ二と，

す肺ち瑚隔噺磁して壌蹴丁競・ウ建前ρ・ウい如て曾・1τリ9量の城匁・哨≦恥’｛1椛

．7ゐ二爵費締馳劾1くぎフて5之られ尺糟滋物〃縁動ε〃εノ7γを吸佼軌そ畳て畑勘と福蓮，

物が33と4ど驚振，く迎い朕簿轟く声いてな殉旦ウそ1ヅ振噛Σ噌「べご砺め塗いこヒπ戸しκル4．チ篭

〃のめを数後．ぐ4，01）、乃ろい厚∠．5し）をω658”猷授ドよって挿楠1ζウれ．論らラ派八

で4・・2♪意蝿勘ず1そ〃短嚇款靴縦耀職垂ご荻の礎厩臆と了う蜘獅ド因

痛鱒であう隆．

ヲ酢わラ9〈湾糟運傭の寿：擢戯κあ塗プう内蓄P厚孫1ず一破‘ξ叡小な量で乃ろρ・航　われわ赦

聞伽礁轍κ解櫨鰻を．とく1・購’・燃物7e〆徽レ，入5御伽畷

一一 C97一



中《ろよ擁縫1・恥て腱団なε梱甜殉い凶τ航ンこと畷い肋助‘糊

によって，乃うい1ご翻微爾車乞壕麟獅桐沈称ど1焔って芝獅亀梨のこど、

ど躬・と‘帽ゴ4ζζ！拗后／々け乙〃加勧伽4ノな鞍乃吻eと，そ1て訊

と1捌侶の一鮫的庁鮫．6∂ノ7㌧　声ル8グ．釘．その廻ζ必〃㌘ψ切指碑εわれ桝耀較討

レ，こ・で錘の朗町γ頭僚1幽む劒Z柚二ついて禰漉勘姻ゴ婿恥と己

い得物てフ》を謬験的あるいに契験的にむ桝小働・・う橘造初の塑軽ん曳7その籔疲

畷，あろい‘暫緬1・論岬諏尺礎却伽拷碑に伽て勘得梅孫芝1予硝蒲

鳳構蓮物の力学9引甥笈，とく1ζ据働吻藏懸峰朕に種のて犬き弩繍Σもっことε知っていゐ．

‘かしこ〃瞳実I」多くあ静卿ケ萩馬肯短痴ζよって得釦k緑：臓’港ゲく｛のであヴ，ぞ，てこ

蘇与ρ姦残の中て楚懲時κ構蓮却初〆受警ノゐよ）庁交番的な荷壁を叔ζ／礁アロ之3よ〉群貧

砺画・∫擬駿綱隔・ナ々・・ε〃といわねげ砂々い。禰鉤の撞動夙泉の疋輌畷職

1τ，‘勘㌧で研的腰物諏物二響磁フて，且フ額的な隈勤群痴丁桐のあκ故

置ざれて5たといク姦荻κあろとい之よラ．渥と之fで交番的な正彙の方β力く静99々再藍Σ加え

て夷駿5レ1農梢蓮物・の墾動がどれほどまくその桐遭才勿の勤的噌鑑縦ε説明し得ういといラこと’ず

何時で乏走」つて娼デリ肋疑同であろし，1鷲んどすぐ窃畝渇繍漫麹の動的矧欄

瀞勾♂りそれに比べてノ（5く得5れること1ζに同葱してε．そ拠〆ど栂ヨどκきぐなろρ・βζラ・い

て正い・蒼乏得ろ二之に依鴛と1て困嬢なので乃ゐ．

ル劾∫5∂‘乃〃58が3工脅夫考の〃ン’乃〃〆，！治〃5動向教授昌致緬ω配κた’ゴワの静的刃よび

炬跨陶ご5セ〉〃蝋〃たr6ζ）のρロ刀κナゐ・賜今書｛‘ご，けワの花∫堀Lカにその静的η・渦抗力κ比べ」てそ

れぞψれ0堆・・し6Z．　多∫よτバ！51irいし30　Zひ勤（し、　ざグに」戯象にぎブて咳収、5｝｛た

f身量’魏れぞ嫡！5名滑び30z爵的載砺燭合鈎砥さく屑二とΣ詫論とば

導いていろ。この齢鍛’くf葵さ哲た鐡片繭ゆぐ3診”メ4老ウ，御72’の飾ω〃ρん

卿であリ，二副7物脅修吋の回翻｝鯛期ア1‡約35〃，伽8ζと々ろ．｛葎ゲ？ゼ鴛’

矯阿哉荷’1劃鴛ず孟5γκ摺ちレ、壕”崎’司の職荷μ3シ’300γド吋鳶1rろ二と1く穿ゐ。このμ

・勺あ短1剛司識前時4働的月r拶」鋤才昇4・｛’歪回に亭5“う〆その汐ロ滋渓ρ記鎌団∫，1魏ρ

5宏1ン魂・し6攻の回肩振勤夙増ζξ筆孟4加1〃3ρ‘あ・よび惣孟0〃7’〃ン38∂〆葬匙」でいゐ

@　　　　　　　　　　　「1’

@　　　　　　　　　　　　　　　　一●霊98一
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薦汐みの暗厨的腋勧

ことが認あウれ胤

幽伽！加8“轍痴突纏斑罰1ごり時焔纏と吻較κ岡わ鮪舵

の舳。て設1柳4．卜2伽書，に脚哩この園醐側碗。ジな纏8f榊顧苛

の莇合ざ〃る晶《、 た客之，で帥みρ寸1》丁のとこちでπ鷺跨鹸奇ご・、・∫5・ζ）がる合の

繊加名卿轍で伽て瀞魏欝，勘4〃∂鍼淘よヴ彿緬く伽ていろ二

2が和い勧

二舛プ瀦繭の耀蠣仰そ承荷藪嫉凝如鰍ぎつ耀切バヲツキε祠

こい脇腺陣酬その縦伽剛蓄乾劾帽搬断熔剛嶽瑚6グドダ脈

めの餓畷元κ，くそ講勧困雄⑭斥翔：劫教所物き申猟て’肋㈱ゆ

幡明を伽の航1：勧二とκ魯て脚幹てき潅のて㌔肋・ ｛汽ガフて， わねρ赦1窟伊・ わ

’
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夢4・1・2図

酵称茜衆Σ梱する囎κ輩κ敢竹遷度の曹零控后い し 1鋤9瞬蕨荷と謝獄蕎の本駒移彦

契を念勲く方いてか・りね瞬切、・むのであ剃、

通輩の窯繍建豪物1嗣吻卸ろネ辮のカ～勤持爆動耀鱒舷喝ρ・ら脇ρ・1｛ぜμてう

献凌’71930斗 ∠ンψ》をξミ、ノレω65ε〃爵七κよウズセ畠めりれたζ4・∂4♪． この瀦宛1∫9吠

麗9剛くのrr彦を 乞 っ本蓮の聖体の勤的附r…πりzぐに澱髪修眠を 5加んガ鱒の励競働：

ある諏動診Σ田・・て是量勾～く托擾すろことを目的と垂た毛のであッ斥．回時κ隻物の％．物，

％，均の人55の塗鰍型乏1下ワ， これリドよって縮尺涙型の稠蚊住2銅べうとと乙κ掬κ

的鷹喬還庚の責伽・母ブゐ影考”マ♪主百5
哲角．そ1 てこ47♪夷験どくよッて、 壁体o吏初董1渤

的融｝かの犬35 ぐ陀毫雁） に比例フろ〆 その荷彰達庚あろい1ゴ斗加擁勧救ザ最κ鄭♪誓

k桑1御静筋ざ綾めて軌いこと，書た梗型縮尺の狛似揮κψ舵傷！ね㎜〆 伽〃γμ粥

．果よ遭陥磁すゐ：距脇がκさ超艦 鄭瑚断林材の細ζ劾いlf訪絃伽〆

一一 早揀ﾐ一剛’
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のガ励麟ll・卿て識尉〆諺さ旅．二爾究1寸って得沖購鍮∫ッざ函ラ1く聯ウ

5れよラ．

（’） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’T捜の緬尺による・梗喫の慶捧に関すろ契鰍1結r米’5～ひr同一の鱒幻ε示アニとρ・ら、

小5∫訪飾ノく切オ咲1動くよゐ吏垣会〃資粁｛ナ参f官頼アろことがで・きろ．

（2） 繍の紛調い卯爾州解ρ4”ε／の灘殉一で恥こと、蓬｛納謬

橡などの要因’tよフて躍動と1）葵振1ごヌうれ託望鋒η最尺斐磁量1劃ζぐ蛇動振噛の

2｛豊以内1乙噸（i葦ること，

ぐ3） ρ危タo〃6／訪εσあ訪タの壁俸の方〆乃o万zo幻劾1　5ろθ認珍ノ万ダ　の乏〃’ゴとべ

て初鋼糀ρ咲さく，｛たρ与て微協動吻罐‘二崩る抵抗加沃で劾剛乃θ〃㌧

脚〃5ん4あ吻の勘靴汚』x1旋であ旅採，乃確の加6の凝働

的荷藪に吋こてぱ4鋭鯉〃／　5〃勿茄ノ知ダよ匠優れていや二とがあろ・

‘4＞ ノ壁1季の繭城あるいほ停膨的乃・釣合を犬々ラ時期，歯よびそのとさの褻｛移量μ明電に

需5之ろ二とができ解い．そ郵1で本窟臼舅の厳巌ザ明白に認∂つウれア，拷合却に侠用

さ旅た釘ρぐ獅之奪i諸力を欠．いてぐうゆ・今で乃ろ．

木虜造の慶体あうい17憂雁μ〃ε／の剛櫓て尉1て17《》eタo〃んノ85〆戸＞04〃‘た∠06・

α物ノち声γ βよび．ん1θ5！　肋如ζた　∠d60御ル声γノ　乙4ηル　8六5ノル　6！〃乃ω〃5！〃　の

珊篇1諮って広級細充ゲ細うれ．一勘鞭緒が出5壇・・ゐぐ4・・54・06，4・・7，

4・ρ9）。

0吻・ガん榔ナ乃・吻み∠〃6・〃ルノ卿ノε訪伽ダ81動穂ぐ4・・∫M

20・60《の屋縁ノ04〃8ノに老漣の木欝あろい1ざ今殺ごρろ！〃o〃4）Σ艶り合わてた老の’二渕

R謄肋荷報職碑磁簾剛叔談勲1示雌勧で劾．鰍体葦卿〃e／蘭

，泳林伽う購今伽廓ぐ狗を麦之，鋼晦歎駅め，馳冶勘肩薦肋鰯酵

観〃饗筋いくウ遡融瑠建ぼ鱗翫これ〆2勧3・あ諮董畔夙ノ撤
によr7て繰蛇乙載后〆なさ尋へた．　この報嘗1く1ごノノ喫目ダリ1了う吏搬｛緒果の緒論〆夢畦ブウれて

いうグ， その申持，く豊尋と思われろ知7壁鯵ヵ薦滅急，1r琢わちノρ4〃8！ド貼られゐ木獅の方

向κよフで壁体の強庚ゲ叉配ざ｝《ろ二と，ネπの乾燦皮が鮪強雇に及ぼす擁のノく5い二ど、

モ麓施工落」絢ぽ；嬉丁べ5知ペタ・・二と酢どであろ♪・

一201－一



このノ疋5方〃加9ε声亀の珊叉が一鮫的耐本橋遭物の力導的控朕芝相多明らかド1たとぽ

い之、爆発的1ひ荷重f風力．．壇1廉η携庁どを‘軽ヨ聰に｛て本積蓮拘Fのξ支計仁壷アうにに．　その

実蘇置肪ご“κ方灘・・き一？猷すべ5難馳《伽と主欝ろ伽泥r5〃♂

ノシ？3ζ〃51ンフ　の　　∠λ」Z動γ！ヒβ1》・の論文ぐ4・06）κぐ璽てrり前と全‘騨ぐ2ご》翼60吠　の突才勿べ

のノ謙卿ε1甜び8・8賦の慶｛挙忽耀／尉毅1煉勲獅窺御・ひ・ろ．こ

の航1∫5〃伽クθ礁寂毅ε・じ熔て踊脅勿励ρ／の麹肪び8・嶽嬬鰍稲kあ・

晒刺勲ずっと多く行偽て勘，稜わ併師・フ鞭シ得る㌍凄繍謙乏雛卿e／

にφいて星示‘農とニラ1二将と”寸あゐ．そ1て毅荷をξ冬51萩朕危のZ（9π》苛葭時に珍いて

μ物〃爾ノ5θ1朧録らその働ρ4〃8／磁煩磯の働綱蓮ゲ癒ア威臼舷

齪猷よい．舗報循嬬助1蹴1の賜の魏1硬嫁励勉鱒す帆けし功
塗）取禮セの多実が0わy／e氏鴎報r告の蕗論klゴあさリ1残調で卸て、・取い美ボ楯吐ユ哲る。

〃く）らみ〃5・〃師辮ご4・・7）、愉・審璽デみ5ガ〃吻eノ氏の儲で4・ρ∫）と全く

阿じ緬諾う鱒碗をた嘱砺獅ゐ本加｛卿て欲フて・・林鍵琢・吻であ豹解鳳

が石f〈，む｛う同乳とC〃、β〃〃o〃写底と1嫁ら痔同珊えの繕果（4・08）ρ方ドよツ曹尊

伽｛認め卿軌そ締20・60吠雇厭卿6ノ欲鮫1くあ’いて徐馳蘇婦朧腿唄

ていわジ・りで乃う．．εガしごの向究乙不構蓮掬の々学的蒋・柱、の本賓」ウな箭明よワ乞6・‘う妄庶

の捷工画・鳶用」価べ3翻を輸ろこと1遭知燈ρ・敵・・ろ9・り，耐雇工’銘の遡を

硲・zぐう董でに1ゴ至ってい酢い．　　　　　　　　　　、

．こ虜ラ酬轡に鑑みて備凝録鞄諭接碑の剛櫛うびに稿豊臓象ε砂いて競，

細繰5、冶ωんe〃翻突の指薯の乏とκ轄・しっの鶏彪行肪左ことが励ζ4・〃ラ）．

ミれに美掬入の拷逆拘を舛象とするより活む｛ろ繍勲的庁釘接㌶の夢勤〆芝ε二注ヨ5・h荏右

のであフて．　その孝綱のノ窃〉ほ参絢昂41学にξ乙5れ」〉．

建蓮掬の鋤演灘κ町扇碗の一壕と‘て，孝蓮翅勒の激戚象椥く伽てノ939芽

ξ二転・管され跨谷b　l渉確菰の吏、霧狛亨」尉苑ご4・ノ0）にいま3で迷べて5凡各契験と縫疑茸って，

本和の本遭み座の尋章1こう」雛霧蓮の埆壁，煮謹看舐‘くついて二哲らが正汐繰辺しホ平荷蛍‘｛

3つて魯田旅勤し，破慮丁ろ各1嗜薩1窃げろ強皮，麦彰量、国菊振勃周期．回届氏募簿諏なり

び1亀その麦化の駁讐を彰与炉に烹験的8こ5｝ξめりれ∫気るのであゐ．この実験1留ぼ寅旧的1『ヲ躍の

一一 Q02一齢
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ノXρεの壁｛本鷺組試験体”熔之り鱈r叩εと滑華と曽鐘と1ぜってこを物1：初期の藁あを与

之，それ幼蜘瀞伽て、以励醐縮動妨いういう膿啄励伽測走㊨擁．この　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

美験結果1港ゲいて谷ロ放援’‡そをで芝静力や鱒滋勧動かξ勉銅加り汚舞聯1みて｝轡

をの〆前蓄1：おいてに正勲謙選し水羊～旨望1達fすろ探講骨組の吏移皮かり木逆塚樗の測曇王の

｝糎2紛仁微叢に∫サいてぼ骨組の支移量の増天1く伴后ラ1豆｝殉振動司鞠の鍬ζの｝轍と木蓮蓉

屋と焚二癒勤との葵据の15陶．骨組に入れラ哲ろ勃遜，の耐塞的劾采．々ラひ・1ζ減兼揮など仁タ‘1

て夏体的～訴議論がな5れていゐ．

昂2田世号地焦エ～駆会議で厚建3笑お建嫡え酢のケT山諒三砂博土、久協猿彦博菰あすびメζ瞬

順彦醗鏑の谷ロ厳授の搬め聴と砺起肋と辮肋冬齪集物庸融ま’・フいて麟の

驚記録吻鵬ざ樺被考の麟‘港ゲいて，こ描鰍の塑惚歌のρ・〃翻について論

じ㌧ユた」ヱ曹繰返レ荷董による破塚ぎでめ看課の撮元カー黄｛移曲“睾の一繊的傾向を明ラカ・4二し．

そ1てこひρ・ウ頚Z甕の冬猜逆建物の勤α舗撃動を推爾1て突得の設ξ†に吋する竣体的な涯鷺を硬

起1て吟うれうことζ4・〃）π涯画iて但すゐものでゐゐ．

∠》ゼ／々5）仮ωゑ5ε〃数摂己同会譲繭’《βいて、いまわれわ哲両司題とごろ理突あ槽芝物の

復合的々拷合聯の瀕怨韓il二ついて両碍士の毛フマみウ卸う黒鋳Σ明ウガ1（．5祢たピ4・／£）、

その斑えの昂一の鷺的1才一鮫的々組鉱’循逆卿1こ褥蔽アる履虚穫の瓶ρε．4）減憲・注駅1二灘丁う如

識と理軽と壕めろことにあつたとさいていわ帆　とく‘く弾塑鯵麦彰と拷融膨幕ρ畷ζる抽象化コ

厩、1か善〃o〃詫た〃b砂ル吻な携達惣の接合却に対iて二鯵別の汚舞がなされ雇のであ

ゐ．Oeた〃b〃ル凄〃邸教門掃合却にっいてむ尚単’く，理象の観剰5卸た豪隻のみ｝くっPて議

論が々諏て・吻帆こ樗で磁泌万硫潅ξ寸威癬殊講今1て藷論5紡誌μ，掩

飾の詑た〃傭伽鰍敦的畿僕τ励という続グ蘭ご檀・吃この例証とぼ．

ノラ35尋に轍撲κ4つてケ5おな鋲拷鋼雑態物の擁合却1‘1司アう正喫曲げ叙】蔭ご4・！3≧

欽筋60〃ζノθた耐壕登‘く毒司了ろ試藤　矯激摸〃決駿ζ4・ノ4ら乃ろいロ前逮の〃％〃．！九7〃58〃

向灘始象筋ω〃‘グ8た，釣κ1刻すろ動考的なη切試験称ど・爆。ブられ．詠り峡卿瞬

肪抽象的な〃oか42な〃o御Zノ吻々接合却の荷藍一養あ朗矧純殻ず可穿的1くま亭アわ塩L

携恥練．妓之1湘離捜の撤ご4’β）・・り詩釦紡鱗蜥卿の復勲（φ）

お3び黄筋畳ご6）の肉｛斥を示ず歯謙1‡昂4・～・3回のよ〉仁画ρ・晒　31乏禾禰違の’で捕合
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復元か一受の噛線に搾動系の縛ド…に基づく霞元力声｝と，演ゑド巷ケ《砥疵ガ凡勾斜Σ1で

5之弊ろ・母13臣のて振鯖の復元蘇雨之り紡ρ・伽〃4！認粉をプ鷺
て＆，嶽の廟e洗㈱例罫レ，勤千ド1堺鯨の鍛の鋤6梗縁〆熟皇．κと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

対邸¢で画ρ・改いろ。吻図に基づいて」勧ん8〃ノ餓に複纏な紛逗演象の轟幻鰍

勤季の藏蓑量を等働彩艦演羅比ζρダ〃！囮zθ〃1〃3ω〃5ゐ〃㌘ルワ‘oθ房‘盛訪ノ忽茄）

燭でひ縁酵こと嶽み卯斥一律ど俳走靭糾〃純動）殴サて融勿あ振
幅ρ確灯る賜合の復加一歎建の郎腔この瞭赫8・しそ1て能揮0隻険鄭競の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

茜聚を蒜今して、各稽の復ノしが」得擢をでウ獅添1ξ♪す1て昂4・書・8図　ないし」争4・1・｛0

図撹井円勲麟で｛フて幾f艀吻睡伽り’ ｬこと嗣陥粛畷ある諏で励蒲

蓮物碗麟蒼を嗣附丁る場今εく赫とこ怖べ5重ぞ妊のとゆ仔‘ノ佃で取り礁・．考瞬

聖皮あ商い穣元ρ揃…乏有する講漣拘1・灯匙て．あゐい藍3櫛…藏ゑ以外のろ1ρ8の犬3β滋象

軸ラ勲系を縁と1て鞭難誠馨鰍ドこ侮幽燃丁ろ二と1ず鵬力躍全く煎

の町いこヒで励”樗吏伽ミ多くの喝創ト多1・肩麹1渓田f疑檀いろ二と粥論ヒ1，蔀

に吏得の疋染櫓蓮拘の濁1暮量の評個IJ尺撚の喝奄範ナ蝦匁2肩すねεoとの仮之の毛とド縁

鰍痴練助胸粥繊恕取いゐ詑誘群肋と，）をω乃58漱孜氏の和

細鍼泉1轍比｝触液鈎廉嚇屋鰍”欄揃穐゜論焼ガ瞬との劇建獅礫

に諏輪を集申《ら哲た二と17非串1く童妥恨を乞っ己のといわr‘ノ柚ゴ1㌃り底い．

この倫文4ζβいて乞）匂ζθ65e”」敦捜17梼碑の履麗÷壬と説明すうために5ヱ陀〃4〃1のカ

学的梗型εいくっ｛並｝リド療い紀　曳・わゆう68晦4γ10〃5ゐと　加04εノζ4・ノ5♪‘鎚融を｛て

おうれろ戯　そψq3奉絢昂3草～くおいて再び盲ゑ，5れろであろラ．

2　橘遭職忌Σ停な♪搾動藤の自留縁動お」ごべ定帯的・な斗刀1て」ゐ藪糾振勤ド粛アゐ疋桜吻庁渉

憲’ざい33で～・けぐ襯筋κよって邸奴たと之1ゴ4・！6）、ぞ‘て凝幽鰯勒㈱

に鰯猷いる弗ど乏，療の櫓蓮物呪ウ鰍7幡騨駅ケいしに於ほ撒0翻8・砂

＜の河題〆い3琢お多哨のす・K残されてし・ゐ。｛たがって，ウ・・る禰遡陶の尼擦た答をボ”

　　　　　　　　　，Dうたン》にぼ．二の3♪庁画慰の整理と認識バ猪要であウて、奉鋤でにこの介薯’の便修ρ蹄死芦

よクて得ラ猷知職2纏め，さらド煮子の糎と加之，そ1て將承ρ珊完の方向‘《吋アゐ麟

滅める目的凝つて次鰍丁〃酬蔭の強剛勘のであゐ．
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智る章　宿遣吻の振勃勿教覆推fく1籍マる一一考薬

4・2・1　　解蔦乏　　　　　　　　　　　　　　　　　．

櫓走吻契て庭霰竜望κ宴全嚢抵抗・¢しあようと丁るム場σ・りは，その携蓮物1ミρ・ぴ’1丸芝

1∫減劇勧《移夜丁る二ど‘‘非常’ζ窒親い｛つとい之る．それはこ〃）峨馨控ρて疋笈曙’こ疋盤い

ら梢並惣’く傍彦乏れう毎勤εκごり／芝畷双るて．たとえ構屹吻〆尼震波こ兼娠了う∫う砿匙辱，

メこ近‘吻含でも．架礁・巧晦備とあう程度以よρ嘗尺《rしあr♂い働乏を｛つρ・らであう．

多く〃）実摩め櫓進耕弩の燥橡髄域1くみ’lrう内砂藏裳は渉参‘ひ｝礎いもめピああから．わ哲わ

和嫁’歌料栃鞭控麹域1こ別アる城暮．とく1ニア’邸翫鰍ブご・幡屹紳椥く難’1列．潔

アこ髪形の集、抄く助看に見ら’tてくうよう’∫窄購〃う丸斐形〃う杖磐！ζ甜rる構屹蛾葱’（注員する。

とくκ組媒撫1・加τはそ磁倉な⑳禰‘励痢躯て称うこて僅0・あ晴？ρ《灘物塑椎

、後形とど況くその揖色吻の嵌暮推夢く8く大乏く影磐すゐ：とは堂婁な亭約て’あろ外、構造吻弓％

魯3な戯暮撞施乎鋤τる二～ば2をめて田難’∫1司題であ祝ζ塀く，罫ご箔んどけ乏れてい1み・．そ

の‘弓題角田難乏’ま携芭均’く導塑手£殉な誉勤とf∫乏‘あてその娠勤｝籔を調べうたあ吻試鹸摯置

を擁‘、試換狼旋し、奴縦獅る：と’・あ勧窃つて紋る璽融繊町猶，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

向重蓬度’㍑㍗っいてナ令r’綾鍵乏～ρ宴乙｛，罫く供試峰のカ㌻ウ談射隻，守法効果’∫と物更

やそれ‘・薯丁確蔚労力∫∫ども考之舟ゼうと今臼て・マ堺急r錦えでミ1よい肋こもい練て

い勧く　1ワ’し㌧芝ればどいっ誓驚乾吻〃）線勤〃う蛍要r‘一性畢くである藏多椎について等閑裡て

ろユ1婚納∫∫縄鋭珍わ紡，
本鋼よか・ろ観堤から契ト線型4季夏孝飾振勤季め職暮修涙κっし、て足抱膨3κ絢ε“た慈礎鰹τ考　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　も�w欲加で舶て．鰯蜘ま98跨峰伽物λ伽R，無繰乙λ鳳妙、

∫爾媚酬ゾεγ51‘／，鉱κヂ・夙ご籍伽崩1・あつてぞ↑8始κ，．L洲κ∫・みω醸κ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，F般の御ξ纏を得rlコとε祝1《愁諺♂鷹を表てる．

4’2・乙　　自肉釈象援勤誇表ホ～玖らに敦L

ヱ魯鍛磁簿o蠣屹勉夢く碕械険ク、ら偽ら幼。“ヒ乏穫雑’∫書多紬融一釦多曲娠

功特『柱乞もつ喝令・‘㌶∫そめ～奮巧運勤吻徹分方程べ砿つギあメう’く霧かれる．

帆乱ナξζκ，ん，ご）呂Fω　　　　　　　ぐ艶’2・1）

2、‘ζ　　　　　　7冗　3　覧量2

一一
Qの一一・



κ3斐葡3（潔fζ‘‘柵渡怯），

爽：藪　　凌｛て　　　　　ノ

F（8♪；丹〃

であ拶。

1勾教を（些火．ラ七）は減葱力と復えカ’こラηか脚9’∫赫て・あうて， 年循望一麹

朔を推〃ぐ外力つ狼勧数！二‘よ桑魁俸，てτ油らそ勿か乃娠動マ’つ復えカー凌身多鶴泉ご嚇縛試険ρ・

ら得らぜσ・荷熱細鋤搬と逸f・御にネ峰い敬足す烈二’儲之その細峨勧鋤吻蹴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

罷’陣叔レで’あつても，つ准述べ桝怖いろいろの勤減勧鰍穿i耶よ貿二徳噂％

と」産似鱒’婦嬢てらこと0ぐで芝ろ．

徽分ぢ畳裳（チ・2・’）’こム’いて肉数6（以，久，毒）ほつミ’侭誉げゐ墾4｝一つで霧吃之れ

ゐ〆，コれらの倉《卜僻董々のひPごの鰍暮イ疑復えカももつな多く4壇宙皮尋つ勤循惨動と

満轍丁る喝含κ麟田いられらモ脅であゐ。寸’訪ら

4ぐ尻，えラの詔糠歴椎復え汐寸ごκ1成π一‘’此 （チ・2・24）

を‘久、久ラの零翠随歴推復えρ肇ご凝久訊（身κ幻 で4・2．2♪）

二・にぐκあ・∫〆ご鴛僅足敦であつて　つれ今弓式マリ醒と飢の碩’編成象巧　　　　　　　　　　　　　　　　，

ε〆pcε規足寸

る．f二とζば

κ鵠o 粁こ‘‘蹴鶴0　なると乏　　拳掩な‘伽’・”ψ城鞍，

π訟！ ノ∫わと乏　　　　　　　　畢鞭な粘穆調（蓑，

2‘昌2 τ∫ゐとミ　　　　　　遷皮弓壕1ψこ例筋覇く暮．

双鱈1
1∫ろと乏　　　　　　　　循芭滅象ケ　　そして　　　　　　　　　　　　　　　　　’

コ　　　　ηξ謬2 ’∫ゐ域　　　　　　　2・芝瑚ズ携也寂馴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

とr∫る．葬履歴椎復え創工後彫尻あ！画潟牧でろつて大檎め船，絢単な久の多項式（アρレ

”o級；凧1 ）で聯ズ2紡．

‘◎・乙肉敦 乙r（民メ多↓）ρ｛尚恥瑚・榊診な執トで’∫電似芝～u∫いで、復歴枚司ある復乙

　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　，Eカー妥形吻豪・う砺ズでり～r5之られる船もみる◎《．伝妻」・う振ア¢り⑳紋ぐ（ “’μ5のψ’

爵緬ウ躰撚⇔妨檀績れ’賄耐搬えか効鯉曲襯勲r筋コ～は鞍であ゜

勧・ら　　　o こ〃ゆ謀角”5κel2どo冗゜‘纏7くそめ／働復えカタ麦砺量とめ1勾侍もと示て晃弓～茜之

一一 Q警oの一一
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てよい，つ雀りで嬉の搬嚇1諸な伽融畷煮多の髭ン蜘8・15 1岬’まそあ骨椿（～κ4多ζ2でo．箕）

dて壷体明倒笥敦め穫え力瑠隻とキて曲線とむら，
’

そ乙zそ脅｛臓り齢｝に画か汽ろ履摩

’岬細穆oぐ和劇物 1ζγ81助面’硫「始紡 eκ¢リメ 鰍栃藏象’う勧参之うる

めと珍えちれ助であう．

俵面て糎曝なつ∫漫嫡渚文硫広〃しの を↓つ掘動勃減椥雛に駿物r・ろに

｛工， 二価躰徽えρと釈勘崩寸乞芝鐙謝鞠r‘観き・轍物ぶケあ， それら巧峯価

’礁えか卸多碗歴嚇凝画・て軸二と〃・ゴ魍でろ’♪．
｝
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、7なく・一っにその拷矛のi｝琢て“あうごと3Ψ判閉乙．4ンノ〃oナの也ん断・穆読｝：よ

るとさ　確その嬬ミ数値し380～60を手・える㍍r肇よ」」瞬ε　項利で・あうの　に反して，

番痔の実帽御盆のごとき1♂鋼耕鱒訪工最も望きしく，剛痩蒔蚤痩巴ま氏購

角部の角痩イヒ志恨か琢らし」0膚ゐ構よ隻．泳で、才あうゴ，　耐馨♂二3量較苦ρ島の場

倉を芳えれ1プ，　・暴毛不利13播亨てゴ2》珍と｛鰭宣貧して　あ・られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

こ帳量粥疏究し言2・単糖↓・ラ朔るのz・・励3喫の当嚇τを・．鋼手醸
　、　　　　　　、

ﾌ扉撫・よる減寂蜘重皐極指才廟勧妹：とレ・君しτ拶考｝搦い尊巧叉

の念『を　ガつて，　で　〉して引用「ぢ拶のであう。
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での丈敢・噴嫁方珈・ついて嗣で・‘く本接穿撞矧胤客と ありりであ

6。W躍6μr， 伽5閉繭翻受に喫獅吉累董崩と別の方箔ズ・マ章わ写萩寂巌

F・藍壽を η、・て：櫓権刀董頑を・し て彬樋ん博量∫戸〆z・‘｛つ、㌔｝てψナして

野43・ノ4 圃ρ」う 承わし律． さの締衆から欝胸載蕎 ‘てよつて1吋の蔀わ

み琶生す”る とき釧博の量薯客ノ920吋・獺8あるo“：分び ’吋o凌砂し・か㌻掬

♂

そ時瑚の勲切載荷ドよつ砺2220吋・難羨そ して短噺周の載荷rδ
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2500陣封痩 と琢‘い編勤嘱蒋の場令の4玄単勧 りも3呼旙く励

コげ驚帥・嫌廉ω〃乙倉εた星713の動7刷伽癖的剛樹 り疹高くな

纏馴往し・忽孟縛瞬K勘場令↓婿矯勧降妖鼠応力別噌筋るなわと

孝えψ幽て いる・し訓鹸面の船魚吋畢なる場分し丸 ユの喫瞼ぴ啓短，晴同の

動煎都て粥汐‘3りの粥柳“看拗臓荷の吻令κ示ご勅は側4些｝・レヒ

べて4ρ％孟高く計算されるでと 碑鮨されている。

饗4・3・／5囎あ鴨δ 塀4・3・1礪鴎諌らの8気葡ωかcダeた‘劉こ・一旦載

荷し鮪蓮方向嚥荷 ζβ¢ωη〃酵oγc／ε） を竹琢つ額喝倉の趣糀押お

よグその「ぴゑ 灘睡噂量∫ρぬ殴れ撚獅りX｝鮒し z栄めて2れ

をpんナ乙蘇 老のである。 ご鴫倉噌齢載櫓・舛隅醐譲の剛穴揃
の箋4・’・2
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る正負両方向の荷重方゜翻・舛ぼ轡巧轟聡薗線の鷺鵯似τ打り， ゼして，二ご

のよう琢六き喀変伽茜べて永久変酌1て差ザく6のび主とぽつて、、な？Z

於蓼えられる。
7

、．2の論文の藩看はつぎの」う屑評ロ緬醜繍量導いていう。

σ） 短崎廟の動的敢荷に河して家めろ師孝責分イt署の量、縮物載イ恥・さ

つ　　て　得　ら　」ホし　　τ㌃．イ壷　δ」 ，絢・30咳スさ 〈’ぎ虞云晦同の動的飾旨・く河レて・ご

の値熔静的の場念劃も紳β弊スきく なゐ。

（2） 虚瞬旧の動的荷寮を う1肋鍼・α1尻ドεた1τ・リ硝1棚伽晒重‘く

舛しτ特ら“φ腱り剛絃♂りβ竜V’し3のら天さ　　　　　　　　　　　　・ く， その際も詞磁人

帽 〆

変融量熔逝ρ降伏嫉イ罎琢いαの紳鵬畷イ峰亀・きで毘肋・

蜘一 Q44－一



一ケ晴画の動的戴荷ρ場・含ドは含び変瀞墾の暁厨τ↓さり酎唾・生び・o∂・ら6γ。

種まで・噌大’する．

（3川蝋晒ω聯¢たばりの閥醒椥吻断縛の場御・高《励どいうこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

纏多分に璽岡筋の鯵隔穴緕友び’噌犬すう　ごとドよる　ものと恩われる。　　そ　れ

1さ欽骨の纏り’　・幕卿欽葡き円㌔、旋co”cκ轟ε、ゴリ，3yよび者遷の丸榑を用

いに錬繭ωハcどθナ釧ギり‘くつ㌧’て動的試裟きし締繰力・らゼの脚ノκ・勧顔惣・

／隙の轍幽くと，勲ら勲の場伽曜醗獣樋つ撹の
となウ　か　り　であるφ

④噛助リ‘職番ほ危逆方励・載荷ずることの励箏噸醐戴砂場

劔り縫しろ諭瞭看の場合噌賭て・勘．短時向峨荷ド紬“琳

ノ！7なク拠1し♂縛湾な正の方向・ρ載荷の陽倉♂り6％六きく，表時職戯荷o場

台即7〃〃所加勿mノ冨ごく僅∂・岬均3ラの高4琢厨ミ遇蓼ない．さらに

1さりの剛較にっいては短晦廟の逆向戴荷時して、さ静初13正方釘載荷晦の値

　　　　、諠潟Pし晶4琢るサれと％！伝時向1）1動酌並向載荷の場倉熔獅的正方向載

毒の場倉と麦りにない。

し農び辱つて・．正負両方向らく荷」蜜をηロえう吻合匹いす・齢にしてか勤酌な載荷

ζ｛♂る餌立楕藍1悔の1勧的剛絃しぶ鱒的の場倉3　り善轄K若干木きく碓るとい

、フことを念頭ドみいてわれわれはその最も不利な場ノ含としての静的荷重に

鰐す為・稻蓮物の攣動琶今少し締賦1：詞ぺるコどロ騨瞬㌍ある右のと昌巾れ

ゐ・多4・3’！嘱囚獅泌“r，舩〃3e納教撫叫鷲つ旗A一酬肋宅つの試

餅i・ついての轍爵蘇腸得悌ゐ融繭魁麹鱒碑均齢帥
㌍纏示されていう。　2の岡の尺疾1τ降4π蔦荷重戸メと1窒りのマぷ彩ξおげう降4κ

ほわみ量ムγ　が差季κとり幽ておリ，曲線の各部分の平均勾醜が初期の乎

駒配し・海嬉碑峠えら鯉・・る．Z姻尋・粥，剛鹸凄臓漆簿

　　　　巳ﾌ正方向の荷壷の作周迄て8つて相当フミきな塑絃変骸をなし　し糞劇，て∂・な

りの稽逓，的な被零を受げ氏にε才旬ら刷，つき・の蓮方向の戯荷ド対・しぞ牌り

9撃’D職生は葬儲ド穴ξいことの嫡かう．鞍，ほどんと個ぴPさぬ蕊
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ご耀正楠の最μ艘して灯τ購銃肋〃例
云き・・φしかし．正勧向ρ頻灯委殖豊卑しαウ喝倉・ず励参・ガ齢解

購由ゴ逆方向峨梅て舛鯖轟｝劉・穐椛加ぽ・？幽練荷包・スき薯

迄畷し｛肺認覗り潟う・ミ曜喰騨智て塵2。y醜 以的命穣蕊

物ρ嬰伽咳取れて》噂》・例7葬軌く榔むべ驚払どい廠斜ず癖脚

い．それ膠巴 し轍8Ψ諦以伽醸。μ腰蹴、し燗蹴鉢z・蟻げ’
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甥4・3°37図の灘晦｛蒼プいて・この学ργ‘ノω5卿’c勘門解一

助傭駒翼嚇耐う畷初の物4ノεし嚇歳（ム％、）’＝α74・つぎ
のマgoノεドす†して　（ムツ脅）8＝068となうo　｝巾ら碇前違の・∫　うに薯佃嚢｛7ケ

羅・・sκe働薗線をもツ縁鯖の蓼8ζ8み4伽ア；”3解‘’ゲ匁でホす

Z，　それ碧’れ　（ム％。）f識ゐ26，　（ム％∂2鋸易87と穿り．し旅び・つてその場

台の野イ劇制L域宏係敬影ヒ擁ρf直にδのののの20および〃4となわ？回桝

計耳によ　り来められる・

算4弓・17図の擁果亀魑3ムγ砺リ畷糖弊河して瀞的縄餓轟富つて、

鋪ご師欽筋伽。倉¢たばり陛り農β煽’”吻レヲγ噌ア・知畔・γ。ノc圃

㌍はりの中に消散，ワ反朕ミ・轟て　しまうユセ　重ぷ写珍の．で，　も「5りん，　・牝」わ

勘量の舞田が噌大室れば欠琢やれる8解倉ヲγ6劉倉む増τoすわ　ごど評考えら

れう・　ゼこでコ：のeηerタソ・4クSSと橋リのれわみ・量雛の同の蘭逆を家のる為り

も・’△％騨リの離願変椥諏畷夫荷重P憐’倣嫡童Pγ’郷嫡

謹△鵬餌瞬伏歎糖量鞠齢・・磁伽”曙縁わし規拡・

（1ヤ→1㌦）会ぎ一！篇1†4チ）

（制，謬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・μ・3・5）
@　　　　　　（昂や！㍉）葺一β卿

㌃る融となゐ。　こ雌に裸荷四線の勾藏乙び塾戯荷閥線の綱期勾趣‘に辱し》、蜜彫、

う仮1定O・ら蜜雛し　て得られ　ウ　¢　のZ嘱，　事4・3・7図鉾　2♂Pづく蕊　勤て・歓1めて　盈ρ

駄，正方向嚇切荷童｝で苅して4甥擁473と肺．し8・い0即識7

伽載荷に跡レ禰・・るこ鵬で噂せヤ・．そ鱒．逆方向載荷鴫心碗葡

勾画ヒじoと　jF彦　♂｝｛蒼◎嚇身炉艇『ド」酵均「　わ　∂、　ら　「オ　あ　う．　　し　◎、　し∂　」邑オ・1軌1隣襯｝　or賜4鮮

の臨07κ　；〃1≒ノハし1ぱエの（ム劉％y）’　σ｝碧健】醗方向載荷」o場奪贋ナ町しマ‘凋1臓

ゐ解の韓刎ズρ違い獄あ》7て婁，ゼの罷テ‡量遊群・・』…」曜虞辱薦し螺や2蟹鷺、桑
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移v絢　　　架禰沸伽搬れ凌鯵と醐奮嫁との衡連

辱　　萄

蛇灘トの構戯御勤さ磁嬢物の｛禰労句と構戯脚騨全刎》脚・蓼可‘・よつてた様拶甜

癬卿姓ずるとい暢含紛で‘∫f1い．たと之帆建鞍撫ついて匙も庵靹峻

量』ρ副控仁彩9写バあれぼ，建吻質各虜向の勤きの兜に．建吻の｛全停しして換れろようノ∫蓮勤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一`粒う，この船め構屹吻の崩慮は捷れの住（ノサい場含よりも各易仁行τ∫あれろ二とψ俸爆

され．蒙た宏雀記路’殉このようf∫例‘‡教多く報告されていら．婆V物‘‡こノ）構彪吻の換客振

勤の閥匙と埋絢殉‘二取扱ったものであゐ．

鞄隼　亭論

一般1；祷藍物ε晦確卿∫ちしあうfζろ‘こ醜震壁ε級けぞ禰搬するう「菰州そ・f∫わ’tていろバ．

ψいる解震屡の界勾脊ケ凝置にタつぞぱ曜震噸・揖芭物o寸披れ娠「勤と伴～∫うことf拷筥予律乏

れ，既往の人疋震‘：あ・いてやこめ現象ρ｛観耳娘れていろ．過云め爬震‘；2つて倒巌乙た木色董

擬硬叡ても農体畷7励緬f・均蕎ご冷勲侭いfμ・つf・こと’二亀猷て、勲冷嘩

◎く縫揮∫ρ《ら倒壕α乙褄≠和哩ヨをぜナら承しう。

すf∫あち櫓遣吻の漉4磁効は構蓬物の釦奉的f∫剛穆や覧蚤の令布ε家凄r8幡亀，ぐあるのであ

うて．こ4中剛控の分趣淳尻て壁配置跨阿麺仁つτ∫か吻もりであろ，望予の分碗3建肋

恥勾計粛跨肉匙‘二塵⊃俸丁らかあ，亀の分酸定あろこと‘呼面討ゑにサすら零詣Lし｛提鉱を

紡べ芝勧であろう，参納曙撫覧量弓今例岬可今嚇めで紡帆．構芝騎轟笥r‘内暮ピ

して‘姻’雛の！》砂‘二ゑ勲《絞られ，した，匂て猿ムκ絢ぜらAろベミ麓量分争ヒは載荷覧壷命

勧；帳定マみこと1二門「’tばこ・て’‘よ鰍：再雌り令←ε向題セ1rれ｛ゴ足’1うと君われゐ．

ミて建拘内鋼蜂飾に宏褄f∫蔚重奪〆あゐ融醍凌のご辞二・て・夕し触れて再・ウ、f8酵Vゴケ

らrエい．塑9櫛f∫ゐ向伽ρ雀とtそで1∫2∫く、、穐袖轍確薬撫也吻耐震均授劒ε今量町べく設

計てられち3う‘二f∫つてからr『τ゜に双いもの帆あるが　え象二の摘鯵♂書内藤多停壕士’欲つ

て3τ建て㍉れ　1り23等の禽章丸憲芙め襯¢纏つて．後め｛っ擁舳纏維ゆ《更灘¢ら牽　　　　　8

f二のであろ（f．ρ8）．以争耐叢歴1ξ｛亀7も縛免《5峡琴‘二も・と歌oくf‘いfナ4、し’も．い馨’ごζミ

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ驛ﾏ293一騨

ρ



その　劉Lec薩黄7d5・随　の解朝‘ζついで‘よナ分ずあろ　とぱい、1瞳い．　とく‘二㍍「叢歴、4》配霊に喝し

てα勃たτ～つた躍寂い研究とし巧もの帆皇勧ないので．タ慰ぐに　4e5；弥er　の専靖4二逸

られて　各脅ゼ塗いて建物の一静に集あられた、いわゆう　乙o陀‘核》《醍置が昌立つでい

る．　これは壁εい与雰りも一つノ》葛大f8手主として．　そ≠rL醒あた0・わ建吻をシゼ的f二亭刺‘仁すろ

かの坊硬確親諭てい初て．乳て吃’瓢眞凶譲瑠耀で筋》・備ε：ぽ桝8

年の福芽㎏叢にあ’げろメζi陣・珍風；f4取」　の鮪・蓑（8・〃之）　と乏たレの‘ζ‘工肯足しびfこい莫を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｩ名すでうろう．か・る程檎縛串裳から得られう悌論は．夕くεる融叢ご・陀　‘くナ今唖の爾

オ7ε名拳揮ぜしめるf‘5貿二Cタ’司ポくδメしf∫’‡リρ《・～σ要てのあゐ　という二とてリ」≒rう．　コ手｛‘∫伊角らの・で：

字軽碕’∫配竃という4《Zぜ衷f∫いのであつて．静力㌘鮪r∫7k孕力から会学すろ者拳仁終縮丁繍彦弓

‘二帥て‘洛輌層甑。物嶢rする吻纏繭‘‡葎・q彫・’・集轍諏れ劫ρ嚇

い‘紛敷配琶之榔う醗の役奪9‘・’媛り0《f∫い加くであつても謎物刃1二薬存筋剛聯分

（面繧　COゲe、　ピ柔f∫卸分・（一般6うチ5・疏蹴e）　と’よをれらを勧虫2L（二見うとさでま巌餐力7参手金‘二ろ・

恢看観い綴琢している。惚ρてつ楠粒を給す噸皇量郵妨摺を紛をもたf∫磁

りその痔後簡ケご勃鱒に愚却8毎加く竪凱て的看の亀馨を破るゑ課∂くも鳶ら之れ昌いもつと

いえ溶う．

霧丈震にうぎして　二゜ノ）よう7r」ζ禰ト也7むり一｛争争室εδ麿．て争丁るf：ク｝f‘｛‡，　しf二かくつて．　その凶嚇隻分砂〆

劇f碑劔嫁つ・ブ∫椴へε移るfム霊’：ろ・硬連霧的で†即郷’幅f∫いで紡う匡観ψ、

凄う彌こ竃‘・喬姪すゐ’り！理匠建吻診匙｝移‘・支潔りr∫い烈駿｛こ轍猷竃すゐ二と甑望祝く．

かつ擢冷始とf∫ろむのa考之られる4て偽る．　　　一

舷の分駒配冨‘二83綾取り考壱旅く二と鱒教れ’∫い．すなわち穿可気ケ捷4足に魏すゐ十分

r8配慮㎡．蓬抑以てよ9’槍解室鱒f∫ちしめ，壁呪っ解震控εfメち・一槍毎効1二名纏ゼしめ

得るむ考えろべ乏である．そのたあ‘‘｛‘建華吻り接客按動にっいての差礎縛7∫研究ゆく～c辱ε乏・

紡．

建華物の漉れ縁動曜皇象ε説9肘う二とに綜型瑠諭εむってるてもかf∫り複雑聖喝幾であつて，

193争㌣二棚檎融帆敢勧ゴ讐勘鱒研究と鰺春乏れ（’，∂3）ひ嫁．’θ引年に武蜘豪也

窃橘氏8醐痛穆丈ε麹肋婁漁で理論均鰐祈（8／4　’），（’．〃’）ε行励・．その疹圭し亡

て豪奪メ」奪の碕究者1；さうて理論御㌻・実獅物珂宛，硫‘7ら何ごρて（ξρ6），ぐ鋭ρ7）、そ
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桐あ利勧い酵‘規ら担∫ρ・つ帥うτ励．晒ろ膚礎物鯉f・ついてA卿

脚受の？テ，ρfdP定掌曜勤8：よる寅瞼力㌶究σ一。’8）ρく醜設誹上有邸∫維諭ε蔭ミムα二

も切しして凌目芝れあう．

鋤勲∫ρ醸灘ラ轍て産海多更辮ろ喝奄建励毫娩釈塗でも3靴鞄納燭与

∫うと鯵二とに勉‘過丸鯛’｝抑確ね叙5kメ∫・喉アび角宝現齪職鰐うば

む・りて’なく、爾の場含ε含あぞ建吻め構色生埣・りもつ耐クをナ分仁肇揮ぜ（あ2∫いことに菊

？8って経清整の観臭からわてε“い契らc設計ε行f∫う，と仁》勾しい露うに客6れう．このたあに娩

時建吻A曝有瞳すろ幡力（塑種域‘二まτ紘張乏揮こ鰍o．丁∫∫わら猶蓬物に貯えられ得ろアo一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫煤B。む刻’二比例すうもり）εナ分r諌和軍¢乙あようとすろ慮図‘・基いた塑雑設計め》望論〃で捨鍾

してミてい桝鱗ζごあろ抵，：れ仁嫁心して，多奥そこに‘∫破｝翫f∫壇宏笈・と受’賀・構藍吻巧

塑梅戦ε麹駅た獅鯉振勤ρて喝題と乏れねばfメら’∫いことにfズう。絶笈渡力確吻め覧量1∫ら

びに剛控’2卜命‘：∫つて定3ろ振勤主軸方向にf7爾する吟含の解物㌃つい烈∫了τ’で二を五楠．

方よα’㌘皿物τ讐運芝4しfζρて，o、・ろ生軸εク｝れ，しがう建勘二翻主つ子均脊ρ《修在了う場合

‘二1燗題‘徽奴復維庶み．こり喝疹鑓聯構臓れ磁力縄起ぼくろρ・ら吻脊
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り得る弓銑‘8・わノ2）茜のよラ・∫愈蜘誘’朽称らい、5つ弓鈎合‘△こ0砺夜了る2とκ

」8ろ． セしてその仙竃ご‘　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ズ3止　（’魂8）・／瓦3　　　　　　　　　．
ll

　　　一た一3《　ψ〆03）轟62畠鵬ナ

一　　　　グ03「θ （f・3・3’）

に濫つて堤文ξれ，観Z二れら弓仏置に座擦凍裏ε移行こてケうと全く同ピく（’，あ！の

内峨珂ら．たでし二巧船鱒24、＜・τある・・ら， 乙っ哲りい・告受更　σf8〃，

レ㌦監o ‘ε轍伽（vd欺p・；甫一5側¢》τ勿2と・ぐわ・・る． ‘fζ帆つz

o ，く一三σ・膚」猷て得えにf∫つ’ζ劉秘‘つの紳∫睾え畷頓碑弓一つ’建移

マる3り朔らρ・に見ら勘めでろう．二刎く勧F九＾ε¢↑丙¢・tφ・7 ρ《誉8・3・亨図

に季芝れろ9ぐ，二’鰯リ　ナw35ず¢メ　シ》’ro　’∫と”‘ごよら」警構り潮曇‘5をれo磯ψ・で‘毛りであ
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審穿隼櫓色吻め唄撲考状とその椴れ搬勤との肉亀

二纏で‘二馳物構鱗働‘・つし・磯つ勧考馳戯嫁ゴ甑勤平猷も碇吻

酬ト傑型捷れ蔽働仁ろ・いて線型確をれ狼動でα昆ム2れf8ρ・つrζ琢有りマ妾・定現，象0確ずろこと

揃奪‘；て磯摘け‘，この多案σ紀震‘ニメる建吻の葬線型殉鋤ε蓮戒するムで建吻の和り的’∫

泓◎《り‘二つレ、て　考寮「ダるニ　ヒ　4うr審可ぞ乏　ちわそしわそし｛二孝之えうも〃）　とし、えろσ　すfメま》ち筋奪　．

（ま・3つ）穴あろ‘・‘∫ぐ冶・3・3〃）式（二ろ・し、て

σ・酵β土∠κ　　　　　　（’，3・9）
3βヅ

　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹

ﾐ・班一まノ」孕z）
rま・3・3り

二れらの術の各なに根暑内‘二含蓼れる量として祭構乎面の聖歓と有勧r∫構面との向の距離を

　　　　ρfくあう二乞ごく痘目・¢わ1訂で∫らr1い．そして二の7の値びと‘痔直ミず渠子蒋り臨界硬れ角戯r’r・

もたそ2rfうものでうつて　　二れら脅多㌔かち‘ま7の｛直0で武・乏れζご6玩’π．　‘＆十’ミくf∫ろ二と，く争

芝4｛う．亡ぴψくつてもし架構め復え力降碓ρ《相響（げ’しび，そして絹面の剛修のネ吻青‘二よつ

て禍写い、硬れ穐醗e箆ナ（オ吻に8）ψ・で闇する建吻τば？駁人乏げれば尺ミい像ど容易‘二

臨零」凌れ，内‘：‡flし．　解橋‘士才L妥定‘・実摩の建物7‘：つc、てイよ崩瑚匹〉‘奮fズるとし、・う　二　と　ε「喜味して　　　　・

いる．ζの；と赫宝壕め建築吻‘・ついて矯乾計ゑを律’∫う場含‘・望享f∫今・考と1∫ゐベミわ4》で

うる8く、司曙に尉ζ，’般1｝蓬吻〃｝∫卜旬0癒猷†画」」め専虞から往々にして多豊砺季面セもつ

もめも多く．か」：う塚平向冴多としつ建勿0て例むたρゼ叡寝とう‘ナ。吃してそり毫形帆非線i墾舶域し

に入ろτ’らば画憩吻〃oご乏相ゑの陥勧冷推据ρ・τ凹箸うしい場含’二｛∫や期《乏’ろ微募ε循くで

あろう二と‘‘琢像f：難くr∫い．過去の病吃吻り震多記繰擁r二脅tを推剰ゼけ）う‘け分でろ

る．　二4）メうfボ」険ン乞でり’棚之の逐二吻‘｛よぐ多iひとゼ3弓k乏’う　とに零9らず．評童れをf手f∫つプ｛脅」線胆」嘱【篭か・

準勤乏ギすもので，本奪で’‘ボー例を堅‘μ敷値ウ3解事ケε後用し、櫓1乞物吻規痩砺縦と按れ櫓勤

助醜綱べ．初鍵吻醐馳の麹1への一助跨る．

い3掬8、4一函〃｝二’とミ乎の，塙弓「ろノ禽病乾物ウ停亥句励《幸力ε受げfく』乏，図争

のの③循〃嫉で‘鰻描ε駒禽‘岬韻f・勘繭概。姻異’8わ妨‘二、勧鰯砂
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影 5・4・1回 第 5・4・2回

分Aδの天井ま版内 （天好な版を以．下畢に尿版という）’二‘よ指ち鹸な直応ηとてん脚加働

aフく　こ　と‘よ審」易r：磐4象：乏4し」』う．　乏して名ト　らf∂¢κ
り振勃｝勧ぐカく7な《：看しく署∫fれば6　　　　　　　　　　　　　　● それ

らり礎界およ碇乞の論専で郷「％諺k版面肉の受鴛多‘‡各あ’訪拳柱鴻界ε超え， 衆版面内ら要ぞ多oく

急麗し率豹ズ〈f∫つて喫右η構彪吻A液勧摯畝∫ヨレ歓二複雑’くサるこ と　も予葱ミイしう．　こ　4ひ琴動

塀柵るためあ挿鮒二礪彪凝妙幽z図ぜ琢す露忙絢蔚る〆ま・1箆
1

、　　　　1へ

すなわら隊版の墾椎擾尋多‘曜琳疲冬帥分A8’壕中する：と，て」卜想乏れる7・ら．魂界からo・f∫

り距fτつf二師分の各臭仁ろ・け・う斥鰻の多彰隻妾ヨ多を集視し，名ト勿0‘κ り魂界にみけち髪冨うのみ

ε右ゑ（て　　　　亀 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●�p‘：せん断カデと皮和1・堂直‘二働くカ々、∵烈 の3偏〃》復えカを磐足丁う．

そ｛τこれら‘£いすれもε’λ5し・一戸1λ3τ；cτ∫力学殉機ε留るものとマち， 二れFκ

しで麓の・k乎髪等3｛こ基づく復毛ク《＆’心 ！瓦eλ1－e’λ5お‘ と参えろ、 建物は脚「向り壇勧

ケ’¢） 卿1で∫つて’
醒　　　　　，

魯 レ’ρ・κ重ψの静句麦仏　亥’，7・ ．ぐ㌘ぐ・←・ヱ図中め天βア弓何乏ε正）

その警む周9の回転　　　　　　吃，6㌧ （反晦影ず廻b9き正とすう ）

を窒（マニ之↑ちと， π才劔の菱体ε老略こてこ重勧方程式・

性夢，＋為ン，＋rl轍鴫〃，〉一俳一んの1“一砿ダポ ぐ”ダ・〆4＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ρ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀?﨟{私トー月ぐグ・＋4∂，）一ぐ多・。z幽）戸一醜ノ・ （’，ダ・！ム）

1，6試あ6戸2，た、α携一ろ塵．）痩，へμ，ρ，イ心24）タゐ｝
」

†ゑノ．1（チβムの一ご’・－z¢の｝虞〃
’

（’°，弥ノc）

1。ぶ。＋3．配2，看、（馳一2，0．〉ナぐ乏’2z’）乱μ’携一θ・－24）6・｝

’
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「梱幽れる． ：、κM，，M・は各卜lo。κ壕版の覧曇，1・，1．は蘇版重七更わりの慮推融麗ナ，
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一
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乏二

と叡：律なる。醜撫風と神‘ゴ易ω謬7．磁）雪y〆の塘ミ．勧2描
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とあ・‘↑‘ご　　運勤：参孝呈・≠㌣（ぐ。←，6b》　‘ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

チ，σ望ぐ，41？〆ゴ）1阻θ飢）Fひ）　　　（8・←44）

〆触2ご・〆≧ン¢’酵牲ψ短乙）アω　　　　（”〃の

2「pﾈ）‘3zl22，（セ”　3　　の　（’》’　　　　　，伽・》ぐ臨f・練・ナ戸ひ））ぐあ努・9の

z鯉）ら器z三’ゴ　3　　　ω酷ぐ，†めぐ一鱗y潔‘ゐ・＋アの）　　　　　　ρ

とf∫を二・に　己錘2一妬轟グ　　ぐ‘動2，3，管）　でろう．

（8㌦弥デ）氏によつて構也物の哩擾，形炭，復えかう跨性あ塾∫帥《動疫仏奴与えられゐむ

櫓芭糊初鞘鮒てケ’‘多・－z，零z。一ちゲ，一み一2，一之・一ク・；診・〃）‘τ

ダ？あω7律ε多卿ヒして∫い二員軒・・ゲニ緑（岬・ヲ）《‘・‘いぽ

ンρ瞳弓械燦Sτer・レγ弓↓¢rf二言撒て歪テ〈：ヒ畷拗である・

い耕’承’彫礼r二∫創説・撚タ狗‘・醐躍膨、加鍍鱒3端r凝

の疑層多醐i飾皮ε1Cγ・’《ゲぴ受‘プた場冷め静ε袖て見∫う．琢乏吻硝緬乞望翫’

才主f黍歪iL盤L　3〃　のつ1」の3iξ筋　ζoπe鈴etε　蓮し荘｝争主ε丁・る。　5陰・レ10‘κ　の森節受　ぐノ㌃ぐ　1’　ρ90乙》　’二9可

・る荷董個定荷空ラ種概荷望）をそれそ“れ
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　「e鯵と， 二り櫓蓬吻吻↓つ瀦量は労ま・’愁に争乏れち坊仁f∫ろ． しf二〇でつてキ蕎遵晦ド姦監・

6’06κ の多方向並逸み3び各董《∫周りの回韓帳勤の固有円振勤鼓ω あるい‘∫国有同胡丁‘‡

（5’砦・3）《｝’o・ら禍ら4tjれらの砥ρ曹よ・2表‘くイ乱て謬乙芝れう．

o・ゴわれわれ〆恐足しfζ彦搬面1勺の三つ巧〃 チ，あ・よμ’ 憂。，うについて‘‡それらり窄線

墾復えψ謝乞r， 絶3． 痢　ε　e’λ5ムo－〆員5亡；ご f∫ものと仮定すう之ミ、二れら‘よ各復え

　　　　　　　　　　　　　　　　、
ﾕ一麦fム曲煤り初期勾配と終・局掻度と4）二つの値ε5之る：と仁∫りて7を梅ゲけうこしρぐτ乏

るφ・ら．，いま孝版と雇ミ ！o伽め餐装筋ごρ挺けdε ∫1妓∫鍛笏比 ’，rγ。） と仮定ずゐ
P

と● 上祝の二つ〃》量は坪嚇着勝停ナと窃毎政莫～の喫絵幻研宛（」麟・！8），（”！7） ρ・ら

碧ぷ・3 暮のごとくび承あられう．

誉 夕4表 誉8・2倉

岡，
13ヲ．2〃 幻・ε・～ん 砿， 1　8’ク3厩

1ゾユ
午免〆ρ

一刷
i

〃2 ！孟！8駒 ／鋭 ｛

1， 06、83κ！ρ
‘　　　　　　　　　　　一

@　売ア・5eご・餓 レ・ ノ3，←／ んκ 1
■　　i乙

3’．！8κ／〃

‘ ｝　”びゆ炉

ノ3，3r／‘aC

量1

K， 3，！3κ 〃3 @んノ／飢 T， ρ，7〃3 5ec

κ． 　　　　∂@←8と〃
ア3 〃，銘8 ．3ec

6， 〃クκ！ノゐ1・吻4ん τ． 〃。％8し

『・｝　　蚤 4ユ8x！ノ 丁炉 o。ηρ

々8・3 表

初期剛修 終 局5髪度
♂

ηよx〃’角3／娩
ろ〃〃ρ’匂、｛　　　　　　　　　　「

た，

　　　　　　　　　　婁　　　　　ゲ〃，〃x〃　兇タ
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f∫う弓でわれわれは
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の∂《多く．　3」r三新・らしい肉是敷二ついてもそ41ら弓辞f西傭可籠ガあウが，・破正解・の陽あ4ξなごい’

般嗣牌鮒紛セ献議分多ム紬禰賢際磁劾縮聯陀とんピ家瞭勧‘樋礪鱒

ているでま・ユ4）． 肯VI矯ゼ蓮べる　4；51f灸1‘・即仙『¢rほの稜弓振鋤贈に1君‘、り
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の％戎の致廼穐｛iド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駄Qぞテr8う、ここ壬ザ卑ヒ丁ろ、脅緯聖繊分汐程式に二そ，か・ゐ磐味τ腕を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

‘

法乃治用ρ《望3しいわれfつれ〃）鳩題にあってほ，そり近越fし’・轡’8う族鑑鴫勲衝をいった吻‘二

あ゜いて今危め研究り贋馴勤鴨搭之ぜしろのて’あろ璽
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斧5亨　　特爾

棚蓼窃f撃士かて建蓼架極トの硬界」長勤‘｛っし、て一般リラ主・憲εワ勇起ぜられてりぐ朱　　遍ノ常のムf苓ラθfズ番蕎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

色吻の帳吻にば多かれタケo・れ控れ優勤oくで郵’うも〃〉ゼあ、うこと抵現夜て・に章鐵化され．鮪象

の液勃室蝋老・も蕃た『膨‘二そのr各存と裏書2才ろ魂日20惇えf∫いものば沸εfrつてさている、

それヒ‘司8条’：燭弓耗εや覧量の商ぞτを藍‘ナろ；ヒのて“ミf∫い聯の≦窪7参‘ξあつて‘よ，　ろ・∫そ疲れ，駐

象肇生の争ラ則8搾ケう二と帆之ほε凶難では砿くケっていろ　（」rユ，）．　をして嶺プζ　疲れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

掘勤乏防止すうなあ1：ぼその振二摩であろεこらの架橡の馴推や篁量の働在とケろべく取‘月穿乏。

均熱↑ろことが最撚本瑠壕柄で劾ニヒもごく嘗識馴荊断の中へ取りλ栃掲∫

う‘二f∫つてさていろりz“あろ　　　　　　　　　　　　o

二”｝二　～二　と』』f手9かfこし、：之ρ‘で．　f葛哩ぞr生の偽なと耳必りP季ぐ　　コ　と｛よi察構櫓面の」墜」ぐ7筋∫t4r）薦rこ琶”う陶」蓬循L

でζ帰滴し，をして覧量の碕存ぼ教・荷篁乃吻こ置計重・‘二肉亭すろ祐累とτ∫うでうろう．　｛rζへつて

　　　　一ﾈ吃吻の換れ脹勃〃）彷』L‘二劇字う実～獅18綾欝はそ勿建吻り静分イこオすろ徊んの耐零取r配慮

‘二碑桝鋤むし礎簗！辮二ぽの構彪とり諺戻でれ乙硯てノ鋤僧ヒ」鰍’∫視野‘・ろ’

けう・櫓彪審ナ画の考ゑoて57可《であろ二ごε知らし♪うろ〃うであう．そして享た蓬摯物oてその塑推

椎能aでとも巻慮し，換酔蔵態と前堤fζみいて設計乏れうと護厨こ喝りなく、もしもわれわれ

酵期しあうい‘携拠儲’rめfル・高い乙鷲↑眺ウ断e’砿《魚二の邑薇鵡室陰

備色伽祥イエほとんど鰍で‘却ら稗いで紡うという二と‘・メつ脚零購構鮒画

〔鵬伐碗ミ・る’髄1らず鮒生鍾域置で職して配叡坤即∫らないも伽呂わ偏・

し奴r∫〆砂くら劇励碗言橘ε肯」軌しても．破κ1纏あて勲L厩吻叫‘側

榊隻量紛㌍全く均叡ぜし坊二と1個難r∫場合・く多いで紡う．ρ・〈して塑椎晒3

でと襟象としfこ構㈱の非裸型擾れ喉勤〃》跡璽醒簿豊貧画」」〃》侮殿に劇蓬して等南’‘｛すし得ケ

いもりであろ二とεわれわ飯よ再認哉ゼミ’競得～’いのである．

と二ろ◎く庵庭ノく療糊の詞F孝集型娠動’弓題とま及うで二乙てrし．硬網後勲クの：蝿ジ合イニは解書ケρ《・鴛しく

複雑かつ国維7謡のである二と‘よ才で‘痢の各絢に褒喝之れrこ穿線！幽辰動解碑つ説明ゆ・らる階

宇嫌勧ころであ’1、κ．ε．A7κる媛網船脇漉べている・（あ3の紡うん・

ネ・物の繭章の耳又り扱9・い9く｛可よりも閉躍’ニセ承しと裏審ミ「子う・ものて“あろう，
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した哲つて．畢鞭ζユれ抽象イ（芝れ£く仙｝薙に喝亨与解舜輪累ρ・碑聖々レく全綬セ論↑るご1

俳われわれの峰く擾a’∫げれぜボfズらf∫いごとで協う‘プれども、こ〃）種6解耕が琴看ら喫触ζ『卜

ρ｛つけられてい’∫‘哩旗・（’，，23），そ（て蓼τご駒免‘畑象｛し之れ’・例題ど伽えピ毛．声ごべ

晃足乏．に軍純紀之れ8謡切ゼr∫い以2L．前記つわれわれの脅斬糖軍から裂ムし守射二定億瞭∫昆

醇ε述ぺて置く二と毬是昨¢薯」し君えられる。　　　　　　　　　　　　　　　’

、ミて拳物の労2章に訴こた爾緋果1‡キ8・2・7図纏6ぐ矛あ2・8図纏萄之’t

る賀，つれあの循累から直ちに認乃られうコとは、’ ｻこに恐定乏れた廻壌笈で・｝つて‘よ雫構ら

瞬肉鱒f∫疫形｛にあ3‘ノ篭うしい義肇ρ哩られf∫いという；とであろ．二つ場念・ら陀壌岐のも

つ㎏動馳9畠度は人遷く．架構の風有縁勧周期丁尺．毛，’乃6　’ごre　5飢銘e　窒る3穫り地

零覆｛婁い↑れも渠矯の峰動の赫〃φ’己〆‘lc勿向で・，す7∫わらそリヂ〃rこ6丈幽！λナ；飢

e声∂　の肉’く復えカと塑控々桑域’ご鋤皇でしめて（聖う．‘かε3謹：弓饅5ア畝∫¢　と詳綱’親

参τれば、図に駅撞鰹轍血乙“て，丁尺妨’㈱呂つ吻渡f矩喝伽職翻紬

は秘杖く，つ趣’秘べそ（て丁・の劇の吻‘・よつて繋働猴蜘磁扶ミく

f∫駁と力働ち似う．二描咽で’1貿餌・3ノ）継牡1・籍の鮪醐弥一つ2乃・4
f二同綱マろ多（彪凌∂くf筆用マろ場創歪茗路げ二〇く　そ’こはこ弓場含め架構・の慶形量ぽ着乙dン～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

く．・㍗の程度‘‡偲坊3痩の蛇雇波4曙卿げう場含とに較して図争しぞ与う丸ミミではf」抵フゴζ

帆うでん勃（o・c⑭場含2丁7，6なわ周期弓疋霰遮りf踊択柊っ”・毎（幡；鵡λ1γ；レ

酸瓶e醜）で‘謬伽卿2η5f鯛期・“ら1伊の舳う瞬診ぺと移行すゐ賄

醐駅撫二昆僻戯てろ・く嬉蝸う．す姉らz砂翻で学テf∫う融物f痛
蕨影6其之腔ノン・　’eγel　の振奪ρτりあつて，　fζめf二その振幅f‡「｝フ吏くて　も証雇勤の継読κfまう【量の

e厨卿9齢瞬ヒマう’6マ，もし聯からのe聯3γり齢ρく中止乏れ何㈱’霊

よη疑励勉と胤脈て勘‘物悌もりと考えら働で砿撃構卿襖

マ締固熔麓0周期．筋，兎，お・鍬’8了押’‘現れぞれ等し㌻・喝蹴もっ疲痴飢｛糊¢働’

丘噸魯柔構の屡勃轟画ζ琶がしし・差畏の見ら何∫かフた主fξ理由‘二．，蝿零破刎㈱●ぐ∫ニザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　響

1酬い醐・・幅のであつ’二こ比覧丁。〆丁チ転帥ずれ鐸伽擢，琳腕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’R切国有禽1瞭手すも角で劾ニヒ0勇之ら顎る的果勘渕鯵羅塑ぞ鉾嫉‘・憂吻扱渉《この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し鼕ﾜ‘・あ・いて‘よ画調（あe5・繊ナのするεいう急ε◎蝿く奪醐卿緩毛廼に説るにす芝’ず緊
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構の娠勤周期め伸〆，由鋒e冗紳∫ソ例敏．亀散1∫どヨ階ヒ型蔽伽縮め現象りτ二め‘く線型理

絢で予哲りてfられら》うf8丸委7∫荒異ρく礎．われr∫いのて“あゐ．　二、仁ろ・いて「6．複雑∫∫，《、r震1皮0く

麟鴫ついず網痢姻剃司期’・同調陽しゆ0雁室にや思乏押∫いヒして歎その架伽

｛つ加ナ；’ウ猷窃擢醸委難ρ乾ら傷紡で幼う二協恐像κ難く帆、・・

㌘8・2・7図とぞ”2’8図こεじζ較すぞて‘べ　矛8’2’6図㈲に争ミれた∫う1ズ復元力

7射疑｝1つ渠講弓方餌炉ま’2’♂｛郵（βンの復え力琢推εゑつ架碕∫リち幕幅のて小さいこと∂て

わくハる．　二れ‘‡　（修〉〃）ネを寺皇ε℃　つ建築架構‘ま塑ナ塗ノ麦笥多‘二∫つてし、わ‘夕うびクρ《鉱『ダろこ　とε’匁

ワ宗し，　そ（て　こ〃うζブタrよf可らマ災えρξ　　ご0πナゲ1ρ〃トrぞ　了る　こ　と‘∫’∫レ、が、aフであつて，　二のノこめ，

娠動あ　！ご〆e／e豹に畷使逸畿乏釈うeκ¢rゴγ量も親二夕い二とに起囚する．し～：猟っ

噛て建桑架構は〃し卿辞航なωの痔槻もつ場合ω嬬i晦り鞭幅ρ汰乏q硝f∫いという
，「

轤ﾅ望双い帆伽卿£｝ナe3f㍑r、喫琳う1二（のめ捧ナ鏡鼻筋勧τあつて臥そ　　　　　　　　　　墨

伽く破麟ビ仁姦御得る卸多量猷重ければや㈲嫉汐3仁‘‡笏ものて・f∫いといえよう．
，　　　　　　　　・

獅禰譲妥斜鍬鵜擁覗つ轟こ7’ノウ嬢合♂・勘硫侵れろ個τ’功て、町

匙〔ネ多奪乾オキ粋と，　その季a含5ムの蝿し足‘こよ1ゲてと“こ峯て“許容凌ね』」乏｝象りf冬う砂、とレ・うことごくρ、、

粥て”ある　　　　●

つミ’仁㌃3奪‘瀞盲掬（し序妥定現象の存在ζよ非線型塑指噸域にヨで拡5舷れfくとミのネ能吻

の使れ振動ゑ考寮rrる‘ζ多つて．最も重馨ケろ肉匙であウとい・暢なであろう。砺ヒ動中〃）誓構

の疲れ角ρ｛あう博定角嘘　oげ1仁　を超之るとその構屹物‘‡3《雇｝皮りf斧用ガ向と直角り方向に

　　　　　　　　　　　　　剛@　　　　　　　　　　　、q安r定と　r，∫る6ラで’あ考ヲ0く，建菱｝吻4｝吻亨震言乾参ナ’こ多・つてf‘この嚢：‘ご十分のラ主セを割レう　二とψぐ呼ヂ要

　　　　　　　　　　　・ちﾅある．もちろん．望襟め建摯吻めネ叡鶴ナ画仁みいて‘‡建掬り’つつぢ呵4ノ貿∂・猿診ねれfr

いとし、う　：　とは7’しいから，　ネ・妥一突L多乏象之呈才ろぢ句にう「よ（ても」窄i矯f‡・隻≧疹倫て望‡f8い．　しfζρぐ

つて・をごに，接承宮手f∫うヨF像『聾⑱染1の碓勧‘：婦すう倹諭伽之ら手歓うろい‘‘二ηよ耀8，

ネ妥定礎象に雌して1鋤を締う二とドー畿4｝帽々δぐ簾中乏れゲよら‘ポ、：リメうf∫堤象κ轄τ

う防禦はそれほど国難ゼ1∫f∫い，荊磁り諌算0佛才あう’：．rζと姐燵惣の剛櫨〆餓硫べ

・ア殉t〃ε畷駅桝のて蛛之纏ら岬嬢礎象‘・f物麟の・観比
轍騰易‘・励略杖塔わ勘．奴好筆の現痴もつ老義雌れ二評価すう詑‘磁硫　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　贋　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6険働ごと‘燃τ勧て樋し鯉ご燃幽らf∫いζ“棚・

　　　　　　　　　　　　　　，鼈黷R35一階



最危‘・．衡←奪の解撫課‘壇8・糖．・3図’φζれでいうo碑ナ・望・’図f謝いな串つ

励’・・K紛硬腿A瞬軸《焔も耽していろので．延り鰻の帳幅艶・‘二咋

べて疲嫌擬桝量加腫嚇乏くf∫つていう．二れ櫛楠レ1蝋の，＠の境融β

に卵畑く起ら「∫いしする「∫ら‘ボ，乙弓廼はもっと人さくf∫う孝で貫あゐ．elλ∫f30－rla5旋fJ

非線型7季推ゴメニのよう1∫漣し参ぐ娠勃の場「含に¢稲互り　飼’‘κψぐeπ¢トヲγ　り支ご更εぞテケハつ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
塔塩夋ﾊ2e聯ヲγ磁入儲つて厭して斤く塀∫醗tしら蜘τア143†殉に

∫うeれe解ノの吸働燵物勾浄の運動eηeηγの移行とも妨批‘ブう轟黒建吻全体ヒ乙てり

一荊ク‘‡酵葛裏月∂くを…く．　ρ¢週し曳ρて一｝つ乏　く　f8う　よ　う‘二享裏Liきロユれて　く　ろ．　奪rく　」レ’ooκ　祖多Lの振禽ク享な郵乱

嫌鰹樋域で〃・剃残劉く励場含でわ飽‘κ綴の漉岬・よつて深廟麹哩

控舶域Y：入ればそめ逐肇が扁あられる傾帽εもつ弓であろ．た、’ε、それ‘‘度界Aβ師分吻博4生

爪鞍推曾翻∫駄纏・ε毛つ：とや舜ト師分つ剛纏釧あく塗でも報柱鱒控賃乏保ら輪げゐとこ・うつとと

荊堤と1てり譲絢であろ．ゑもf5いと乏‘：‘ξ，レ1κκ相互‘qめ7を牲の姦嬰fま従う‘こ相互ε継

’飢動肉ぐヒと吻ち卯で蓬物全励構騰鋼獅個扮‘く励とい之’う．こ

め憲喋から大ミf∫疲れ麹多2もf・らτメう綱4控，鍾量勿働御∫耐叢上参覧鱒に望親い↓の

で1‘斥い．

麓鱗（・捷峻擬貿ゲど‘よ翫んとマ鴨で肋吻え拭㌍・筋う．とく’二離　　　　　，

‘‡乎面縛仁で乏イ与る限り喝青㌢らしひうべく努あろ二と侭了ずダ撃であろ帆、二の噌有fこε降

樵麺働円にて考えて、あ蒙り強制も過，ミ’る二とは恐らくセリ建吻の構亀針画εマ可能∫こしてし　　　　　　　　翫

黛・うf；達いfJごひ．　f弓題．4r｝重呉‘∫しρ、し、　5畢’隻1臣国内’二あうのて慧‘r‘く　て，　乙・し37産劉レの幡萄黄質こ

讐仁あ’ける劇偉4分布ψ《均青でろう二と‘こ注名すう～自零」醒あると妥われむ．．二の㌻嫁，・ら剛架　　　　　　　　　「

撫絢〃輝推周朋7k‘二勘c5ρπ4fe　てろ｝《震液．ε尺皮‘二操う：との方郭傭刊て“あろう，：の場　　　　　　　　　　｝

含、しちうん、国條構と1工初頓5糾主噸域晦（二お’｛7う馴撃傷であつて、二れらの櫓内弓樗（だεケ

敏て鱗備輯醗駁紡べ乏桝であろ．つ袖絋峰’鞠瓢り瞬‘＜鵡微榔　　　　　　　　　　1

殖そ嬬鵜軌姻欄：テ琳嫌果絆fく‘二拷聯飢己弓γ微轍撒つて
換れ線暢蝦ア制之れう咋胡ρ頓之今れろいあであゐ。．二4二乏‘鋳キ轡の塾十釦こメゐ舞助作爾　　　　　　　　　　り

ぐ5elレ・欄チ・）ろ多邸　ρ‘aεfl鞭5r脚吻・減脇3∫f¢｝‘κヒ‘て禍れている

効柴と‘司挿r∫ものと見f攻して観支えないものピあろう，
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KDC」1 INSTRUCTION
DEC．

O0DE
SYM．
bODE TITLE DEC．

bODE
SYM．
bODE TrrLE

100 ADD 　　　　　　　　　　　　　　　　畠`dd 512 CHS C㎞ge　Sig翁

102 ADA Add　Ab6d哲te 514 NOP No◎peτat量on

104 SUB Subtr3ct 516 NOT NOT
106 SBA Subtract　Abgdu塾e 518 SCT Shiぎt　and　Count

110 ADM Add　MD 520 AND AND
114 SBM Subtract　MD 戯 10R 1ndu甑ve　OR

拗 MPA Multi1塊y　and　Add 蜘 SLS Sbort　L6ft　Shi丘

122 MPS Muitiply　aod　Subtract 532 LLS L⑥ng】［£ft　Shift

130 RAA Raige　Add】陀ss 訓 LCS Long　Cydicεhift

134 LWA L㎝燈rAdd爬鵤 識 SRS Sh（呼t　Right　Sh漁

138 BND Round 鵬 LRS Lρng　Right　S屈ft

140 AD疲 Add，　Divide　and　Roond　o¢H2己t 細 WAN Weightod　AND
150 DVJ 窃vide　or　Jump 鯉 WOR Weigbted　OR
152 DRJ Divide　and　Roood　or　J聾1自臨P 630 SEL Select　Componeot

160 ADL Add　to　LA 鋭 RIN Read　h
162 AAL Add　Ab60耽噂to　L《 棚 WRT Write

164 SBL Subt隠ct　fmm　LA 榔 WSP WriteεP㏄乖a1

166 SAL 漁蝋A圃ute　f㎜ML 醐 FWR noad戯g　Write

珈 FAD F灘αaUng　Add 710 HJ！畷 Halt　a鶏d　Ju面P

鎚 FAA F董oatjog　Add　Ab60亜ロねB 712 JSW jump吋S繍ch
謝 FSB F篭oating　Subt職ct π4 JMP Jump

鱒 FSA Floating　Subtract　Abgo猛ute 750 jMI jump　oo　Mi“鵬

210 FAM Floatio8　Add　MD 752 jUN 」魁mpoo　UANoZ¢翼レ

214 FSM F30ati　ng　Subtraα皿） 754 jNZ 狛即oo　No　Zem

劉 FMP’ αeamnd　Floating　Mu1tiI騒y 756 」OV Jump　oo　O鴨r㎞

塗 F瓢C！ qcar，　FL　Muldp藍y　8nd　qm8e　S㎏n 758 JEO jomp　oo騨t　O幽
螂 FRD 同oat重ng　R㎜d 働 LXA Logd　bde竃f望om伽

脚 FAV FL　Ad圃，　Di▼糞de　and　Rou製聾or　H融1t 膨 STX S叡》re　lodex

卸 FDJ F1《聡tiag　Divide　or　j題mp 働 SEX Set　bd駆

箆 FDR F1・【胴de　a轟d　Roood　or知mp 鋭 RAX Raige　hdex

鋤 STO Store 測 LWX Lo聯er　1血

説 SLA Stoge　L《 ㎝ jXL Jomp㎡th　bdex　L㎝Brd薯

細 STM S⑩re　MD 膨 JXR jump轍b墓・ぬ・R副
306 STA Store　Add償6 細 jxu 掴poo㎞蜘【U轟¢叩a茎

謝 STL Store　LρC融“0醗 脳 JSX 知即副sα1幽㎞、響∋c¶

310 PAM P乳a㏄AC　to　MD ㎜ PSX S㊤tPSeudo　Iお｛k鷹

鋤 LDM Lo詮d　MD 910 BTP B略9eτωTape

惣 LDA Load　Add㎜ 912 TPB T3ひetoB瞳Kα

324 CMP Compare 914 BLS 日憾Sea曲

脚 FSL 疎蹴dog　St㏄L▲ 蜘 DM　3 Dm鵬ωBロ蜜er

謝 TLU Tab墓e　Look　Up 蟷 BDM 30f：erωD㎜

謝 LDQ Load　Q面d【Aooo鵠 蜘 駅WD Rewiad

謝 STQ Sεo硬Quick　Aoo996 鵬 nST B3dこS1箪㏄Tねpe
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102 ADA ∬A 0．50・・Ai一争一A、 c（AC）÷　cくぎIjA）。一膨c～：AC）

100 ムnD lJA 0．50∵λ：をA亀 cでAC）・℃（5　UA，・噌d：AC　l

160 ADL 口A 0．55，λ、一、・A壇 crLA｝トc（二IjAン→cζ．LAノ　　　’
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@　　　　　c（YO＋2”＋6》呂ゐ『y／3　《fo墾nd　by“AUX’り，

@　　　　　c《YO＋3鷲÷05あγ‘’

ｱのほかにYO÷4飾からYO＋6銘一1までがte鵬poragy　8toご㎎eとして使用される．

@なお為は独立変数の8tepの大きさであって，これを指定するPI鵬蹴歓は上記の蝕㎎eには含まれてい

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　一噂409輔＿



‘・9釈　　　《2，第

　　　　　　　●
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pごog脚efが用意すべき裕助rout』ロeの機能はつぎの通りである．

▲駄舳血●1‘‘▲UX”　c（YO・÷茗》蟹y‘とc｛YO÷3”＋奮｝蝋y‘8をとり出し，式《1｝に従ってゐ2ツ蚕”の償
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式に従うものとする．

」し重・R加伽eI1‘‘P㎜T”　一つの鵬pに対してiter誠o襲が終るたびに，結果をp血tするo臓tp唖t

m咀d馳eである．NEWMとP㎜との結合は標準方式に従うものとする．

糖・度　　δとあに依存する．

方法　つ曹の式によって童㍑面0凱を行う．
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ゴ；積分の8愈opの番号，　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ゐ3繰り返しの回数
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．ぐ墨脈 ぷ満足されたとき，董糖臓謡ooを終り，　　　　　　　　　　　　’
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とおく．

なお，式《2｝，《謝ζおけるム殖＿1の出発櫨としては，前回の8teρで求められたムゴ或を使用する．

注　慧　《ilこの甜b繍鵬の勅r瓢oo｝の部分は，読み込みの際、自動的にQ－b鋤己の⑳00鯉娚6番地

に8toτeされるから，ζの範囲を他の霞的に使ってはならない．

” （…9YOからYO＋6絡一1までは脚τ滅㎎8P囁ceとして使われるから，他のm鴨山eと重ならないように注

意すべきである．

《iiη最初にこの甜bfO巴㎞eにはいる前に，上記の8P6ceに8toτeしておくべきd畿aほつぎの3組である．

c《YO十〇翻y‘（初期腔），　cでYO÷3灘÷の窃あツ〆°《初期値），　c（YO÷篇÷‘｝勢越y」’3《初期値を式く9に入れて求めた

値》．

6v》計算時閥のうち・補助ro認血1e‘‘AUX”で費される時闇が大きな部分を占めるから・ζの補助mut三穐

∫ポ’｝∴ はΩやb喚誠（4037毒地以降｝およびCO跨を利用して，できるだけ時愚の鰹約をはかるべきである．また繰逗し

ほなるべく数回で終るようにδおよびゐを選ぷことが鎗ましい．
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盈擁赦技刎殊援を得て韮勒ゴと郭苓裁を｛駒ことがで派．
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